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■「輪」、この言葉は昨年暮れに日本漢字能力検定協会が発

表した「今年の漢字」です。2020 年夏季オリンピックの東京

招致成功、プロ野球の東北楽天イーグルスの日本選手権シリ

ーズの初制覇により、震災で苦労されている東北地方に歓喜

の輪が広がったことなどが理由とされました。特に夏季オリ

ンピック招致は、それまで元気がなかった日本に明るいニュ

ースをもたらし、何か希望が湧いてきた人も多かったのでは

ないでしょうか。もしかすると私たちが教えた、あるいは教

えている児童生徒たちが出場する可能性もあり、今からとて

も楽しみです。 

■学校教育においては、６月に第２期教育振興基本計画が

閣議決定し、１「社会を生き抜く力の養成」２「未来への

飛躍を実現する人材の育成」３「学びのセーフティネット

の構築」４「絆づくりと活力あるコミュニティの形成」の

４つの基本的方向性が打ち出され、今後５年間の教育の基

本計画が示されました。その中では、特に「学び続ける教

師」という言葉が強調されていました。本市においても「横

須賀市教育振興基本計画 第２期実施計画」を策定し 2017

年度までの具体的な計画を示しました。 

■児童・生徒の活動ですが、特に本年度はスポーツの分野

での活躍が目覚ましく、サッカー部の全国大会出場など、

本市が始まって以来の快挙が続き、多くの子どもたちが関

東、全国の大会に出場し、輝かしい成績を残すことができ

ました。招致が決まったこの年に、このように多くの子ど

もたちが活躍しましたので、他の児童生徒への大きな刺激

になった年でもありました。 

■本研究所においては、今年、創立 65 周年を迎え、記念誌

を発行することができました。もう一度、教育研究所発足

当時の哲学や思いを振り返り、今こそ横須賀市におけるそ

の役割の重要性を再認識するとともに、決意新たにした年

でもあります。５年後 10 年後の先を考え、方向を示すこと

ができるよう職員一同、懸命に努力していきたいと思って

おります。 

■「教職生活の全体を通じた教員の資質能力の総合的な向

上方策について」として出された中央教育審議会答申の中

に、あるべき教師像の要素が示され、教職に対する強い情熱、

教育の専門家としての確かな力量、総合的な人間力を養うこと

が大切とされました。 

 社会や子どもたちが様々に変化する時代において、常に

柔軟にかつ適切に対応するために、教師は学び続け、自分

を磨き、子どもたちを育てていくことが必要だと思います。 

横須賀市教育研究所は、まさに「学び続ける教師」の拠

点として、これからも、より質の高い研修を行い、教育の

専門家としての確かな力量を育てるとともに、環境整備や

資料提供など学校を総合的に支援するため、努力していき

たいと思っております。 
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 日本の教育 平成 25 年（2013 年）度 

 
平成 25 年度は日本にとって明るい話題がい

くつか見られた。6 月にユネスコの世界遺産委

員会が富士山の世界遺産登録を正式決定、12 月

には「和食」の無形文化遺産の登録が決定した。

そして、9 月には 2020 年の夏季オリンピックの

開催都市が東京に決定し、日本全国が喜びに沸

いた。 

 7 月に参議院選挙が行われ、自民党が大勝し、

国会の「ねじれ」が解消された。1 月から開催

されていた「教育再生実行会議」は、いじめ問

題の対応や教育委員会制度の在り方など様々な

提言を発表し教育の改革の方向性を示した。 

 以下、本年度の教育界の主要な動きを記す。 

■新習指導要領、全校種で全面実施 

平成 20 年 3 月に告示された新学習指導要領

は、小学校は平成 23 年度から、中学校は平成

24 年度から全面実施され、高校では、本年度入

学生から年次進行で順次実施され、全校種で新

学習指導要領が全面実施されるようになった。 

■平成 25 年度全国学力・学習状況調査 

 小学校 6 年生と中学校 3 年生を対象とした全

国学力・学習状況調査が 4 月 24 日、実施された。

平成 21 年度以来 4 年ぶりに、全ての小中学校を

対象とした全員参加方式で行われ、全国約 3 万

900 校の 228 万人余りの児童生徒が参加し、国

語と算数・数学の 2 教科で実施された。 

 8 月 27 日にその結果が公表され、都道府県別

の平均正答率は、Ａ問題の下位グループを中心

に全国平均との差が縮まり、学力の地域差には

改善傾向が見られた。 

■「いじめ防止対策推進法」成立 

 平成 23 年、大津市で中学 2 年生男子が自殺す

るなど、全国でいじめ問題が深刻化したことを

受けて与野党の 6 党が共同提出していた「いじ

め防止対策推進法」が 6 月に成立し、9 月 28 日

施行された。10 月に「いじめ防止等のための基

本的な方針」が策定され、各学校では「学校い

じめ防止基本方針」の策定と、いじめ防止のた

めの「組織」の常設が義務づけされた。 

■PISA の結果公表 

 経済協力開発機構（OECD）は 65 カ国・地域の

15 歳約 51 万人を対象に平成 24 年に実施した第

5 回「生徒の学習到達度調査」（PISA）の結果

を公表した。日本は「数学的リテラシー」「読

解力」「科学的リテラシー」の全分野で、得点、

順位共に前回 09 調査を上回り、国際的に上位を

維持（数学 7 位、読解力・科学 4 位）。成績を

習熟度レベル別に見ても、下位層の割合が減っ

た一方、上位層は増加しており、学力改善の傾

向がより顕著となった。 

■「英語教育改革」実施計画公表 

 文科省は 12 月、「外国語活動」を「教科」に

することなどを盛り込んだ「グローバル化に対

応した英語教育改革実施計画」を公表した。中

学校でも「英語で授業」を基本にする。平成 32

年度からの新学習指導要領の全面実施を目標

に、小学校から高校で学習到達目標を設け、コ

ミュニケーション能力を育てる狙いだ。教科化

した英語は、小学 5 年生から導入し、週 3 時間

程度。現在の外国語活動は、週 1～2 時間程度で

3 年生から前倒しする。中学校では「授業を英

語で行うことを基本」にして言語活動を重視す

る。 

■道徳の教科化 

文科省が設置した「道徳教育の充実に関する

懇談会」は、道徳の教科化について、「特別な

教科 道徳」（仮称）として「新たに教育課程

に位置付けることが適当」だとし、指導は学級

担任が行うことを原則とし、教材は検定教科書

が適当とする方向性を打ち出した。評価につい

ては、数値による評価は不適切であり、記述式

で行うことなどを想定している。 

「心のノート」は全面的な改善・充実を図り、

子どもたち一人ひとりがしっかりと考えながら

道徳心を培ってもらいたいという願いを込めて

「私たちの道徳」と名称変更し、平成 26 年 4

月から各学校で使用できるよう準備している。 

■教育委員会制度改革の方向性 

平成 23 年の大津市で発生したいじめ自殺事

件に対する市教委のずさんな対応をきっかけと

して始まった教育委員会制度の改革に対する与

党案がまとまった。 

教育長と教育委員長を統合した「新教育長」

を設置し、首長に直接の任命権を付与し、首長

が主宰し新教育長らで構成する「統合教育会議」

を全自治体に新設、教育行政の指針となる「大

綱的方針」を同会議で策定する、新教育長の任

期は 3 年とする等である。これを受け政府は、

地方教育行政法改正案を国会に提出する予定で

ある。 
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 横須賀の教育    平成 25 年度   

子ども 

■児童生徒数 

 本年度、市立学校に在籍する幼児児童生徒数

は、幼稚園108人、小学校20,525人、中学校10,615

人、特別支援学校 66 人、高等学校 1,168 人で、

減少傾向が続いている。（平成 25 年９月調査） 

 

■子どもの体力 

「平成 25 年度神奈川県児童生徒体力・運動能

力調査」へ、小学校 21 校、中学校 23 校が抽出さ

れた。そのうち小学校５年生 776 人、中学校２年

生 1,778 人の結果から、次のような傾向がみられ

た。 

小学校５年生、中学校２年生の体格は、全国平均

値（平成 24 年度データ）と比べると、多少の数

値の差はあるものの、ほぼ全国と変わらない傾向

である。 

小学校５年生、中学校２年生とも「反復横跳

び」、「ボール投げ」については、平成 23 年度、

平成 24 年度、平成 25 年度とも全国との平均値と

の差があり、本市の課題といえる。ただし、「50

ｍ走」の結果からは、大きな差がないことが見と

れることから、経験をさせることで向上する要素

を含んでいると思われる。 

 

「反復横とび」（点） 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 43.11 39.74 52.72 46.76

横須賀 29.00 35.34 49.15 44.46

  

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 24.86 14.58 21.49 13.56

横須賀 21.31 13.06 20.10 12.36

 

 

 小学校５年生 中学校２年生 

男 子 女 子 男 子 女 子 

全 国 9.23 9.58 7.89 8.73

横須賀 9.48 9.78 8.03 8.86

※ 全国平均は、平成24年度のデータを活用 

■児童生徒の意識調査 

本年度、本市の指導の重点２「人との関わり合

いを大切にして、認め合い高め合う関係を築く力

を育てる」の実態調査として、24 年度実施の全

国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙（小学校

６年 3,563 人、中学校３年 3,310 人）の回答結果

から、次のような傾向がみられた。 

【学校で友達と会うのは楽しいですか】 

94.8％の児童、93.5％の生徒が「概ね楽しい」

と答えているが、児童の 5.2％、生徒の 6.4％が

「少し楽しくない」と答えており、中学校に進ん

で友達と会うことに楽しさを感じなくなってい

る生徒が、若干増加していることはどんなことに

起因しているかを知る必要があると思われる。 

【人の気持ちが分かる人間になりたいと思うか】 

 91.1％の児童、92.7％の生徒が「なりたいと思

う」と答えているが、どちらも１割弱が「そうは

思わない」と答えており、重点２の重要性を再認

識させる結果となっている。 

【いじめについて】 

 94.3％の児童、89.6％の生徒が「絶対に許さな

い」と答えているが、満足できる回答結果ではな

い。各学校において、取り組みを一層強化して、

継続的に年齢に応じた指導が必要である。 

【家の人と学校について話しますか】 

 76.5％の児童、65.3％の生徒が「話している」

と答えていて、例年と同様な回答である。年齢が

上がるにつれて、話す機会が少なくなり、悩み等

の相談をしなくなってきている。 

【地域の行事に参加していますか】 

【地域や社会の出来事や問題に関心があるか】 

57.5％の児童、42.9％の生徒が「参加している」

と答えている。また、54.1％の児童、52.4％の生

徒が「関心がある」と答えている。 

 上記の回答から、概ねの児童生徒が「学校で友

達と会うことが楽しい」と感じている。「思いや

りをもった人になりたい」という願望をもち、「人

と関わることの必要性」をも感じている。 

次年度も本市の重点２「人との関わりを大切に

して、認め合う関係を築く力を育てる」を継続し、

自他の違いを認め、互いに高め合う集団づくりを

めざし、自己肯定感や自己有用感を高められるよ

うな指導をより一層充実させていく必要がある。 

「小：ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ投げ 中：ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ投げ」（ｍ） 

「50ｍ走」（秒） 
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 横須賀の教育    平成 25 年度 

 

   教 師 

 

※平成 25 年５月１日現在 

《表１》市立小・中学校の教職員数の推移（人） 

年 小 学 校 中 学 校 

H20 1,084 667 

H21 1,101 676 

H22 1,094 682 

H23 1,097 678 

H24 1,096 695 

H25 1,138 708 

 

《表２》 退職教職員数の推移（人） 

 

 

《表３》 初任者研修対象教員数の推移（人） 

（教諭、養護教諭） 

■教職員数の推移状況 

《表１》は、各年度の５月１日現在の市立小・

中学校の教職員数（校長・教頭・総括教諭・教

諭・養護教諭・栄養教諭）の推移である｡本年度

の教職員数については、小学校及び中学校とも

増加した。中学校教職員数の中には、任期付常

勤講師として配置された、外国人英語教諭（FLT）

の人数（５名）も含まれている。 

平成 20 年度以降、退職者数が多い状況が継続

しており、今後の５年間も同様な状況が続いて

いく《表２》。 

大量の退職者に応じて増加するのが、新採用

教員である。 

《表３》は、本市の県費負担教員の初任者研

修の対象となる新採用者数の推移である。平成

22年度まで続いた100人規模の大量採用が減少

したが、今後はまた増加していくことが予想さ

れる。この他に、教職経験のある新採用者（初

任者研修対象外、平成 25 年度は９名）もここ数

年増えてきている。 

本年度の初任者研修対象者の教諭は、小学校

では、26 校に配置されている。うち初任者２人

配置の学校が 16 校、３人配置の学校が１校あ

る。中学校では、21 校に配置されている。うち

２人配置の学校が 12 校、４人配置の学校が２校

である。今後も小規模校以外の学校においては、

初任者の複数配置が続くと予想される。 

教職員の年齢バランスは、中間層がとても少

なく、年齢の高い層と若い層が非常に多く、中

堅と言われている層が少ない構成となってい

る。今後の学校運営については、経験の浅い職

員の力量を高めることが急務である。研究所の

研修だけでなく、学校においても校内で、人材

育成の推進が重要である。 

年 小学校 中学校 
高等学校 
特別支援学校 

合計 

H20 70 28 2 100 

H21 60 34 6 100 

H22 60 32 5 97 

H23 68 39 8 115 

H24 59 35 15 109 

H25 68 32 15 115 

年 小学校 中学校 
高等学校 
特別支援学校 合計 

H20 60 36 １ 97 

H21 59 39  98 

H22 68 32 3 103 

H23 49 35  84 

H24 41 34  75 

H25 44 40  84 
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横須賀の教育   平成 25 年度 

■教育行政 
 平成 25 年度の教育費当初予算総額は、126 億 5 

千 881万 3千円、一般会計に占める割合は 11.4％。

前年度比で 95.4％、6 億 1 千 349 万 6 千円の減額。 

教育委員会は、４月に三浦溥太郎委員長、齋藤

道子委員長職務代理者、森武洋委員、三塚勉委員、

永妻和子教育長で組織された。 

11 月 27 付けで、三塚勉委員が退任され、11 月

28 日付けで、荒川由美子委員が選任された。 

また、１月 31 日付けで、永妻和子教育長が退任

され、２月１日付けで、青木克明教育長が選任さ

れた。   

教育委員会は、齋藤道子委員長、森武洋委員長

職務代理者、三浦溥太郎委員、荒川由美子委員、

青木克明教育長で組織された。 

 

■教育政策 

 本市における教育の振興のための施策に関する

基本的な計画として「横須賀市教育振興基本計画

第２期実施計画(平成 26 年度～平成 29 年度)」を

平成 26 年３月に策定した。 

 この計画では、「『生きる力』の育成」を目指

した学校教育編、「いつでも、どこでも、だれで

も学べる社会の実現」を目指した社会教育編、「豊

かなスポーツライフの実現」を目指したスポーツ

編の３つに区分し、施策・事業を位置付けている。 

また、子どもの教育を重点的に捉えることとし、

子どもの教育に関する考え方を「横須賀の子ども

像」と「目指す子どもの教育の姿」により示し、

学校・家庭・地域での教育を充実させるとともに、

共通の意識を持って、相互に連携を図っていくこ

とを目指している。 

 なお、このことの実現に向けては、「学校・家

庭・地域の連携推進」「学力・体力の向上」「い

じめ・暴力・不登校の未然防止と早期解決」「学

校の教育力向上」「社会教育施設による学習支援

の推進」を重点課題として位置付け、対応する事

業を中心に取り組んでいく。 

 

■教育指導課関連 

 本年度は、学力向上事業・国際コミュニケーシ

ョン能力育成事業を中心に事業の推進を図った。

学力向上事業では、市内 46 校の小学校及び 19 校 

 

の中学校へ学力向上放課後教室サポートティーチ

ャーを派遣するとともに、保護者・地域の方々も

参加のもと、学力向上シンポジウムを開催した。 

国際コミュニケーション能力育成事業では、英語

活動や英語教育に小学校英語活動アドバイザーの

派遣や ALT の配置等を行った。また、小学生が英

語を用いながらネイティブスピーカーとコミュニ

ケーションを図るイベント「横須賀イングリッシ

ュワールド」を開催した。 

 小学校芸術鑑賞会（６/17～18、７/９～10）、 

子どものための音楽会（８/18）、読書感想画展（１

/７～14）、児童生徒書写作品展（１/17～21）、

児童生徒造形作品展（１/11～27）等の行事の他、

作詞･作曲募集、学校文集等の作品募集も行った。 

 本年度の研究委託は、市関係は、幼・小・中・

高等学校並びにろう学校・養護学校 75 校園及び教

科・教科外の 36 研究会に委託した。 

 その他の研究活動としては、幼稚園教育課程研

究会を８月 21 日に、小学校教育課程研究会を６月

12 日、６月 21 日、８月２日、11 月６日に、中学

校教育課程研究会を６月 12 日、６月 21 日、８月

１日、11 月 13 日に、高等学校教育課程研究会を

11 月 12 日に開催した。 

 

■支援教育課関連  

 本年度の支援教育の推進にあたっては、量から

質への転換をテーマに各事業を実施した。限りあ

る人的な支援に頼るだけではなく、「一人一人が

いきる集団づくり」「子ども理解」「連携」を柱

とした、共に生きる共生社会の形成のための、イ

ンクルーシブ教育システム構築に向けた取り組み

を進めた。 

 平成 26 年 2 月に、支援教育推進委員会から提出

された「答申」を受け、3 月に「横須賀市支援教

育推進プラン」を策定した。これは、3 つの指針

から構成され、各指針に定めた目標の実現に向け

た施策や取り組みなどを示している。 

 研修では、支援教育研修講座、特別支援学級新

担任者研修講座、児童指導担当者研修講座、生徒

指導担当者研修講座を実施した。また、支援教育

コーディネーター連絡会では、個のアセスメント

をテーマに年間を通して研修を行った。 

 主催行事として、不登校児童生徒及びその保護
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者を支援するための、「ハートフルフォーラム」

（6/29）・「進路情報説明会・不登校相談会」（10/12）

を開催した。特別支援教育では「第 3 回児童生徒

ふれあい作品展」（11/29～12/2）、就労相談会「仕

事にチャレンジ」（1/11）を開催した。 

 

■学校保健課関連 

学校保健関係では、児童生徒の疾病を予防する

ため、定期結核健康診断、寄生虫卵・尿・心臓の

各種検査を実施するとともに、学校病に罹患した

要保護および準要保護児童生徒に対しては、医療

費を援助した。 

児童生徒に安全な環境を確保するとともに教育

効果を高めるため、学校の環境衛生検査を行った。 

学校保健の充実発展を図るため、心肺蘇生法実

技研修講座、薬物乱用防止・食育・食物アレルギ

ーに関する研修講座、養護教諭研修講座、よい歯

の図画・ポスターコンクール及び標語コンクール、

横須賀市学校保健大会などを開催した。 

学校管理下における児童生徒の災害に対して独

立行政法人日本スポーツ振興センターに給付金を

請求するとともに、市立学校災害見舞金支給要綱

に基づき見舞金を支給した。 

学校給食関係では、学校給食法に基づき、市立

小学校・ろう学校では全市統一献立により、養護

学校は独自献立により完全給食を、市立中学校で

はミルク給食を実施した。 

給食実施に伴う各種研修会、学校給食の放射線

量測定を含む各種検査、給食施設の維持管理、給

食用備品・消耗品の整備、給食用食器の樹脂製 PEN

（ポリエチレンナフタレート）食器への順次交換

などを行った。また、統一献立での地場産物の使

用や米飯給食の推進、就学前児童が給食を体験し

在校児童と交流する学校給食交流体験事業を行っ

た。 

準要保護児童生徒の給食援助費の支給、学校給

食費の未納調査や督促、未納分の児童手当からの

徴収を行った。 

中学校のパン・弁当の注文販売であるスクール

ランチの栄養面の充実を図るため、教育委員会の

管理栄養士が小学校給食をアレンジした献立の弁

当を試行した。 

 

 

 

 

■体育関係 

前年度に引き続きよこすかドリーム・スポーツ

プロジェクト推進事業を実施した。第 62 回中学校

総合体育大会開会式が４月 20 日、横須賀アリーナ

で行われた。第 38 回小学校児童相撲大会は５月

11 日、第 45 回小学校児童陸上記録大会は 11 月２

日、第 64 回中学校男子・第 30 回女子駅伝競走大

会は 10 月 19 日、第 31 回表現運動・ダンス発表会

は 11 月 16 日に、第 47 回小学校児童ボール大会は

12 月４日に、それぞれ開催された。 

 

■学校施設の整備 

本年度の主な学校教育施設整備は、夏島・明浜

小学校のグランド改修工事、新規に桜・公郷小学

校を加え計６校でグランドの芝生化の他、22 校で

体育館トイレあるいは校舎内のトイレの改修を行

った。 

また、近くに高台がない２校において、防災を

念頭に置き、屋上にフェンスを設置した。 

 

■学校選択制 

 平成 26 年度入学予定の学校選択制では、対象

3,791人のうち約9.8％に当たる370人が他学区の

中学校を選択した。なお、本年度より第 1 希望の

学校が受入枠を超え、抽選を実施する場合、「私

学等」の受験予定者は、抽選の対象外とした。ち

なみに、本年度の抽選は行われなかった。 

また、常葉中学校は学校の教室数に余裕がない

ため、浦賀中学校は生徒数が増えているため、学

校選択制による学区外からの生徒の受け入れを行

うことが出来なかった。 
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研 

究 

所 

概 

観 
 

平成 26 年度は、「国の学力状況調査（小６、

中３）」「横須賀市学力状況調査（小５、中２）」

の結果を公表した。経年の結果から、各課が連

携して「学力向上」に取り組んだ。 

併せて、市内小・中学校においては、長期休

業を活用した授業日数の増加を試行して、児童

生徒と向き合う時間を各校の状況に応じて、つ

くり出していた。高等学校では、新指導要領の

完全実施および教科書採択が行われた。 

研修業務において、この先５年間は大量退職

・大量採用が続き、各学校における経験の浅い

教員の比率が高くなっていく。そのため「人材

育成」が最大のテーマと捉え、研修に取り組ん

だ。 

スキルアップ講座、理科夜間講座は、授業力

アップに主眼を置き開講し、多くの教員が参加

し、好評を得ていた。また、開講３年目を迎え

た「よこすか教師塾」では、幅広く講師を登用

して、本市で教師を目指す塾生が、「教師とし

ての資質・能力を高めるための知識」を学んだ。 

教育資料リファレンスでは、９月に創立 65

周年を迎えたことを契機に、教育史編纂の準備

号として、「教育研究所創立 65 周年記念誌」を

発刊した。さらに、カリキュラムセンターとし

ての機能の充実させるためにデジタル化を進め

た。導入して３年目を迎えた校務支援システム

は、ICT 活用推進係の地道な対応や細やかな研

修を実施し、スムーズな運用ができるように努

めた。ハード面においても、セキュリティの強

化を進め、資産管理システムを導入した。また、

次年度に向けてサーバの更改の準備をした。 

教育委員会情報化推進本部会を含め、学校情

報化推進部会を開催し、情報モラル、情報セキ

ュリティ等の意見交換を含め、今後の推進に有

益であった。全職員が、研究所の役割を果たす

べく、職務遂行のために日々研鑽をした。 

 

■平成 25 年度予算 

教育研究所費の平成 25 年度一般会計予算額

は、556,973 千円（前年度比△39,402 千円）で

あった。このうち、情報システムの運用や情報

教育の推進に係る情報関連予算は 353,607 千円

（前年度比△38,335 千円）で、全体の約６割を

占めている。 

 また、各学校費において、市立の小中学校、

特別支援学校、高等学校における教育用パソコ

ン等の整備・運用に関する予算 575,430 千円（前

年度比▲51,993 千円）も所管しており、これら

を合わせた情報関連予算は、929,057 千円とな

る。所管予算全体では、1,486,030 千円となる。 

平成 25 年度は、再編交付金を活用し、各小中

学校、特別支援学校に延べ 792 回、教育情報化

支援員を派遣した。 

■調査研究 

本年度は他都市の教育研究所との交流を深

め、「人材育成」「カリキュラムセンター機能」

をテーマに調査・研究を行った。特に、人材育

成については、研修の在り方や研修内容の充実

に努め、今後の研修の在り方を検討した。 

長期研修員は、『「外国語の授業改善のため

の ICT 機器・デジタル教材の効果的な活用」～

言語材料の習得と言語活動の充実のための活用

とその成果～』をテーマに神明中学校 後藤博

宣教諭が実践・検証・成果を行った。 

理科センターとしては、５年に１回の不要薬

品の処分を行い、理科室の環境整備を促した。⁷

　また、理科教材の開発とその発信に努めた。 

レファレンスとして、図書・資料室の機能整

備と有効利用の促進、理科教材の展示、コンテ

ンツの有効活用に関する情報提供などに努め

た。その他、来年度から移管させる「研究員会」

の事業に向けた準備に取り組んだ。 

■教員研修 

 平成 25 年度もまた、教育に対する様々なニー

ズと、高度でより一層複雑化する教育課題の解

決に向けて、教育現場は取り組んできた。いじ

めや体罰の問題、法令遵守、防災対策、安心安

全面への対応など、学校全体の組織的対応がま

すます求められている時代となっている。個人

の資質能力の向上とともに、学校組織全体の対

応力の向上こそが喫緊の課題となっている。 

 また、一方で近年、本市において顕著となっ
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ている教職員のアンバランスな年齢構成の問題

が指摘される。 

 ここ数年、新規教員が大量に採用されるとと

もに、ベテランの大量退職を迎え、学校は職員

の大幅な入れ替えが続いている。若手に対して

も、即戦力となるよう過大な期待が寄せられ、

そして、少ない中堅層においても、学校の運営

の主体となれるよう、優れた能力を発揮できる

人材の育成が急務となっている。 

教育研究所では、このような現状に対して、

意図的で計画的な人材育成を図る研修の仕組み

作りを模索してきた。それは、ともすると教師

の資質向上は、個人の意欲の問題に委ねられが

ちであったことへの反省である。 

 教育公務員特例法第４章 21 条「教育公務員

は、その職責を遂行するために、絶えず研究と

修養に努めなければならない」に基づき、研修

機会のさらなる保障と、常に学び続けることの

できる環境作りを目指してきた。学校に対して

も「人材育成」という言葉を積極的に浸透させ

るよう努めてきた。結果として、自己のキャリ

アアップは自ら計画的に取り組むべきものであ

ること、学校もまた、意図的組織的に人材を育

成することが重要であるとの意識の転換が図ら

れてきているようである。このことにより有形

無形の学校文化、あるいはベテランがもつ優れ

た教師力がしっかりと継承されていくことが、

子どもたちの教育の質の向上につながることと

期待される。本年度、具体的な目標と方針とし

て①教師として求められる資質、授業力の向上

を図ること、②学校組織の活性化と人材育成を

図ることを掲げて事業を展開してきた。 

 そこでは、研修そのものに係る工夫として主

体的に学ぶことのできる演習型の研修や、ワー

クショップ型の研究協議等の、多様な研修スタ

イルを取り入れてきた。研修場面においても、

授業に活用できるようなノウハウの提供も同時

に行ってきた。また、異なる経験者同士がつな

がり合う場面の設定、教えることで学ぶメンタ

ーの機会も充実させてきた。 

 また、職に応じた研修でも管理職や学校運営

に携わる教諭を対象に、学校マネジメントや人

材育成を促進する研修内容を充実したり、経験

年数の少ない教員を対象にしたスキルアップ研

修を拡充したりしてきた。土曜日の講座も様々

開講しており、本年度も自主的に学ぶ教師が多

く見られた。このように教師が学びたいときに

学び、自己のキャリアや職能に応じて、自らの

資質を向上できる研修体系を今後も維持，発展

していきたい。 

 具体的には今後、カリキュラムセンター機能

の充実や、夜間等の自主的な学ぶ機会の拡充を

図っていくものである。 

また、学校における職員の協働性を高め、と

もに協議を深める場づくりを支援するために、

教育研究所指導主事が学校で直接、実施する訪

問支援研修も展開してきている。 

 一人一人が教師としての高い志を持ち続け、

学校においても優れた教師を育てようとする意

識が高まるよう、教育研究所としてのきめ細や

かな支援を大切にして取り組んでいる。 

■教育の情報化推進 

 学習指導要領に示された「情報教育の充実」

「ICT 機器を活用した授業の展開」を達成する

ため、平成22年度までにICT機器環境を整備し、

また校務の情報化を目的として校務支援システ

ムを導入した。これらの取り組みを教育の情報

化に有効に活用するために、教科指導における

ICT 活用研修、授業力向上のための ICT 活用研

修、経験年数に応じた各研修における教育の情

報化について研修を行ってきた。 

 本年度も引き続き、ICT 活用の推進を軸に、

校務支援システムによる通信簿の作成、中学校

調査書の作成、要録作成のための研修等、訪問

研修や集合研修の機会を増やし、現場に寄り添

った支援に力を入れた。情報セキュリティ月間

（５,10,２月）には学校に対して情報セキュリ

ティ喚起の取り組みを行った。さらにより安全

なネットワーク環境を提供するため資産管理シ

ステムを導入し、悪意のあるウィルス等外部か

らの不正な侵入を防ぐ取り組みを実施した。 

 今後の課題は、学習用データベースの充実と

授業への活用支援、PC 教室と普通教室における

ICT 機器の積極的な利用の促進、職員と児童生

徒の情報モラルの育成などである。加えて、ICT

機器を活用した次代の授業の在り方を模索し、

子どもの学びの充実に寄与していく。 
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調査研究関係 

 

調査研究概要 

調査研究では、教育研究所連盟と連携した調査研

究とともに教育に関する情報・資料の収集・発信の

充実を重点目標に取り組んだ。 

第１に、長期研修では、外国語指導における ICT

活用を課題として研究を行った。 

第２に、資料・情報提供事業と兼ねて教育研究

所図書資料室の機能を充実させることに努めた。

経験年数が少ない教員の参考となる「授業づくり」

「学級づくり」等の書籍を整えた。また、カリキ

ュラムセンターとしての機能の充実を図り、イン

トラの画面変更、資料の整理に努め、充実を図っ

た。 

第３に、理科センター機能の充実に努め、理科

研修講座・理科夜間講座を開講し、理科教育の充

実に努めた。また、様々な理科教育に関する資料

を作成し、本研究所の理科室に掲示し、啓発を促

した。 

 調査研究事業 

１ 長期研修 

神明中学校の後藤博宣 教諭が、長期研修員とし

て、｢外国語の授業改善のための ICT 機器・デジ

タル教材の効果的な活用｣～言語材料の習得と言

語活動の充実のための活用とその成果～をテー

マに、１年間研修を行った。 

学習指導要領の改訂に伴い、教育の情報化につ

いて一層の充実が求められている。他市町村の研

究では、ICT を活用するだけでは、学力向上に一

律の効果は見込まれず、目的・意図を持って効果

的に ICT を活用することが重要であると示唆され

ている。しかし、横須賀市の状況としては、授業

に ICT 機器を活用する意味においては未だ初期段

階である。一方で、近年児童生徒の家庭において

は、タブレット PC などの情報機器に触れる機会

が増えてきており、そのギャップの存在が課題で

ある。 

そこで、昨年度の小学校の普段の授業の中での

ICT の活用を踏まえ、中学校の英語科として、ICT

をより効果的に活用するためにはどうすればよ

いかを、以下の実践を通して研究した。 

中学校１年、２年に対して、従来から行われて

いるフラッシュ型教材を、ICT を活用した教材と

し、毎授業に繰り返し指導することによる単語の

定着度合いを検証した。また、作文を苦手とする

生徒が多いことから、その原因の仮説を立て、改

善策として英作文の内容が想起できる映像教材

を準備した。さらに、指導者用デジタル教科書を

用いて、一連の授業の中での活用を実践してみ

た。加えて、最近さまざまな研究が為されている

タブレット PC を、生徒の英会話の改善ツールと

して導入した実践を行い、その効果を検証した。 

成果として、次の３点が挙げられる。 

１点目は、ICT の活用は、より豊富な視覚的・ 

聴覚的効果により英語への興味・関心を高める学

習環境を作り出すことができること。 

２点目は、フラッシュ型教材や指導者用デジタ

ル教科書は、学習課題を焦点化することができ、

基礎的・基本的な知識・技能を習得するための支

援ツールとなること。 

３点目は、タブレット PC は、グループ内での

協働的な学習や思考力・表現力を高める学習活動

の展開に効果的で、生徒一人一人の「学び」の場

面をつくり出すことができること。 

今後、本研究を広く還元する場を持つ予定であ

る。 

２ 神奈川県教育研究所連盟 研究発表大会 

10 月 18 日(金)、神奈川県教育研究所連盟 第

60 回教育研究発表大会において、平成 24 年度横

須賀市教育研究所長期研修員の橘 恒仁教諭（津

久井小）が発表した。その成果については、各市

町村より多大なる評価を得た。 

◆第６分科会 

発表テーマ「教科指導における ICT 活用」 

 ～授業のねらいにせまる ICT 活用の 
              在り方を探る～                        

１ 研究の目的 

 教育現場での情報化に関して、教科指導におけ

る ICT 活用が強く求められている。しかし、授業

は、ICT 機器の活用が目的ではない。「授業のね

らいの実現に向け、授業をどう創るか」という視

点から ICT の活用方法や活用場面を考えるべきだ

ろう。子どもが互いに関わりを持ち、考えを深め

ることができるための活用方法や、子ども自身が

ICT 機器を活用しながら学ぶ方法、さらには機器

が進歩していることなどを考えると、教科指導に

おける ICT 活用には、まだ多くの可能性がある。 
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そこで、ICT をより効果的に使うためにはどうす

ればよいか、また、普段の授業の中で ICT をどの

ように生かすべきか実践を通して探ろうと考え

た。 

２ 研究の内容 

 (1)現在の整備状況でできる ICT 活用（実践Ⅰ） 

実践Ⅰでは、現在の ICT 整備状況において、ど

のような活用ができるか考え、その ICT 活用がど

のような効果をもたらすのかを検証した。 

 実践Ⅰ－①では、小学校５年生 体育「とび箱

運動」の単元で授業実践を行った。グループ活動

における学び合いと子どもによる ICT 活用に着目

し、デジタルカメラ（動画機能付）による演技の

撮影と PC による手本の動画提示を行った。この

活用が、子ども同士のコミュニケーションと思考

を促し、運動に対する意欲を高めるための手立て

となり得ることが分かった。 

 実践Ⅰ－②は、小学校５年生 理科「メダカの

たんじょう」の単元で実践授業を行った。実験・

観察の代用ではなく、実物に触れて学ぶことを第

一に、これまでの教材・教具をより生かすという

視点で ICT 活用を考え、実物投影機による具体物

の提示とデジタルカメラによる写真提示を行っ

た。共通の提示物による話題の焦点化、指示・説

明時間の短縮などの効果があった。 

(2)普通教室での日常的な ICT 活用（実践Ⅱ） 

実践Ⅱでは、ある教科・単元についての授業研

究ではなく、普通教室での日常的な ICT 活用に焦

点を当てた。ICT 機器（実物投影機、プロジェク

タ、シート型電子黒板、PC 等）を９日間、小学校

４年生の普通教室に常設した。その内、前半５日

間の９教科等 26 時限分を検証授業とした。そし

て後半４日間は、学級担任が、常設環境のもとで

通常通り授業を行った。ここでは、ICT 機器を常

時使えるよう設置することが、普通教室での日常

的な活用に直結することや常設する際の配慮す

べきポイントが明らかになった。 

(3)指導者用デジタル教科書の活用（実践Ⅲ） 

 今後導入が広がっていくと予想される指導者

用デジタル教科書や電子黒板を使って、小学校２

年生 算数「かけ算（１）」で実践授業を行い、

スクリーンと子どものようすの両方をビデオカ

メラ２台で記録した。ここでは、デジタル教科書

の有用性や導入における課題が明らかになった。

  また、スクリーン提示の内容と子どもの注目度に

着目して分析し、効果的に情報を提示するための

条件について考察した。 

３ まとめ 

 授業のねらいにせまるために、ICT 機器をどの

ように生かすべきか、また、より効果的に使うた

めにはどうすればよいか、実践を通して探った。

その中で、 ICT 活用の効果や、日常的な活用に向

けた工夫、ICT 活用における留意点、有効となる

活用方法などが明らかになった。 

ICT 活用の効果として、 

①教師による指示・説明の時間を短縮し、他の学

習活動に充てる時間を確保することができる。 

②活動の見通しを持たせることで、子どもの学習

意欲が向上し、主体的な学びにつながる。 

③話題を焦点化したり、考えを共有したりして学

び合う場面が生まれる。 

という点が挙げられる。 

拡大提示は最も手軽な ICT 活用の一つと考えら

れるが、教師による提示の工夫と提示画面が見え

る環境作りは、欠かせない。また、学習過程にお

ける子どもの姿や思いをイメージして、子どもの

求めに応じタイミングよく活用できたならば、そ

の効果はより大きなものとなる。 

見る、聞く、読む、考える、書く、話す、体を

動かすなど、授業は様々な学習活動から成り立っ

ている。子どもにとって必要感のある、多様な学

習場面をどう生み出すかが、ICT を取り入れた授

業づくりにおいても重要な部分である。効果的な

ICT 活用を考えることは、指導計画全体（発問、

板書、場の設定、提示資料など）を見直すことに

つながる。効果的で効率的な指導のための工夫は

様々考えられるが、本市の現状の整備状況におい

ても、ICT 活用は、誰にでもすぐにできる授業改

善のための一手段であるといえる。  
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 資料･情報提供事業   

 

【図書・資料】 

１ 図書資料 

 図書購入の予算は、平成25年度は 50万円である。

この予算で、合計152冊の図書を購入した（平成26

年 2月 1日現在）。新学習指導要領への対応や、各

教科等を中心に、支援教育、児童生徒指導、学校経

営に関する図書等を購入した。特に、学力向上の取

り組みに関するもの、小中一貫教育に関するもの、

言語活動充実に関するもの、授業のユニバーサルデ

ザインに関するもの等を購入した。 

 所蔵数は、図書は25,617 点、教育ビデオは24点

（それ以外に本研究所内で視聴可能なビデオ 128

点）、DVD53 点である。 

また保管している市内各学校や各地の研究機関・ 

大学･学校・出版社等から寄贈された研究紀要及び研

究発表資料等は、平成26年 2月 28日現在において

前年度より、234点増え 23,528 点になった。 

本年度閲覧提供した雑誌等は次のとおりである。 

（定期購入したもの） 

① 初等教育資料    ② 中等教育資料  

③ 教育委員会月報  ④ 総合教育技術 

⑤ 児童心理     ⑥ 教育    ⑦ 高校教育 

⑧ 日経 PC22   ⑨ 内外教育  

⑩ 教育展望     ⑪ 指導と評価(寄贈) 

広報よこすか，県のたより，部落解放，人権と部

落問題，人権のとも，語る・かたる・トーク，更生

保護よこすか，よこすかボランティアニュース，よ

こすか社協だより，まなびかんニュースなどは、２

階事務室の前にある雑誌専用書架に配架している。

貸し出しはしていないが、いつでも利用することが

できる。 

購入している新聞は、次の２紙である。 

① 日本教育新聞  ②神奈川新聞  

日本教育新聞は雑誌専用書架に、神奈川新聞は事

務室に配架している。 

 

２ 図書室・資料室の環境整備 

平成 21 年度、図書室に整備したデスクトップ型

PC2 台は、インターネットでの情報検索やイントラ

ネットでの閲覧等に利用していたが、基本ソフト

（OS）が古くなったので、ノート型PC1台に変更し

た。 

図書室の各コーナー(新学習指導要領、学校づく 

り、辞書･辞典、国語、社会、算数･数学、理科、音

楽、図画工作･美術、体育･保健体育、幼稚園教育・

家庭･技術家庭、生活・総合的な学習の時間、道徳、

特別活動・情報教育・学校図書館、特別支援教育・

生徒指導、授業づくり、各学校の研究紀要、研究会

の紀要・学校教育賞、研究員会の紀要)に新たに「学

力向上」を加えた。また、図書室案内図を作成し、

図書の配架位置をより分かりやすくした。 

図書室前の書棚では、「斉藤喜博全集」「大村は

ま国語教室」などとともに、平成24年 1月に寄贈さ

れた「柳田国男全集全41巻」や「旅と伝説全33巻」

等を紹介している。また、「児童心理」をすぐに手

にとって見られるよう2年間分配架している。 

 書籍、資料の所蔵数が増えてきたことにより、収

納スペースの確保が課題となってきているため、今

年度、教科書と雑誌類の整理を行った。教科書は小

中学校については、複数ある教科書を整理し、配架

をきちんと年代順にすることにより調べやすいよう

工夫した。高校については、ほとんど利用すること

のない古い教科書を廃棄した。雑誌類については、

直近5カ年分は保存していくようにし、それより古

いものは廃棄するようにした。 

本研究所として保管していくべき資料の精査を行

い、継続的な資料の保存が可能となるよう資料の収

集・保存のあり方を検討する必要がある。 

 また、本教育研究所が保管している多くの貴重な

資料は、紙類が多く、劣化も進行している。資料の

電子データ化など保存方法についての検討を早急

に始め、対応していくことが求められている。 

 

３ 図書資料の閲覧と貸し出し 

図書室・資料室の利用規約は、次のとおりである。 

① 開館時間 平日9時30分～17時30分 

② 図書室での閲覧は自由 

③ 貸し出ししているもの 

・研修図書（禁帯出以外）一人５冊まで 

・ビデオ・DVD  一人５本まで 

・エプロンシアター 
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・集団読書絵本「からすたろう」 

・オーストラリアングッズ 

・紙芝居台 

④ 貸出期間 

原則として、本は１ヵ月以内、ビデオは２週間、

その他は1ヶ月以内としている。 

⑤ 利用対象者  横須賀市立学校の教職員 

 

本年度の貸出実績（平成26年2月28日現在）は、 

次のとおりである。    

 ・図書       337点 

  ・ビデオ       5点 

 

４ 新刊本の情報提供 

 図書資料の活用充実を図るために、図書室内の掲

示方法を工夫し、新規購入図書の紹介はイントラネ

ットを通して行っている。 

また、エプロンシアターなど、貸し出しできる教

材用具を見やすい場所に移動したり、手軽に見るこ

とができるようにしたりして紹介した。研修などで

研究所に来た際に借りたいという申し出があり、大

いに活用されている。 

 

５ 教科書センター 

 本教育研究所図書室は「横須賀地区教科書センター」

を兼ねており、日常的な教科用図書の閲覧や問い合

わせに対応している。教科書センターとして教科用

図書展示会は、本年度6月 14日から 6月 27日まで

行った。 

新たに新学習指導要領に基づく高等学校教科書

151冊を加え、保管してある教科書は13,608 冊。 

 

６ レファレンス・サービス 

本教育研究所の図書室・資料室の保管している情 

報・資料をより広く活用してもらうために、教育資

料情報に関する問い合わせには、来所された方だけ

でなく、電話や電子メールなどでも応じている。そ

れらには、即時性を求めるものが多いので、優先的な

対応を心がけた。本年度の件数は30件（平成 26年 2

月 28日現在）であった。 

インターネット上には「資料用教科書目録」「写

真で見る横須賀教育史」「教具的民族資料」のデー

タを公開している。このため、教育図書・資料の利

用者は、市内の教職員や一般市民にとどまらず、市

外の教職員や教育関係の大学院生、研究者及びライ

フワークとして教育に関心を持っている人と多方面

に広がっている。 

昔を懐古して、覚えている情報をもとにして調べ

たり、自分が利用していた教科書に載っていた作品

を再確認したりした方もいた。 

また「教具的民俗資料」の写真を社内誌で利用さ

せてほしいというような申し出もあり、それぞれの

レファレンスに、迅速に対応した。 

 

７ 教育情報センターインターネットでの情報提供 

教育情報センターインターネット上には、次の資

料を提供している。 

① 資料用教科書目録 

② 写真で見る横須賀教育史 

③ 教具的民俗資料 

④ 雑賀コレクション(平成 24年度より 新設) 

第８代本教育研究所長、横須賀市立高等学校長、

横須賀市教育委員長などを歴任された雑賀昭二先

生は、教育に関する道具や機器を中心に集められ

時代とともに変遷していく教具や視聴覚機器の散

逸を憂い、収集された。 

平成 11年に、これらの貴重な資料を本教育研究

所に移管された先生は、平成 22 年に亡くなられ

た。その後、ご家族と本教育研究所との寄贈の手

続きが整い、平成 24 年度にこれらの貴重な資料

199 点を、データーベース化してまとめ、広く多

くの方々に供するため、「雑賀コレクション」と

題し、ホームページへ目録とその写真を掲載した。

 

８ 民俗資料 

 民俗資料の数々は、昭和 47 年より収集し平成５

年に「教具的民俗資料集」と題して冊子にまとめら

れた。教育研究所では、すでに、冊子の内容を、「教

具的民俗資料」と題し、41点をインターネット上に

公開している。 

 

９ 研究所刊行物  

 本年度は、次の定期刊行物を発行した。 

・教育研究所要覧（平成25年度版） 

・教育研究所所報75号 

・小学校児童・中学校生徒 研究集録 52集 
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 理科教育事業 

平成24年度に実施された全国学力・学習状況調査の

児童生徒質問紙調査の結果（全国平均）では、「理科の

授業が好きだ」と回答した児童生徒は、小学生が

81.2％、中学生が 61.7％と、特に小学校で高い割合を

示した。そして「観察・実験を行うことが好きだ」とい

う回答は小学生が88.6％、中学生が76.2％と、更に高

い割合を示し、理科の学習が好きではなくても、観察・

実験を行うことには意欲を示すという傾向も明らかに

なった。子どもたちが意欲的に学習に取り組むことは、

学力向上に向けた一つのポイントにもなり、この面から

も、観察・実験を充実した授業実施のための、教員研修

の充実、学習環境の整備が求められると考える。 

教育研究所の理科教育事業では教員が学び、探究す

る場、そして科学への関心を高める場として、研修講

座を中心に、授業の支援や情報の提供を行ってきた。 

研修講座は、理科の指導に必要な基礎的技術を身に

付ける内容、指導が難しい観察・実験を含む単元の教

材研究を深める内容、野外での自然観察における留意

事項や環境問題にかかわる内容等を取り上げた。 

さらに、教員が科学の最新情報にふれ、関心を高め

ることも理科教育の充実における大切な要素であると

考え、こうした内容の講座も実施した。 

研修講座以外の事業としては、理科の学習に必要な

教材の配付や斡旋、観察・実験用具の貸し出し、研究

のための理科施設の開放、様々な問合せ・相談への対

応なども行ってきた。 

平成26年１月には、全市の小中学校及び特別支援学

校の理科室に保管されていた不要薬品の回収事業を実

施し、約2,500本を回収・廃棄した。この事業を通し、

各学校の理科室・理科準備室の環境整備が進められた。 

なお、教育研究所の諸事業を進めるにあたり、教育

指導課指導主事や小学校理科研究会、中学校理科研究

会、他の研究機関と連携をとりながら、内容の充実と

活動の円滑化を図っている。 

 

 

１ 理科教育研修講座 

平成25年度は下記の４コースを設定した。 

ア．理科基礎技術研修講座 

イ．小学校・中学校理科教材研究講座 

ウ．科学教養講座 

エ．理科夜間教材勉強会 

（１）理科基礎技術研修講座   

主に理科の授業を担当している教師や、初任の小

学校教諭を対象に、理科の指導に当たって必要な基

礎的技術を身に付ける内容として＜表１＞（P.16）

のような８講座を実施した。他１講座として、衣笠

城址公園における自然観察講座を予定していたが、

台風の接近により中止となった。 

これらの講座は、小中学校における指導内容をも

とに、理科を指導するにあたって身に付けておきた

い基礎的な内容を中心に実施した。観察・実験基礎

技術、自然観察における基礎知識、地域資源の生か

し方等について学習した。この８回のうち、フィー

ルドワークによる研修が３回含まれる。 

（２）小学校・中学校理科教材研究講座  

小学校・中学校の学習内容で、学習効果を高める

ための教材開発や学習展開の工夫について研修す

るため＜表２＞（P.16）のように４講座を実施した。 

第１回、第４回は教材開発販売会社のスタッフを

講師に招聘し、新しい教具を使った実験方法等を学

習した。第１回は生命・地球領域、第２回は複数領

域を結び「エネルギー教育」をテーマとして行った。

新学習指導要領に対応する実験器具や材料が多く

紹介され、それらを実際に使って実験をすることで

原理を理解することができた。 

第３回、第４回は横浜国大の平島由美子教授を招

聘し、エネルギー領域の研修を実施した。身の回り

で見られる様々な現象について分かりやすく説明

して頂いた。第２回は小学校の内容で、電気の利用

について様々な実験を行った。第３回は中学校の内

容で、電流と磁界の実験を主に行った。 
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（３）科学教養講座 

理科の指導に当たる教師にとって役立つ技術や最

新情報を得るための講座として＜表３＞（P.16）のよ

うな２講座を実施した。 

第１回は東京大学大学院助教 竹内秀明氏を招聘し、

メダカやミツバチの習性と神経機構に関わる専門的な

内容についてご講義いただいた。 

第２回は港湾空港技術研究所の施設見学を実施し、

見学後には、同研究所の本田和彦主任研究官による「津

波被害と減災」の講演会を開催した。 

（４）理科夜間教材勉強会 

単元を通した学習の在り方を考え、学習の流れに応

じた教材研究を行う講座として＜表４＞（P.16）のよ

うな10講座を実施した。 

２ 理科実験観察教材の斡旋・配付・維持管理 

生物教材の飼育・栽培・保存及び配付、斡旋を行っ

た。 

種ジャガイモ、サツマイモ苗、カイコ卵、カブトム

シの幼虫やそのえさとなる木材チップ、花壇・畑用の

堆肥についてはほとんどの小学校で要望があった。ま

た、総合的な学習の時間に関連してか、中学校からの

申込みも続いている。 

水中の微小生物を小中学校44校に提供し、各学校の

授業で顕微鏡による観察が行われた。県総合教育セン

ターから提供されたものを維持管理し、年間を通して

提供する体制を整えた結果、小学校での利用が増えた。 

メダカ、オオカナダモ等の配付希望も毎年あり、理

科教材園の整備が十分でない小中学校にとって研究所

の果す役割は大きい。 

３ 理科資料のデータベース化 

教育情報センターのイントラネットサイトに「横須

賀から見た星空」、「校庭の草花」、同インターネッ

トサイト上にある「三浦半島の植物」・「久里浜の気

象」・「三浦半島の地層・地質」「三浦半島の野鳥」

「植物歳時記」の配信とデータ蓄積を行った。 

４ 小学校児童・中学校生徒研究集録の作成 

各学校で選ばれた児童生徒の代表作品１点ずつを研

究集録としてCDにまとめ、２月に発行した。 

 また、教育情報センターのイントラネットサイトに

掲載した。この研究集録には、夏季休業中に取り組ん

だ自由研究を中心として、小学校26点、中学校２点の

作品が掲載された。資料としてグラフや写真を使用し

ている作品が多く、CDに収録することでこれらのデー

タを生かすことができた。また、優秀作品をプリント

したものを12月～１月に横須賀市自然・人文博物館に

展示した。 

５ 授業支援 

理科や総合的な学習の時間の授業実施上の工夫、動

植物の飼育栽培や実験実施のポイント、薬品処理の方

法など、様々な問合せや相談に応じると共に、これま

でに蓄積されてきた理科関係資料の提供、理科施設や

器具の貸し出し等を行った。また、顕微鏡、小学校用

電源装置等の備品を購入し、貸し出しや研修に活用で

きる環境を整えた。 

理科実験室の施設や機器等の利用については、各学

校の要望にできる限り応じ、本年度は液体ガス容器、

天体望遠鏡、骨と筋肉の動きモデル、人体解剖模型、

パンデグラフ、天体投影装置などを貸し出した。 

６ 理科教育事業への協力 

理科教育研修やその他の事業について、市小学校理

科研究会、市中学校理科研究会をはじめ、多くの方々

との連携・協力を行った。ご協力いただいた主な方々

は次のとおりである。 

小学校理科研究会長 福田 倫弘（粟田小） 

 副会長 志村 和彦（城北小） 

中学校理科研究会長  鈴木 眞人（大津中） 

      副会長 阿部 信行（馬堀中） 

 副会長 清水 充治（坂本中） 

 副会長 守谷 賢二（神明中） 

            副会長  山下 実 （長沢中） 

HP「植物歳時記」作成   八田羽 榮一 

HP「三浦半島の野鳥」作成 泉  和幸 

                                 （敬称略） 
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＜表１＞ 理科基礎技術講座                         （８回 181 名） 

  月  日 講      座      名 指     導     者 場  所 参加

 ５. 17 

６．15 

 ７．25～29 

 ７．25～29 

 ８. ６ 

８．７  

 10．26 

11．８ 

12．26 

自然観察会～カイコ～ 

自然観察会～初夏の植物～ 

はじめての理科実験ホップ 

はじめての理科実験ステップ 

自然観察会～海の生き物～ 

身近な自然の教材化（講義編） 

身近な自然の教材化（衣笠城址）

自然観察会～天体観測～ 

自然観察会～観音崎の地層～ 

内舩 俊樹 （自然人文博物館） 

八田羽 榮一（植物研究家） 

宇佐美 暁 （教育研究所） 

宇佐美 暁 （教育研究所） 

萩原 清司 （自然人文博物館） 

高橋 良寿 （五感教育研究所） 

高橋 良寿 （五感教育研究所） 

白井 宏一 （坂本中学校） 

柴田 健一郎（自然人文博物館） 

理科実験室 

観音崎公園 

理科実験室 

理科実験室 

天神島教育園

理科実験室 

衣笠城址 

理科実験室 

自然人文博物館

30 

７ 

54 

42 

19 

22 

中止

２ 

５ 

 
 

＜表２＞ 小学校・中学校理科教材研究講座                  （４回 129 名） 

  月  日  講     座     名 ・ 学 年 指     導     者 場 所 参加

 ８．５  

８．８ 

８．９ 

８. ９ 

おもしろ実験ゼミナール 

なるほど実験教室 

楽しい物理実験～小学校編～ 

楽しい物理実験～中学校編～ 

株式会社ナリカ スタッフ 

ケニス株式会社 スタッフ 

平島 由美子（横浜国立大学） 

平島 由美子（横浜国立大学） 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

54 

50 

17 

８ 

 
 

＜表３＞ 科学教養講座                            （２回 98 名） 

  月  日 講      座      名 指    導    者 場  所 参加

 ７．31 

 

 ８. 12 

メダカの恋心の神経機構とミツバチの社

会性行動に関わる遺伝子の解析 

津波被害と減災（施設見学含む）

竹内 秀明（東京大学大学院） 

 

本田 和彦(港湾空港技術研究所) 

理科実験室 

 

港湾空港 

技術研究所 

44 

 

37 

 

 

＜表４＞ 理科夜間教材勉強会                         （10 回 86 名） 

  月  日 内   容 場  所 参加

 ５．７ 

５．８ 

５．14 

６．４ 

７．２ 

７．30 

８．20 

12．３ 

１．14 

１．29 

理科室見学（全学年）・月と太陽（小６・中３） 

土地のつくりと変化（小６）・メダカのたんじょう（小５） 

こん虫をそだてよう（小３）・とじこめた空気や水（小４） 

星や月（小４・中３）・自由研究（全学年） 

ものの重さを比べよう（小３）・植物の成長と日光や水（小６） 

風やゴムのはたらき（小３）・もののあたたまり方（小４） 

わたしたちの体と運動（小４）・電磁石の性質（小５） 

豆電球にあかりをつけよう（小３）・もののとけ方（小５） 

ふりこの動き（小５）・電気の性質とはたらき（小６） 

すがたをかえる水（小４・中３）・生物と地球の環境（小６） 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

理科実験室 

０ 

11 

17 

13 

７ 

12 

８ 

７ 

６ 

５ 
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概 要 

平成 25 年度は、それぞれのキャリアステージに

応じた研修や、喫緊となる様々な教育課題に応じ

た研修の充実を図ってきた。   

ここ数年は、新採用教員の大量配置及びベテラ

ンの退職に伴って顕著になっている教員のアン

バランスな年齢構成を鑑み、人材育成の視点を強

調した事業を展開してきた。 

横須賀市教員数の二極化した経験年数別グラフ

を提示して、若手育成が急務であることや、教育

問題に対して学校組織としての対応力が求めら

れていることを強調してきた。 

また、研修受講者が個人の資質向上のみならず、

学校マネジメントへの参画意識を高め、若手育成

に力を注いだり、協働して学校運営にあたったり

することにつながる研修を進めてきた。 

山積してきている複雑かつ高度化した教育課題

に対して、組織として対応することが学校現場に

求められているためである。 

さて、本年度の目標と方針については、次のと

おりである。 

１ 教師として求められる資質、授業力の向上を
図る。 
（１）基本研修において、経験年数に応じた資質
・能力及び指導力の向上を図る。 

（２）選択研修において、授業力向上、教育課題、
学校づくりなど系統的な研修講座を提供する。 

２ 学校組織の活性化と人材育成を図る。 
（１）各学校において組織的、計画的な人材育成
が図れるよう、学校づくり、コミュニケーショ
ン能力、集団づくりなど実践的な研修内容を充
実させ、校内研修との連動を図る。 

（２）各学校において協働性を生かした校内研修
・研究が推進されるよう訪問支援研修を行う。 

本年度、ポイントなる点について次に述べる。 

まず、１の「教師として求められる資質、授業

力の向上」についての例を挙げる。 

①各経験者研修において、教育公務員としての誠

実で公正な職務遂行能力の育成を図る研修を

実施した。「教師のためのハンドブック」を用

いて、公務員倫理やモラルの育成に努めた。 

②初任者研修グループ提案授業において、10 年経

験者研修受講者がファシリテーターとして協

議会の進行を務め、話し合いの充実を図った。

経験年数を超えて研修研鑽を重ねる機会が有

用な場となっている。 

③初任者研修においては、本年度から初任者配置

校への夏季休業前の学校訪問を新たに復活さ

せた。早い段階から初任者の動向を把握して指

導助言に生かしている。 

 また、新規指定研修として養護学校見学を実

施した。３日間の日程に分けて、初任者が養護

学校の授業参観と施設見学を行った。 

④教職 10 年、20 年経験者研修において、人材育

成の視点を強調した研修を実施し、校内におけ

る OJT の促進を図ってきた。 

⑤スキルアップ研修講座を土曜日にも実施して、 

若手教員のための授業づくり、学級集団づくり、 

理科教育等の研修を充実させた。 

⑥スクールコンプライアンスや体罰防止、災害時

の対応を考える研修講座を実施し、意識の向上

を図った。 

 また、２の「学校組織の活性化と人材育成」に
ついての例は、次のとおりである。 

①学校づくり研修講座の充実を図るとともに、人

材育成に関わる内容について多くの機会を通じ

て強調した。 

 総括教諭等学校運営推進者研修の選択講座枠も

拡充し、学校運営に関する内容を充実させた。 
 また、いじめ防止や体罰の禁止、教員のメン

タルヘルスなど、喫緊課題を扱った。 

②制度として定着が図れてきた「ペア」または「グ

ループ」による校内研修の実施については、校

内において授業を通して学び合う機会の充実に

つながっている。 

③コミュニケーション研修において、社会人とし

ての対応力、児童生徒理解、保護者対応などの

内容を充実させた。また、コーチング研修も本

年度から実施した。 

④「訪問支援研修」として、校内研究への教育研

究所指導主事の派遣により、協働性を生かした

校内研究・研修の充実を支援した。 
 手法としてワークショップ型授業研究協議会

の展開を支援している。授業研究の充実及び学

校職員の協働性向上に寄与している。 

以上のような取組によって、校外研修と校内研

修が連動し学校の組織力が向上すること、そして

一人ひとりの教員が人材育成の視点を持って OJT

を進めていくことを期待している。 

 

 
研修 
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指定研修 

経験年数に応じた研修 

 教職員のライフステージに沿って、教職経験に

応じた体系的な研修により、教育公務員としての

公正な職務遂行能力と資質、そして専門職として

の優れた指導技術の向上を図る研修である。 

ベテランの大量退職と若手の大量採用の問題に

対処すべく、教職 10 年、20 年経験者研修におい

て、人材育成の視点を強調した研修内容を実施し、

意識の向上を図った。 

◎初任者研修講座 

新採用の教員として求められる資質・能力の向

上を図るとともに、学習指導や学級経営に必要な

基礎的・基本的な知識や技能の習得を目指した研

修を行った。本年度も外部民間講師より社会人と

してのマナー研修を取り入れ、社会人としての教

師を意識した研修を実施した。本年度は５月に指

導主事が各学校を訪問し、市立養護学校における

特別支援教育研修を悉皆選択研修とした。受講者

は 85 名。（養護教諭２名を含む）研修日数と時間

は校外研修年間25日以上と校内研修年間210時間

以上を実施した。 

＜校外研修＞  （指定 16 日 選択９日） 

回  日 時 内 容 講 師 

1 ４月16日 

開講式 
教育長講話 

教職員の服務 

オリエンテーション 

横須賀市歌紹介 

 

教育長 

教職員課指導主事 

教育研究所指導主事

教育指導課指導主事

2 ５月14日 
人権教育 

道徳教育 
教育指導課指導主事

 

3 ６月４日 授業づくりの基本 
初任者指導アドバイザー

  野中 信行 

4 ７月２日 
特別支援教育 

授業実践報告会に向けて 

支援教育課指導主事

教育研究所指導主事

5 

6 
７月30日 

社会人としてのマナー 

授業実践報告会 
(株)TMC千葉 理恵子

教育研究所指導主事

７

８

９ 

10 

８月21日 
～22日 

IPC生産性

国際交流 

センター 

よこすかを知る 

コミュニケーション

能力を深める研修 

課題解決のために 

～グループ協議～ 

研究授業にむけて 

教育研究所指導主事

11 

10月22日 

10月29日 

11月５日 

校外授業研究Ⅰ 

グループ提案授業 

（中学校） 

教育研究所指導主事

 

 

12

11月12日

11月19日

11月26日

校外授業研究Ⅱ 

グループ提案授業 

（小学校） 

教育研究所指導主事

 

13 12月３日
児童・生徒指導 

特別活動 
支援教育課指導主事

教育指導課指導主事

14 １月14日 魅力ある授業づくり 

千葉大学 

准教授 佐瀬 一生

教育研究所指導主事

15 ２月18日
実践報告会 

閉講式 
教育研究所指導主事

教育研究所長 

16

５月７日

５月21日

５月28日

６月11日

６月25日

教育情報化 教育研究所指導主事

 

選択

研修

 異校種研修（２日） 勤務校以外の学校の教職員

 
 
 

校外課題研修（７日） 

特別支援教育研修 

(悉皆)1回 

小学校教諭は理科基礎

技術研修講座を1回受講 

外部講師 

市立養護学校教諭 

教育研究所指導主事

＜選択研修＞ ７日 

・市主催の選択研修等より選択とした。 

＜異校種研修＞ ２日 

・子どもの成長の段階を見通した上で、適切な指

導力を身に付け、教職員としての幅広い教育観

を形成するために実施した。 

＜校外授業研究＞ （敬称略） 

・初任者による提案授業と研究協議（教職 10 年経

験者が進行役を務める） 

◆10 月 22 日（火） 

近藤 瑞穂（公郷中） 工藤 圭介（浦賀中） 

◆10 月 29 日（火） 

高橋 岳人（田浦中） 佐藤 大樹（馬堀中） 

東宮 匠吾（衣笠中） 

◆11 月５日（火） 

村越 俊（北下浦中） 忍足 勇太（追浜中） 

◆11 月 12 日（火） 

荒井 絵梨香（浦賀小） 井出 千晶（諏訪小） 

◆11 月 19 日（火） 

高橋 あかり（岩戸小） 遠藤 達也（衣笠小） 

正 拓也（明浜小） 

◆11 月 26 日（火） 

榎本 達也（武山小） 鈴木 克哉（山崎小） 
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＜校内研修＞  年間 210 時間以上 

前年度より初任者研修における非常勤講師の任

用に関する通知の変更があり、校内研修の総時間

数が300時間以上から210時間以上に変更された。 

 研修時間の短縮を通して、研修内容の精選を図

るとともに、初任者の授業や部活動指導の教育活

動や校務処理等、内容の充実を図った。また、研

修報告書類を簡略化し準備・まとめの時間の効率

化を図った。 

拠点校指導教員方式においては、拠点校指導教

員が担当する研修を週６時間程度、年間 180 時間

以上、コーディネーターによる研修を週１時間程

度、年間 30 時間以上実施した。 

校内指導教員方式においては、校内指導教員に

よる研修、校内指導教員が割り振る研修を年間

210 時間以上実施した。 

◎教職１年経験者研修講座 

協働性を高めながら教師としての基礎的な資質

の向上を目指すとともに、教育公務員としての自覚

を深めるための研修を実施した。校外研修４回、校

内研修５回。受講者 76 名（養護教諭１名を含む）。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ５月10日 
オリエンテーション 

２年目の教師生活に

ついて考える 

教育研究所指導主事

 

2 ８月20日 
情報モラルについて 

授業づくりで大切に

したいこと 

NPO法人企業教育研究会

  小池 翔太  

教育研究所指導主事

3 ８月20日 

授業づくりで大切に

したいこと 

教職員の服務について 

横浜国立大学 

准教授 青山 浩之

教職員課指導主事 

4 12月27日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事

 
＜校内研修＞ 

５月～12月 
勤務校における授業研

究と研究協議５回 
校内でのペアまた

はグループ 

◎教職５年経験者研修講座 

 これまでの５年間を見つめ直し、自分の５年後

の姿をイメージした上で、ライフステージ設計を

実施。また、児童生徒理解に基づいた指導力の向

上を目指すための研修を実施した。校外研修４回、

校内研修５回。受講者 76 名（養護教諭１名を含

む）。 

 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1
５月８日

 

５年間を振り返って 

５年後の自分を思い

描いて 

教育研究所指導主事

2

 

８月23日

 
教職員の服務 

ICT機器の活用 

教育研究所指導主事

3 ８月23日 授業づくり 響の会 角田 明

4
12月27日

 

授業実践の交流と振

り返り 

教育研究所指導主事

＜校内研修＞ 

５月～12月 
勤務校における授業研

究と研究協議５回 
校内でのペアまたは

グループ 

教職 10 年経験者研修講座 

教職経験 10 年を経過した教員が対象。教育公務

員特例法第 24 条及び第 25 条の規定に基づき、個

々の適正を伸長し、教科指導、生徒指導等に関す

る指導力の向上を図るとともに、学年及び学校運

営における企画調整力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修 15 回、校内研修 12 回。受講者 30

名（養護教諭１名を含む）。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月24日

開講式 

「11年目の教員とし

て求められること」 

教育研究所長 

教育研究所指導主事

2 ７月29日
講義演習「ミドルリー

ダーとしての役割」 
教育研究所指導主事

3 ８月23日
教職員の服務について 

講義演習「人材育成」 
教育研究所指導主事

教育長 

4

 
８月23日

講義演習「ミドルリー

ダーとしての人材育成

と校内研究の活性化」 

教育研究所指導主事

早稲田大学 

教授 小林 宏己 

5 12月26日
講義演習「社会体験研

修実践報告交流会」 
教育研究所指導主事

6 12月26日

講義演習「実践の交流

と振り返り」 

閉講式 

教育研究所指導主事

7
 10月～ 

 11月

初任者提案授業と研

究協議の進行・助言 

教育研究所指導主事

選択研修は、受講者の研修テーマに応じて３日

選択した。免許更新講習受講者は３名おり、更新

講習で受講した講座は選択研修に振り替えること

ができることになっている。 

 社会体験研修は、外部機関における業務の体験

を通して、教員としての資質向上を目指すため、

主に市内の事業所等で実施した。日数は、事前訪
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問１日、体験研修２日（５回）の計３日（５回）。 

 体験研修先は以下のとおりである。 

市立児童図書館、中央消防署、長井海の手公園

ソレイユの丘、市立中央・北図書館、市公園管理

課光の丘水辺公園、市立北下浦老人デイサービス

センター、健康増進センター「すこやかん」、横

須賀美術館、川崎市経済労働局公営事業部、さか

くら総本家、セブンイレブン佐原５丁目店、神奈

川県立保健福祉大学、三浦花園、湘南信用金庫、

丸清製麺所、特別養護老人ホーム シャローム、

岩田書院、平坂書房モアーズ店、田浦高齢者デイ

サービスセンター、海上自衛隊第２術科学校、大

師鉄工所、学童保育クラブ、株式会社アンファイ

ン、有限会社金光 

＜校内研修＞ 

４月～２月 
 

「授業に関する研修」 
「児童生徒指導に関す

る研修」 

「学年・学校運営におけ

る研修」 

12日間（12回） 

各校指導担当 

教育研究所指導主事

校内でのペアまた

はグループを構成

し、研修を行う。 

◎ 教職 20 年経験者研修講座 

学校運営・学校経営に関する知識や技能を習得

するとともに、学校業務全般に関して中心的な役

割を果たす資質能力を身に付ける研修を実施し

た。校外研修４回、校内研修５回。受講者 11 名。 

＜校外研修＞ 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ５月８日 

教職20年経験者の責

任と役割 

キャリアの振り返り 

１年間の目標設定 

教育研究所指導主事

 

2 ８月23日 
教職員の服務について 

情報モラル教育について 

教育研究所指導主事

NPO法人企業教育研究会 

  小池 翔太 

3 ８月23日 
校内授業研究を推進

する方法や人材育成

について考える 

横浜国立大学 

講師 三浦 修一 

4 12月26日 実践の交流と振り返り 教育研究所指導主事

＜校内研修＞ 

５月～12月 
勤務校における授業研

究と研究協議５回 
校内でのペアまた

はグループ 

 

 

◎養護教諭２・15・25 年経験者研修講座 

本研修は、神奈川県における教員のライフステ

ージに即した研修体系を踏まえて実施しており、

神奈川県立総合教育センターとの協定に基づき、

県が実施する研修を選択しながら実施する形と

している。また、研修効果を高めると共に、市内

における養護教諭の交流を図ることをねらい、一

部合同開催としている。 

第１回目は、経験年数の異なる養護教諭を一堂

に集め、それぞれが現時点で抱える課題について

話し合いをもたせ、経験年数に応じて求められる

役割について意識させた。 

また、それぞれの研修回数の中には、校内研修

の実施及び研究協議等を行う５回を含み、校内に

おける OJT の促進を図る研修を構築した。 

研修回数及び研修の概要は次の通り 

【２年経験者研修】９回 

第１回  資質向上 

 15 年、25 年経験者研修と合同開催 

第２～３回 専門力向上・課題解決力向上 

 県立総合教育センター実施 

第４回  選択研修 

第５～９回 校内研修の実施及び研究協議等 

【15 年経験者】11 回 

第１回  資質向上 

 ２年、25 年経験者研修と合同開催 

第２回  専門力向上・課題解決力向上 

  県立総合教育センター実施 

第３～６回 選択研修 

第７～11 回 校内研修の実施及び研究協議等 

【25 年経験者】10 回 

第１回  資質向上 

 ２年、15 年経験者研修と合同開催 

第２～３回 総合①② 

 県立総合教育センター実施 

第４～５回 選択研修 

第６～10 回 校内研修の実施及び研究協議等 
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職務等に応じた研修 

 

◎管理職研修講座（指定） 

 

学校経営に関することや、今日的な教育課題に

ついての理解を深め、円滑な学校経営に必要な資

質の向上を図るために研修を実施した。 

本年度は特に東日本大震災の教訓から安心安

全な学校づくりと自分の命を守る子どもたちに

防災意識をどう教えていくか、学校組織としての

防災教育について研修を実施した。 

 

■校長・園長研修講座（対象者 74 名） 

７月３日（水）13：30～15：00 

   講 義「命を守る主体的姿勢を育む防災教育」 

   講 師 片田 敏孝 

 （群馬大学理工学研究院 教授 

群馬大学広域首都圏防災研究センター長） 

                

■副校長・教頭研修講座（対象者 75 名） 

 ７月３日(水）９：30～11：30 

   講 義「命を守る主体的姿勢を育む防災教育」 

  講 師 片田 敏孝 

 （群馬大学理工学研究院 教授 

群馬大学広域首都圏防災研究センター長） 

 

◎総括教諭等学校運営推進者研修講座 

学校を組織的･機能的に運営するためにグルー

プリーダーとして必要な資質・力量の向上を図る

ことを目的としている。 

本年度は、各校の総括教諭等が学校づくり研修

講座、防災教育研修講座、ICT 活用実践研修講座

の 12 講座より２講座を選択して受講した。 

（受講対象人数 310 名） 

 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ７月25日 
子どもが元気、授業が

元気な学校 

上智大学 

教授 奈須 正裕

2 ７月25日 
判例から学ぶスクー

ルコンプライアンス 

日本女子大学 

教授 坂田 仰 

3 ７月31日 
教師ほどすてきな仕

事はない 

鳴門教育大学 

教授 阪根 健二

4 ７月31日 
いじめのない学校を

つくる 

鳴門教育大学 

教授 阪根 健二

5 ８月５日
豊かなコミュニケー

ションのある学校 

人材育成コンサルタント

 三好 良子 

6 ８月８日
法令に基づく安心安

全な学校とは 

淑徳大学 

准教授 黒川 雅子

7 ８月８日

危機管理意識をもっ

たこれからの学校づ

くり 

淑徳大学 

准教授 黒川 雅子

岩戸中学校 

校長 阿部 純一

走水小学校 

校長 菅井 光一

8 ８月12日

元気な教師のメンタ

ルヘルス 

東京ﾒﾝﾀﾙEAP 

カウンセラー 

 齋藤 正志 

9 ８月12日
災害時に学校はどう

対応するか 

千葉大学 

教授 天笠 茂 

10 ７月30日

ICT活用実践研修講座 

教育のための情報化

の推進 

横浜国立大学 

教授 野中 陽一

11 ７月30日
ICT活用実践研修講座 

教室でICTを活用しよう 
教育研究所指導主事

12 ８月５日

防災教育研修講座 

～東日本大震災から 

  考える地域防災～ 

石巻交流センター

特任センター長 

  畠山 卓也 

 

◎初任者研修拠点校指導教員研修講座 

 年間を通して初任者の指導を専門に担当する

拠点校指導教員を対象に、初任者指導の現状とそ

の対応を協議し、指導教員自身の指導方法を高め

る研修を実施した。また、初任者のグループ代表

提案授業に参加し研究協議の中で助言を行った。 

 研修日数は５日。受講者は 26 名。第３回は初

任者研修校内指導教員研修と合同で実施した。 

第１回 ４月３日（水）15:00～16:45 

平成 25 年度 初任者研修について 

拠点校指導教員の実務と役割 

第２回 ５月 21 日（火）15:00～16:45 

研究協議「初任者研修の現状とその対応」 

第３回 ７月 25 日（木）13：30～16：30 

    校内指導教員研修と合同開催 

講義・演習「初任者の現状と指導の在り方」 

講師 野中 信行 

（初任者指導アドバイザー） 

第４回 10 月 22 日、10 月 29 日、11 月５日、 

11 月 12 日、11 月 19 日、11 月 26 日 

の中から１回を選択し、初任者のグループ

代表提案授業を参観し、研究協議に参加し

た。 

第５回 ２月 25 日（火）15：00～16：45 

初任者研修の成果と課題 
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◎初任者研修校内指導教員研修講座 

初任者指導の担当である校内指導教員の職務

について理解を深め、初任者研修の効果を高める

ための研修講座である。本年度は初任者の授業づ

くりや指導の在り方についての研修を実施した。 

 研修日数は２日。受講者は 16 名。第２回は初

任者研修拠点校指導教員研修と合同で実施した。 

第１回 ４月３日（火）15:00～16:45 

平成 25 年度 初任者研修について 

校内指導教員の実務と役割 

第２回 ７月 25 日（木）13：30～16：30 

    校内指導教員研修と合同開催 

講義・演習「初任者の現状と指導の在り方」 

講師 野中 信行 

（初任者指導アドバイザー） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択研修 

◎コミュニケーション研修講座 

本講座は子どもと教師、教師と保護者とのコ

ミュニケーションを円滑にするための技術と理

論を身に付けることをねらいとした。 

社会全体において、コミュニケーション能力

の重要性が指摘されている中で、子ども・保護

者の姿は多様化しており、従来の「教師と子ど

も」、「教師と保護者」の関係性ばかりにたよ

る指導は困難な状況にある。さらに、このよう

な状況の中では、子どもとのコミュニケーショ

ンや、保護者対応を起因としたトラブルに教師

が長時間にわたり関わることも多く、このこと

を起因として心身に不調をきたす教員の数も全

国的に増加している。 

これらのことに対応するには、社会人として

さらなる資質の向上とこれまで以上に、子ども

・保護者の内面を理解し、それぞれに合ったコ

ミュニケーションスキルやコーチング理論に基

づき教育を実践していかなければならないと考

え本講座を開講した。 

回 日 時 内  容 講 師 

1 ７月26日
コミュニケーション

向上講座１ 

(株)TMC 

専務取締役千葉 理恵子

2 ７月26日
コミュニケーション

向上講座２ 

(株)TMC 

専務取締役千葉 理恵子

3 ８月６日

教師のためのコミュニ

ケーションスキル１ 

～児童生徒への対応～ 

東海大学 

教授 芳川 玲子 

4 ８月９日

教師のためのコミュニ

ケーションスキル２ 

 ～保護者への対応～ 

東京医療学院大学 

准教授 中島 香澄 

5 ８月19日
教師のための 

コーチング講座 

ハーモニア代表 

 中村 真理 

6 ８月19日
教師のための 

コーチング講座 

ハーモニア代表 

 中村 真理 

◎教育課題研修講座 

今日的な教育課題に関する理解を深め、教員と

しての資質や指導力の向上を図ることを目的と

して、実践的な研修を本年度新規に実施した。 

第１回 ７月 25 日（木）９:30～12:00 

   講義「スクールコンプライアンス」 

   講師 坂田 仰（日本女子大学教授） 
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第２回 ７月 29 日（月）９:30～12:00 

    講義「子どもが主体的に学ぶには」 

   講師 鈴木 敏恵 (未来教育ビジョン) 

第３回 ８月５日（月）13:30～16:00 

   講義「ストレスマネジメント」 

   講師 三好 良子 

(人材育成コンサルタント) 

第４回 ８月９日（金）13:30～16:00 

     講義「よりよい学級経営のために 

～ソーシャルスキルトレーニングを通して～」 

      講師 岡田 佳子（芝浦工業大学准教授） 

第５回 ８月 12 日（月）９:30～12:00 

   講義「保護者とどう向き合うか」 

   講師 嶋崎 政男（神田外語大学教授） 

第６回 ８月 19 日（月）９:30～12:00 

   講義「子どものコミュニケーション力を 

どう育てるか① ～基本編～」 

   講師 犬塚 文雄（横浜国立大学教授） 

第７回 ８月 19 日（月）13:30～16:00 

   講義「子どものコミュニケーション力を 

どう育てるか② ～応用編～」 

   講師 犬塚 文雄（横浜国立大学教授） 

 

◎学校づくり研修講座 

 様々な教育課題に対して、学校としての組織的

な対応が求められている。教育問題に関する理解

を深め、学校組織力を高めるための研修を実施し

た。 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ７月25日 
子どもが元気、授業が

元気な学校 

上智大学 

教授 奈須 正裕 

2 ７月25日 
判例から学ぶスクール

コンプライアンス 

日本女子大学 

教授 坂田 仰 

3 ７月31日 
教師ほどすてきな仕

事はない 

鳴門教育大学 

教授 阪根 健二 

4 ７月31日 
いじめのない学校を

つくる 

鳴門教育大学 

教授 阪根 健二 

5 ８月５日 
豊かなコミュニケーシ

ョンのある学校 

人材育成コンサルタント

 三好 良子 

6 ８月８日 
法令に基づく安心安

全な学校とは 

淑徳大学 

准教授 黒川 雅子

7 ８月８日 

危機管理意識をもっ

たこれからの学校づ

くり 

淑徳大学 

准教授 黒川 雅子 

岩戸中学校 

校長 阿部 純一 

走水小学校 

校長 菅井 光一 

8 ８月12日

元気な教師のメンタ

ルヘルス 

東京ﾒﾝﾀﾙEAP 

カウンセラー 

 齋藤 正志 

9 ８月12日
災害時に学校はどう

対応するか 

千葉大学 

教授 天笠 茂 

  

◎スキルアップ研修講座 

授業づくりの基本的な知識及び技能に関する

実践的な研修講座。教員としての資質や指導力の

向上を図る目的として、平成 23 年度から新たに

開講し、昨年度は土曜講座としても拡充を図っ

た。 

回 日 時 内 容 講 師 

1 ４月 27日 学び合う学級集団づくり 教育研究所指導主事 

2 ５月 18日
子どもとともに創る授

業    ～算数～ 

杉並区立高井戸第三小学校

教諭 吉田 映子

3 ６月８日
子どもが目を輝かす授

業づくり ～国語～ 

筑波大学附属小学校 

教諭 二瓶 弘行

4 ６月 22日
子どもが主体的に考え

る授業づくり～道徳～ 

筑波大学附属小学校 

教諭 加藤 宣行

5 ７月６日
集団づくり 

～学校掃除セミナー（AM）～ 

株式会社ダスキン

研究所員 

6 ７月６日
集団づくり 

～学校掃除セミナー（PM）～ 

株式会社ダスキン

研究所員 

7 ８月６日 豊かな言語活動 
十文字学園女子大学 

教授 松木 正子

8 12 月７日
子どもが目を輝かす

理科実験の指導 
教育研究所指導主事 

9 １月 18日 高め合う学級集団づくり 教育研究所指導主事 

 



 平成25年度 夏季休業期間中実施 研修講座

研修名 講座 題名 所属 講師名 実施日 時間 場所 参加者

国語科研修講座 1 今、求められる力を育成する国語科の授業 千葉大学 寺井　正憲 8月07日(水) 09:30 ヴェルクよこすか 89
社会科研修講座 1 楽しい社会科の授業づくり 横浜国立大学 重松　克也 8月06日(火) 13:30 ヴェルクよこすか 70
算数科/数学科研修講座 1 算数的活動・数学的活動の充実と 山梨大学 中村　享史 8月09日(金) 09:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 84
理科研修講座 1 全国学力学習状況調査から見える課題 国立教育政策研究所 塚田　昭一 8月07日(水) 09:30 教育研究所 30
音楽科研修講座 1 鑑賞指導の指導方法について 川越市立仙波小学校 粟飯原　喜男 7月31日(水) 09:30 横須賀総合高校 143
図画工作科/美術科研修講座 1 対話による美術鑑賞の在り方 帝京科学大学 上野　行一 8月07日(水) 13:30 教育研究所 41

1 おなまえワッペンを作ろう （株）文溪堂　ｸﾛｯｻﾑ スタッフ 8月05日(月) 13:30 教育研究所 42
2 工夫し創造する能力を育む授業 厚木市立荻野中学校 尾崎　誠 8月09日(金) 13:30 不入斗中学校 10

生活科研修講座 1 実践から考える生活科の授業づくり 慶応義塾大学 鹿毛　雅治 7月25日(木) 09:30 教育研究所 39
1 心を育てる英語授業のアプローチ 関西外国語大学 中嶋　洋一 7月29日(月) 09:30 40
2 プロジェクト型活動の実際 東京外国語大学 高島　英幸 8月05日(月) 13:30 26

3① 7月25日(木) 09:00 8
3② 7月26日(金) 09:00 20
3③ 7月29日(月) 09:00 26
4① 7月25日(木) 13:30 13
4② 7月26日(金) 13:30 13
4③ 7月29日(月) 13:30 16
5 自然観察会～海の生き物～ 自然・人文博物館 萩原　清司 8月06日(火) 09:30 天神島臨海自然教育園 19
6 身近な自然の教材化１ 五感教育研究所 髙橋　良寿 8月07日(水) 13:30 教育研究所 22
1

メダカとミツバチの行動に関わる遺伝子の解
析

東京大学大学院 竹内　秀明 7月31日(水) 13:30 教育研究所 44
2 津波被害と減災 港湾空港技術研究所 本田　和彦 8月12日(月) 13:30 港湾空港技術研究所 37

1① 09:30 28
1② 13:30 26
2① 09:30 24
2② 13:30 26
3 楽しい物理実験１ 09:30 17
4 楽しい物理実験２ 13:30 8
1 09:00 61
2 13:30 48
3 09:00 53
4 13:30 69
5 7月29日(月) 09:00 25
6 7月30日(火) 09:00 20
7 小学校体育科夏季研修 8月06日(火) 09:00 44
8 09:00 17
9 14:00 20

総合的な学習の時間研修講座 1 実践から考える総合的な学習の時間の授業 帝京大学教職大学院 矢野　英明 8月07日(水) 13:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 31
特別活動研修講座 1 よりよい人間関係を築く学級活動の在り方 横浜市立折本小学校 教諭 7月30日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 68
道徳研修講座 1 心に響く道徳教育となるために 兵庫教育大学大学院 谷田　増幸 8月06日(火) 13:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 51
外国語活動研修講座 2 児童が主体的に取り組む授業の展開② 東京外国語大学 高島　英幸 8月05日(月) 09:30 教育研究所 21

2 発達障害の理解と対応 国立特別支援教育総合研究所 笹森　洋樹 7月26日(金) 09:30 190
3 外国につながりのある児童・生徒への支援 大阪大学大学院 近田　由紀子 8月05日(月) 13:30 25
4 コーディネーター概論Ⅰ 支援教育課 井上　達雄 09:30 33
5 コーディネーター概論Ⅱ 療育相談センター 惠良　美津子 13:30 33
6 教師の元気アップ講座 明治大学 諸富　祥彦 8月22日(木) 13:30 横須賀総合高校 93

スキルアップ研修講座 7 豊かな言語活動 十文字学園女子大学 松木　正子 8月06日(火) 09:30 ヴェルクよこすか 74
1 コミュニケーション力向上講座１ 09:30 25
2 コミュニケーション力向上講座２ 13:30 24
3 教師のためのコミュニケーションスキル１ 東海大学 芳川　玲子 8月06日(火) 09:30 教育研究所 36
4 教師のためのコミュニケーションスキル２ 東京医療学院大学 中島　香澄 8月09日(金) 09:30 35

5① 09:30 18
5② 13:30 19
1 スクールコンプライアンス 日本女子大学 坂田　仰 7月25日(木) 09:30 13
2 思考力・判断力・表現力が身につく学び 未来教育ビジョン 鈴木　敏恵 7月29日(月) 09:30 32
3 ストレスマネジメント 人材育成ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 三好　良子 8月05日(月) 13:30 46
4 よりよい学級経営のために 芝浦工業大学 岡田　佳子 8月09日(金) 13:30 35
5 保護者とどう向き合うか 神田外語大学 嶋崎　政男 8月12日(月) 09:30 47
6 子どものコミュニケーション力をどう育てるか① 09:30 85
7 子どものコミュニケーション力をどう育てるか② 13:30 31
1 命の授業 元中学校体育科教師 腰塚　勇人 7月29日(月) 13:30 196
2 「能」　中世の伝統を伝える 鎌倉能楽堂 中森　貫太 7月30日(火) 13:30 173
3 「教育実践者の原点」 植草学園大学 野口　芳宏 7月31日(水) 13:30 76

幼児教育研修講座 1 幼児の健やかな成長にふさわしい生活習慣 県立保健福祉大学 鈴木　志保子 7月29日(月) 09:30 横須賀総合高校 71
1 接続期カリキュラムの実際 上越教育大学大学院 木村　吉彦 8月06日(火) 13:30 教育研究所 44

2① こども育成部保育課 飯嶋　恵美子 8月09日(金) 09:30 市立鴨居保育園 12
2② 追浜保育園 安島　惠美子 8月20日(火) 09:30 市立追浜保育園 13

読書指導研修講座 1 学校図書館から教育を変える 大和市教育委員会 藤田　利江 7月25日(木) 13:30 教育研究所 22
1 子どもが元気、授業が元気な学校 上智大学 奈須　正裕 09:30 33
2 判例から学ぶスクールコンプライアンス 日本女子大学 坂田　仰 13:30 17
3 教師ほどすてきな仕事はない 09:30 29
4 いじめのない学校をつくる 13:30 24
5 豊かなコミュニケーションのある学校 人材育成コンサルタント 三好　良子 8月05日(月) 09:30 24
6 法令に基づく安心安全な学校とは 淑徳大学 黒川　雅子 09:30 19
7 危機管理意識をもった学校づくり 淑徳大学  黒川　雅子※ 13:30 15
8 元気な教師のメンタルヘルス 東京ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽEAP 齋藤　正志 09:30 28
9 災害時に学校はどう対応するか 千葉大学 天笠　茂 13:30 37
1 わいわいレコーダーを活用しよう 教育研究所 担当 7月26日(金) 13:30 明浜小学校 24
2 教育の情報化の推進 横浜国立大学 野中　陽一 09:30 12
3 教室でＩＣＴを活用しよう 13:30 25
4 8月19日(月) 13:30 8
5 09:30 8
6 13:30 9
1 学校や児童生徒の安全と危機管理 東京学芸大学 渡邊　正樹 7月24日(水) 14:45 40
2 子どもたちへ食育を伝えるために必要な知識 今井愛食生活事務所 今井　愛 7月25日(木) 13:30 75
3 乱用される薬物と身体への影響 横浜市立大学付属病院 青山　久美 7月26日(金) 13:30 50
4 食物アレルギーの正しい知識と対応法 神奈川病院 渡辺　博子 8月09日(金) 14:00 市役所 93
1 応急手当Ⅰ 7月29日(月) 09:00 21
2 応急手当Ⅱ 7月30日(火) 09:00 21
3 応急手当Ⅲ 7月31日(水) 09:00 21

防災教育研修講座 1 東日本大震災から考える地域防災 石巻交流センター 畠山　卓也 8月05日(月) 13:30 生涯学習ｾﾝﾀｰ 48
1 発達障害のある子どもの行動問題への支援 横浜国立大学 渡部　匡隆 8月05日(月) 13:30 3
2 いじめ不登校への対応 横浜国立大学 犬塚　文雄 8月12日(月) 13:30 4
3 東京ﾃﾞｨｽﾞﾆｰﾘｿﾞｰﾄRを支える『ホスピタリティ』 (株)オリエンタルランド 松本　浩一 8月16日(金) 13:30 教育研究所 53
4 授業デザイン 横浜国立大学 有元　典文 8月23日(金) 13:30 横浜国立大学 4

横浜国立大学連携
研修講座

横浜国立大学

   学校教育の指導の方針・重点及び研修計画に基づき、一般的教育課題、各教科等に関する内容並びに実技等に関する研修を通して、 教職員の指導
力の向上を図ることを目的としている。講座は｢夏季大学｣と｢選択研修｣として94講座実施した。延べ参加人数3,735人。

教育研究所8月20日(火)

学校保健研修講座
ヴェルクよこすか

応急手当普及員研修講座 市消防局 救急隊員 消防局庁舎

教育研究所

ヴェルクよこすか
8月08日(木)

8月12日(月)

ICT活用実践研修講座
7月30日(火) 生涯学習ｾﾝﾀｰ

教育研究所 担当
教科指導におけるＩＣＴ活用

夏季大学 横須賀総合高校

就学前教育と小学校教育の
連携研修講座 幼児の育ちを学ぼう

学校づくり研修講座

7月25日(木) ヴェルクよこすか

鳴門教育大学 阪根　健二 7月31日(水)

教育課題研修講座
ヴェルクよこすか

横浜国立大学 犬塚　文雄 8月19日(月) 教育研究所

コミュニケーション
研修講座

（株）ＴＭＣ 千葉　理恵子 7月26日(金)
久里浜

ｺﾐｭﾆﾃｨｰセン

ヴェルクよこすか
教師のためのコーチング講座

Harmonie
(ハーモニア)

中村　真理 8月19日(月)

保健体育科講座 市内中学校 8月19日(月)

支援教育研修講座
ヴェルクよこすか

8月20日(火)

体育科/保健体育科
研修講座

小学校体育科夏季研修

市内小学校
担当

7月25日(木)
横須賀アリーナ

7月26日(金)

水泳指導法講習会 市内小学校

横須賀アリーナ

教育研究所なるほど実験教室 ケニス スタッフ 8月08日(木)

横浜国立大学 平島　由美子 8月09日(金)

8月05日(月)

科学教養研修講座

小学校・中学校理科教材
研究講座

おもしろ実験ゼミナール ナリカ スタッフ

家庭科/技術・家庭科
研修講座

外国語科研修講座 教育研究所

理科基礎技術研修講座

はじめての理科実験ホップ

教育研究所 担当 教育研究所

はじめての理科実験ステップ
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◎訪問支援研修 

 教育研究所指導主事が学校を訪問し、初任者の

授業づくりを支援する「初任者サポート研修」と、

校内研究を支援する「校内研修ファシリテート」

を実施した。 

 「初任者サポート研修」では、本年度希望のあ

った対象校１校に対し、授業参観及び指導、教材

研究、授業に関する指導を行った。 

「校内研修ファシリテート」では、校内研究協

議の充実を図るために、教育研究所指導主事が、

授業内容だけではなく主体的、創造的な研究協議

の持ち方について指導したり、研究協議会の進行

を務めたりした。中学校３校、小学校６校の校内

研究に関わり、延べ 40 回学校を訪問した。 

※ファシリテート：促進するという意味をもち、

校内研究協議において発言や参加を促すこと

や、話の流れを整理したり、参加者の認識の一

致を確認したりする行為で介入し、合意形成や

相互理解をサポートする。 

◎ よこすか教師塾 

横須賀市立学校で教師になるという強い志と

情熱をもった人材に本市が目指す教師像、教育理

念、実践的指導力を伝授し、教職に対する強い使

命感をもつ教師を育成することを目的として開

講している。その対象に合わせて、２つの講座を

開設した。「よこすか教師未来塾」は大学４年生、

大学院生、短期大学２年生と社会人を対象に 23

名で編成した。また、「よこすか教師希望塾」は

現在、臨時的任用職員または非常勤講師として勤

務している者を対象として 27 名で編成した。原

則毎月 1 回、全 15 回の開催となった。金曜日の

17:30～19:30 までの２時間の講義・演習の中で、

授業づくりや学級づくり、子ども理解や指導、地

域教材の活用等、実践的な講座を展開した。現職

教員の実践例や経験の豊かな非常勤講師、指導主

事等による講義、演習を通して、即戦力となる人

材の育成を行った。本年度は、12 月と２月に希望

校種別の内容を立ち上げた。 

〔よこすか教師塾担当〕  
非常勤講師  相場俊広 小谷孝夫 平野邦好 

第１回 ５月 17 日（金）両塾合同 
「入塾式」 
「自分の考えを相手に伝える教育論文の書き方Ⅰ」 
 講師：小谷孝夫（非常勤講師） 

第２回 ５月 31 日（金）両塾合同 
   「教師という職業を選んで」 

 講師： 相場俊広 平野邦好（非常勤講師） 

「自分の考えを相手に伝える教育論文の書き方Ⅱ」 

 講師：小谷孝夫（非常勤講師） 

第３回 ６月７日（金）両塾合同 
   「教師を目指すための取組」 

講師： 鈴木克哉（山崎小） 
 村越 俊（北下浦中） 

「自分の考えを相手に伝える教育論文の書き方Ⅲ」 
    講師： 小谷孝夫（非常勤講師） 

第４回 ６月 21 日（金）両塾合同    
「子どもを惹きつける教材提示や指導技術とは」 

講師： 遠藤芽以子（神明小） 
 工藤圭介（浦賀中） 

第５回 ７月５日（金）両塾合同 
「教育の今日的な課題について」 
講師： 井上 泉（支援教育課主査指導主事） 

 橘 恒仁（津久井小） 

第６回 ７月 18 日（木）両塾合同 
「授業づくりⅠ」 

講師： 高橋ちほり（浦郷小） 

第７回 ８月２日（金）両塾合同 
「児童生徒を理解するために」 

講師： 宮田丈乃（長井保育園長） 

「特別支援教育について」 
講師： 小谷亜弓（市立養護学校教頭） 

第８回 ９月６日（金）20 日（金） 
「授業づくりⅡ」 

講師： 原口尚延（総務課指導主事） 
    高橋直樹（教育研究所指導主事） 

第９回 10 月４日（金）、18 日（金） 
「授業づくりⅢ」 

講師： 相場俊広（非常勤講師） 

第 10 回 11 月１日（金）、15 日（金） 
「人として教師として」 

講師： 八矢信宏（教職員課指導主事） 

   「授業づくりⅣ」 
    講師： 増田喜明（教育研究所主査指導主事） 

    重田 太（教育研究所指導主事） 

第 11 回 12 月６日（金）、13 日（金） 
「学級担任としてⅠ」 
 講師： 後藤博宣（長期研修員） 
     松本美紀（教育研究所指導主事） 

第 12 回 １月 10 日（金）両塾合同 
「学級担任としてⅡ」 

講師： 前島 光（スポーツ課主査指導主事） 
   増田喜明（教育研究所主査指導主事） 

第 13 回 １月 17 日（金）両塾合同 
   「横須賀の教育の特色」 
    講師： 菊池由美子・久岡美佳 

（外国語活動アドバイザー）  
 相場俊広（非常勤講師） 

第 14 回 ２月７日（金）、2 月 21 日（金） 
   「学級担任としてⅢ」 
    講師： 髙橋謙友（大矢部中） 
        平井 絢（北下浦小） 

第 15 回 ３月 14 日（金）両塾合同「卒塾式」 



- 26 - 

教育の情報化 

 

 

 

 

教育の情報化概要 

 「情報教育」「教科指導における ICT 活用」及

び「校務の情報化」の一層の推進・充実のために、

各種の取組を行った。 

（１）各種 ICT 機器を児童生徒・教職員が有効に

活用できるよう、より実践的な内容をテーマとし

た各種研修を実施した。 

（２）横須賀市教育情報センターHP の表示を改め

るとともに、ICT 活用事例集の活用を促進するた

め掲載事例一覧を作成した。 

（３）平成 23 年度に導入した校務支援システムの

理解、普及をより浸透させるべく、システムを使

っての成績データの入力や通信簿、指導要録など

の帳票出力について、各学校への訪問研修や教育

研究所内での集合研修を実施した。なお、校務用

PC については、平成 22 年度までに教職員一人１

台の整備を完了している。 

（４）情報化推進にあたり不可欠となる情報セキ

ュリティに対する意識の醸成については、５、10、

２月を「セキュリティ月間」とし、情報の取り扱

いに関するルールの周知と啓発を行った。 

（５）平成 24、25 年度の２年度でもって資産管理

システムを校務用 PC、普通教室用 PC（中・養護・

ろう）に導入、設定されているソフトウェアの最

新情報を自動配信する環境を整えた。平成 26 年度

は普通教室 PC（小）に導入する。 

（６）各学校に教育情報化支援員を派遣した教育

情報化支援員事業（民間委託）は平成 25 年度をも

って終了した。 

１ 研修事業 

研修成果の向上をめざし、開催目的や対象者を

明確にして取り組んだ。本年度は小学校後期校（１

部会～４部会所属小学校及び大塚台小学校）23 校

において、PC 教室の機器更改が行われた。本更改

に伴い、新規に導入したソフトウェアとハードウ

ェアの操作研修を実施した。 

ICT 活用に関する研修には、延べ 395 名（平成

26 年１月現在）が参加した。 

(１)ICT 活用実践研修講座［参加者数：155 名］ 

 情報教育上必要な基礎的・基本的知識及び技能

に関する具体的内容を取り上げ、技術力の向上と

ともに教育の情報化を推進するために、６回の研

修を実施した。 

 ①わいわいレコーダーを活用しよう［26 名］ 

  ・小学校 PC 教室に新規に導入されたソフトウ

ェアの基本的な使い方に関する研修。 

 ②教育の情報化の推進［45 名］ 

  ・横浜国立大学野中陽一教授を講師とした教

科指導における ICT 活用に対する理解を

深める研修。 

 ③教室で ICT を活用しよう［50 名］ 

  ・実物投影機やプロジェクタなどの ICT 機

器の基本的な操作方法及び、授業におけ

る効果的な ICT 活用に関する研修。 

 ④教科指導における ICT 活用（英語科）［12 名］ 

 ⑤教科指導における ICT 活用（体育科） ［９名］ 

 ⑥教科指導における ICT 活用（図工美術科） 

                   ［13 名］ 

  ・教科指導における ICT 活用の具体的な方

法や場面について、各教科の具体的な事

例をもとにした研修。 

(２)初任者対象研修［参加者数：83 名］ 

市内及び校内ネットワークの理解とともに、ICT

を活用した授業について研修を実施した。 

(３)１年経験者対象研修 ［参加者数：71 名］ 

５年経験者対象研修 ［参加者数：76 名］ 

20 年経験者対象研修 ［参加者数：10 名］ 

教職 1 年及び 20 年経験者研修においては、携帯

電話やスマートホンの利用に関する指導方法につ

いて研修を実施した。また、教職５年経験者研修

においては、教科指導における ICT 活用について

研修を行った。 
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(４)小学校 PC 教室機器更改にともなう操作研修 

 PC 教室における学習活動を充実させることが

できるよう、小学校 23 校において実施した。新規

に導入したハードウェアやソフトウェアの操作方

法を中心とした研修を行った。 

(５)情報教育研究会との関わり 

情報教育研究会主催で「情報の主体的な活用を

めざした学習活動」をテーマとした ICT 機器の活

用に関する学習会が開催された。 

 今後も、児童生徒・教職員が ICT 機器やコンピ

ュータネットワークを安全かつ有効に活用する

ように周知していく必要がある。 

２ 校務の情報化推進事業 

 情報セキュリティ保持のため、例年通りセキュ

リティ月間を３回設定した。本年度は、各学校を

訪問するセキュリティヒアリングは行わず、文書

による喚起を行った。特に、セルフチェックシー

トの配布、私用の電子メールや SNS 利用の際の校

務にかかわる内容を記載しない旨の注意喚起を行

った。USB メモリを介したウィルスアラート事案

についてはほぼ半数が所属外の者による発生とな

っており、今後の課題に位置付けている。 

校務支援システムによる校務の省力化、ICT の

活用、情報教育、学校からの情報発信の手段検討

など、横須賀の学校における情報化の推進に関す

る検討組織として、学校情報化推進部会を設置し、

それぞれについて検討を進めてきた。また、ここ

での意見要望をもとに各部署と連携を取りながら

施策を展開した。 

 第１分科会（名簿管理・ｸﾞﾙｰﾌﾟｳｪｱについて） 

 第２分科会（成績管理について） 

 第３分科会（保健機能について） 

 第５分科会（ICT 活用、情報教育推進について） 

※第４分科会（学校の各種文書の管理について）は未開催 

 横須賀の校務の情報化を進め、教職員が子ども

と向き合う時間を作り出すための環境整備に伴う

取組の一つとして、教職員向けの集合研修・訪問

研修を実施した。これにより運用上必要な伝達事

項の徹底と、スムーズな活用につなげることがで

きた。開設した研修は次のとおりである。 

【集合悉皆】 

 ・新教頭研修   （４/16） 

 ・調査書作成研修  （10/16） 

 ・管理職(教頭)対象（２/24～28） 

 ・教務等対象研修 （２/18～３/５ ８日間） 

【集合選択】 

 ・新教務担当研修（５/10） 

 ・通信簿作成研修（７/３～19 ６日間） 

 ・通信簿作成個人研修（８/６～９） 

【訪問研修】 

 ・各種校内研修    （随時） 

 ・指導要録作成研修（１/８～３/６ 33 日間） 

３ 横須賀市教育情報センター事業 

（１）センターホームページ 

平成 22 年度から導入している CMS（コンテンツ

マネジメントシステム）の効果により、各学校の

ホームページの更新件数が前年度の倍に増加し

た。  

①インターネットに掲出しているコンテンツ 

 「久里浜の気象」「三浦半島の植物」「三浦

半島の地層･地質」「三浦半島の野鳥」「教具

的民俗資料」などがある。 

②よこすかスクールネット(各学校のホームペ

ージ集。PC 版と携帯版の２種がある。) 

 定期的な更新や全面リニューアルなど、各学

校において、積極的な取組が進みつつある。 

③横須賀市教育情報センターサイト訪問件数 

    平成 25 年(平成 25 年 1 月～12 月)＝956,722 件 

  平成 24 年(平成 24 年 1 月～12 月)＝833,791 件 

(２）よこすかスクール携帯ネット 

コンピュータネットワークの有効活用と各方

面への情報提供の機会拡大を目的に、平成 16 年６

月１日、携帯電話から閲覧できる「よこすかスク

ール携帯ネット」を開設した。 

利用回数(訪問者数)は次のとおりである。 
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平成 25 年（平成 25 年 1 月～12 月）＝53,619 件 

平成 24 年（平成 24 年 1 月～12 月）＝82,962 件 

(３)教職員用電子メール・掲示板の活用 

校務支援システムの導入により、メールや掲示

板を有効に活用することで、校務処理の効率化を

図ることができた。 

メール件数は次のとおりである。 

平成 25 年(平成 25 年 1 月～12 月)＝3,339,974 件 

平成 24 年(平成 24 年 1 月～12 月)＝3,172,266 件 

(４)三浦半島地区教育ネットワーク 

横須賀市・三浦市・葉山町の情報教育関係の担

当者が集まり、「教育の情報化推進」という視点

から交流を積み重ねた。 

①三浦半島地区教育ネットワーク協議会 

 本年度は、２回開催された。その他に、専門

委員会が３回、事務局会が２回開催された。 

②当該ネットワーク設置の経緯（資料） 

 「先進的教育用ネットワークモデル地域事業

（文部省・郵政省、平成 10 年）」と「教育情

報通信基盤整備事業（総務省、平成 13 年）」

によって、平成 14 年１月に三浦半島地区教育

ネットワーク内の全ての学校（横須賀市、三

浦市、葉山町）が、よこすか教育ネットワー

クセンター経由 100Mbps でインターネットへ

接続する環境が確立し、大容量情報の高速化

と低コスト化を実現したことが発足の端緒で

ある。 

４ 教育情報化支援員派遣事業 

学校におけるICTを活用した授業づくりと校務

全般での支援を目的に、平成 20 年度までの ICT

学習サポーター事業に代わる事業として、平成 21

年度から取り組んでいる。一定レベルの技能をも

った支援員を幅広く確保するため、雇用から派遣

まで、外部委託で行った。総派遣回数は 1,008 回。

１校あたりの平均派遣回数は 11 回で、学校希望に

応じた派遣となった。 

支援内容は、ICT を活用した授業において、機

器・ソフトウェアの操作に関する児童生徒のサポ

ートや校内のパソコン教室及び普通教室設置パソ

コンについて、簡単な環境整備が行われた。 

 また、支援員を講師にして、教員向け研修を実施し

た学校もあり、機器操作やソフト活用の技術を高める

ことにつながった。 

５ コンピュータ等の ICT 機器の保守運用事業 

本市では、「学校の保有する情報の取扱いに関

する基準」を定めており、その中で、学校の児童

生徒、教職員が学習・指導や校務において使用す

るパソコンを総称して「公用 PC」と呼び、そのう

ち、教職員が専ら校務処理に用いるパソコンを「校

務用 PC」、教職員及び児童生徒が専ら学習・指導

に用いるパソコンを「教育用 PC」と呼んでいる。 

また、教育研究所と各学校間をつなぐコンピュ

ータネットワーク網を「よこすか教育ネットワー

ク」と呼んでいる。 

本稿でも、その呼称に合わせている。 

(１)整備方針 

①児童生徒の学習における安全なインターネッ

ト環境を提供する。 

②教職員の校務支援のための安全かつ効率的な

ICT 環境を提供する。 

・Web を通した積極的な情報公開 

・ネットワークの構築と保守・管理 

 (２)教育用 PC 整備関連 

①コンピュータ教室機器 

    教育用コンピュータとして、小、中、養護、

ろうの各学校にパソコン教室を整備してい

る。 平成 25 年度は小学校後期校(23 校)のコ

ンピュータ教室機器等の更改を行った。 

②普通教室用校内 LAN 及び ICT 機器 

    小、中、養護、ろうの全ての普通教室用校内

LAN と各学級１台のパソコンのほか、各学年

２学級に１台のプロジェクタ整備が平成 22

年９月に完了した。 

     平成 24 年度末に、中、養護、ろうの普通教
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室用パソコンに資産管理システムを導入し、

平成 25 年度に資産管理システムを用いてソ

フトウェアのバージョンアップ・配信を行っ

た。 

 ③教育研究所情報研修室 研修用パソコン 

  市立学校教職員が研修で使用する研修用パソ

コン 21 台の更改を行った。 

(３)校務用 PC 整備関連 

①校務用 PC 

     平成 22 年 12 月に教職員一人１台体制とな

る整備が完了した。教育研究所と市内各学校

の間に結ばれた 100MB の光ファイバーを介し

て、よこすか教育ネットワークを形成してい

る。 

 平成 25 年度は、古くなった校務用パソコン 

  640 台を更改し、各学校に小学校後期校(23

校)コンピュータ教室パソコンを校務用に転

用し、整備を行った。 

   また、校務用パソコンに資産管理システム

を導入した。 

②校務支援システム 

  平成 21 年度の「文部科学省：学校情報通信

技術環境整備事業費補助金」により、小、中、

養護、ろうに校務支援システムの導入を進め

ており、平成 22 年度に導入の周知及び運用研

修を行い、平成 23 年４月から本格運用を開始

した。 

  平成 25 年度は、校務支援システムの運用３

年目となり、これまでと同様に指導要録や通

信簿の作成、調査書の作成を行った。この結

果、一部の校務について省力化が進んだ。 
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  関係機関との連携 

■ 神奈川県教育研究所連盟  

本年度、市川敦義所長が副委員長を務め、５月17日

(金)の総会に出席し、本年度の確認を行った。 

（１）指導主事研修講座 

７月10日(水)、県立総合教育センターで実施され、

玉川大学客員教授・神奈川大学人間科学部 講師・東京

都青少年問題協議会員 近藤 昭一氏の講演（「児童生

徒指導の今日的課題と指導主事の役割」）があった。

所長以下指導主事７名が参加し、４つの部会に分かれ

研修を行った。 

（２）第60回県教育研究所連盟教育研究発表大会 

10月18日(金)、横浜市主催により神奈川県総合教育

センターにおいて、「『生きる力』を育む神奈川の教

育」をテーマにして開催され、日本卓球協会 前ナシ

ョナルチーム女子監督 近藤 欽司 氏による記念講演

「子どもの力を伸ばす指導のあり方 ～私のチーム作

り～」と、12分科会40テーマの発表及び報告があった。 

本研究所からは、平成24年度横須賀市教育研究所 長

期研修員の橘 恒仁（津久井浜小）が発表者として、所

長及び７名の指導主事、本年度の長期研修員 後藤 博

宣 教諭が参加した。 

（３）教育課題部会 

１月28日(金)、平塚市教育研究所の主催により平塚

市教育会館で開催された。平塚市教育研究所 指導主事

土屋 浩明より「普通教室におけるICT機器の活用」の

実践報告があり、放送大学教育支援センター教授 中

川一史 氏の講演「タブレット端末の活用 ～実践を

通して見えてきた効果と課題～」が行われた。当研究

所からは所長及び５名の指導主事、長期研修員後藤博

宣教諭が出席した。 

（４）教育相談・支援教育部会 

２月５日(火)、大磯町教育研究所の主催により大磯

町郷土資料館で開催された。大磯町教育研究所指導主

事より「大磯町の教育相談と支援教育の取り組みにつ

いて」のテーマで研究報告があり、東海大学文学部心

理・社会学科 教授の芳川 玲子 氏講演「『別室登校』

の実態と課題」が行われた。所長、指導主事１名が参

加した。 

（５）調査研究部会 

２月４日（火）、逗子市教育研究所の主催により逗

子市本庁で開催された。逗子の自然研究員より「中学

校理科副読本『逗子の自然』の編集の工夫と活用事例」

のテーマで研究報告があり、葉山しおさい博物館 前館

長 池田 等 氏による講演「子どもたちに伝えたい自

然－海に親しむ－」が行われた。所長、指導主事２名

が参加した。 

（６）人材育成部会 

１月16日（木）、厚木市教育研究所の主催により神

奈川工科大学厚木市子ども科学館・厚木市ヤングコミ

ュニティセンターで開催された。厚木市こども未来部

青少年課副主幹・神奈川工科大学厚木市子ども科学館

職員 菅原 賢 氏の講演「人々の学び心に火をつける工

夫」が行われた後に、厚木市教育研究所 指導主事 千

島 昭彦「教職員として学び続ける意欲を支える『先生

のための寺子屋講座』」のテーマで研究報告とグルー

プ協議が行われた。所長、指導主事３名が参加した。 

■ 関東地区教育研究所連盟 

（１）関東地区教育研究所連盟第１回委員会・総会・

研究協議会 

５月９日(木)、10日(金)、千葉県総合教育センター

が主管し、千葉県総合教育センターで開催され、１日

目には、武田主査指導主事が第１回委員会・総会に出

席し、情報交換を行った。２日目の研究協議会では、

増田主査指導主事が市区町村部会で、本市における人

材育成の提案をし、各市区町村の活動計画について協

議をした。 

（２）第85回研究発表大会・第２回委員会（新潟大会） 

10月25日(金)、新潟市立総合教育センターで開催さ

れ、武田主査指導主事が第２回委員会に出席し、様々

な研究協議に参加し、情報交換を行った。 

■ 全国教育研究所連盟 

（１）全国教育研究所連盟 総会・研究発表大会（広

島大会） 

６月６日(木)、７日(金)の２日間に渡り、ホテルセ

ンチュリー21広島にて、広島県立教育センターが主管

となって開催された。研究所より所長が出席し、各都

道府県における教育研究所の運営や課題の情報交換を

した。また、研究協議会においては、国の動向や人材

育成について情報交換を行った。 

（２）全国教育研究所連盟研究協議会（山梨大会） 

10月24日(木)、25日(金)、山梨県総合教育センター

で開催された。「教員の資質能力向上を支える教育セ

ンターの役割」を大会テーマに、仙台大学副学長・大

学院スポーツ科学研究科長  若井彌一氏により基調講

演「教員の資質能力向上を支える教育センターの役割

と課題」の後、２日間にわたり研究協議が行われた。

武田主査指導主事が第１日目のみ参加した。 

■ 県内教育センター、教育研究所等との連携  

県内５つの教育センターと、行政枠を超えて研修受

講者を受け入れるための調整を行った。また、横浜国

大教育人間科学部附属教育デザインセンターの客員教

授を田島指導主事が務め、テレビ会議システムを利用

して研修を実施し、連携を深めた。 
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人事と予算 

◆平成 25 年度の教育研究所は、所長および職員の

15人で組織した。所長として市川敦義が池上小学校

教頭から、係長として大津仁昭がこども育成部こど

も青少年給付課から、主査指導主事として武田仁が

長井中学校教頭から、研修担当（理科教育）指導主

事として宇佐美暁が教育指導課から、研修担当指導

主事として松本美紀が田戸小学校から着任した。 

 所長の新倉邦子が野比小学校長に、主査指導主事

の高橋日出夫が公郷中学校教頭に、係長の若山信之

が政策推進部広報課係長に、指導主事の原口尚延が

総務課教育政策担当に、白井宏一が坂本中学校総括

教諭に、異動した。 

非常勤職員は、伊藤満、大久保静香、千葉和恵が

退職した。資料・教育史担当として小谷孝夫が、理

科教育として平野邦好が着任した。 

長期研修員として神明中学校教諭後藤博宣が着

任した。 
 

◆人的構成  

所 長 市川敦義（教育研究所の総括） 

主査指導主事 武田 仁（研究・研修担当の総括） 

主査指導主事 増田喜明（研修担当の総括） 

係 長 金子裕樹（ICT活用推進係の総括） 

  〃  大津仁昭（管理運営係の総括） 

指 導 主 事 宇佐美暁（研修・理科教育） 

  〃  高橋直樹（研修） 

  〃  松本美紀（研修） 

  〃  田島信幸（ICT活用推進係・研修） 

  〃  重田 太（ICT活用推進係・研修） 

  〃  関口 満（ICT活用推進係・研修） 

主 任  濱田広治（管理運営） 

  〃  本石篤志（ICT活用推進係） 

  〃  林 聡久（ICT活用推進係） 

担 当 者 横川由美（管理運営） 

非常勤職員 赤池由記子（研修事務） 

   〃  平野邦好（理科教育） 

   〃 小谷孝夫（教育史・ 

   よこすか教師塾） 

非常勤職員 相場俊広（研修補助・ 

     よこすか教師塾） 

   〃  柏木崇子（教育情報化支援） 

   〃   髙木恵美子（教育情報化支援） 

    〃        渋谷 香 （研究・研修補助） 

臨 時 職 員 山本 実 

臨 時 職 員  加藤美由紀 

    〃    雑賀奈津子 

   〃     河合陽子 
 

◆教育研究所運営委員 

＜委 員 長＞ 黒岩一隆（大塚台小学校長） 

＜副委員長＞ 大場智和（浦賀中学校長） 

＜委  員＞ 渡辺 文（教育指導課長） 

＜ 〃  ＞ 中山俊史（横須賀総合高等学校長） 

＜ 〃  ＞ 濱田芳子（衣笠小学校長） 

＜ 〃  ＞ 山下 実（長沢中学校長） 

＜ 〃  ＞ 丸茂 忍（教職員代表） 

 

◆予算 （平成25年度当初予算） 

合計  556,973 

・給与費  157,200     

・教育調査研究事業費  502  

・資料情報提供事業費  1,508  

・理科教育研修費  7,133 

・情報教育研修費  4,181 

・よこすか教育ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ事業費 302,286  

・ICT活用教育推進事業費  47,140  

・教員研修事業費  6,533  

・教育研究所管理運営費  30,490  

           （単位千円） 
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指導の目標と重点 
学校には、子どもの「生きる力」を育成すること 

が求められている。また、本市では、平成22年度に「横

須賀市教育振興基本計画」を策定し、育てたい「横須

賀の子ども像」として新たに【人間性豊かな子ども】

を掲げ、学校・家庭・地域で連携して子どもを育むこ

とを目指している。 

 
【人間性豊かな子ども】 
○自ら進んで学び、問題解決する力を身に付けてい
る 

○生命や人権を尊重し、他者との豊かな関わりを持
っている 

○心と体の健康を意識し、健やかな体を持っている 
○自らの可能性を信じ、夢や目標に向かって努力し
ている 

○社会の一員としてルールを守り、主体的に社会に
貢献している 

○郷土を愛し、豊かな国際性を身に付けている 

◆指導の目標 

横須賀市教育振興基本計画「学校教育編」の４つ
の目標を基に、学校としての「指導の目標」を掲げ
るとともに、これらの目標を実現するための取組も
示した。 

１ 子どもの学びを豊かにする 

（１）学校教育目標の実現に向けて、創意工夫を生かし

た教育課程を編成する 

（２）教科等の指導内容の確実な定着を図る 

（３）健康の保持増進と体力の向上を図る 

（４）学び合い、互いに高め合う集団を育成する 

（５）一人一人の教育的ニーズに応じた支援教育を充実

させる 

２ 学校の組織力や教職員の力を高める      

（１）教育活動が有効に機能する組織づくりに努める    

（２）組織的な校内研究・研修、自己研修を充実させる 

３ 学校・家庭・地域で連携して子どもを育む  

（１）家庭・地域との信頼関係や協力体制を構築する  

（２）地域の教育資源や学習環境を一層活用する 

（３）学校間や関係諸機関との連携を図る 

４ 教育環境を整備し、充実させる  
（１）安心して生活できる安全な環境を整備する 

（２）学習環境を整備し、効果的に活用する 

                      ◆指導の重点 

「指導の目標」や横須賀市教育振興基本計画で示し

た重点課題、また本市の学校や子どもの実態を踏まえ、

学校と教育委員会が重点化して取り組むべきことを、

本年度の「指導の重点」として次の２点に設定した。 

重点１ 

「組織的な取組により、学力の向上を図る」 
 
平成21年度より、「学力向上に向けた組織的な取組

を推進する」を重点として位置付け、取組の推進を図

ってきた。各学校では、計画的・継続的に取組を進め

てきている。今後も共通理解のもと、各学校、市全体

として組織的に取り組むことで成果が期待できる。 

そこで、引き続き本年度においては、子どもに「確

かな学力」を育むために、基礎的・基本的な知識・技

能の定着、思考力・判断力・表現力の育成、学習意欲

の向上、学習習慣の確立を目指し、次のような取組を

行う。 

○計画・実践の検証方法確立と、検証結果を踏まえた

工夫改善 

○取組内容の重点化と取組の構造化 

○学びの系統性・連続性の重視 

○家庭・地域との連携 

重点２ 

「人との関わり合いを大切にして、認め合い高め合う
関係を築く力を育てる」 
 
学校では、子ども一人一人が、自立して自信をもっ

て社会で生きていくことができるように様々な教育活

動に取り組んでいる。しかしながら、社会の変化、価

値観の多様化等を背景に、子どもの現状として、人間

関係を形成する力の低下、自分自身をコントロールす

る力や自分に対する自信の欠如、規範意識の希薄化等

が指摘されている。 

 このような状況においては、今まで以上に学校教育

では、子どもが自分自身に関することのみならず、他

者や集団、社会との関わりに意欲と関心を持つことが

できるような実践が求められている。 

 そこで、学校教育における「生きる力」の育成の基

盤となる学級、学年をはじめとする集団に改めて目を

向け、教職員の共通理解を図り、子どもの実態に応じ

て次のような指導を充実させる。 

○人と関わるよさや集団で活動する価値を、実感する 

ことができる指導 

○集団や社会と関わることを通して、子どもに規範意 

識や社会性を身に付けさせる指導 

○一人一人が他者の考えや思いを理解し、集団の一員 

として自分の力を発揮することができる指導 

学 

校 

教 

育 
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 教  科  
 平成 25 年度、本市では「学力の向上を図る」「認め合い高め合う関係を築く力

を育てる」の２点を指導の重点に掲げ、人間性豊かな子どもの育成をめざしてき

た。 

各学校は、自らが作成した学力向上プランのもと、組織的に学力向上に向けて

の取組を推進し、また、学校関係者評価を取り入れた学校評価の積極的な取組や

キャリア教育への取組、さらに学校教育支援ボランティアを活用した取組など、

創意ある教育課程の編成と魅力ある教育活動の実践を進めてきている。 

また、研究委託の具体的な内容として、「教科等研究」「学力向上」「学校図

書館」「関わり合い」「言語活動の充実」「防災教育」「支援教育」等の取組が

各学校で積極的に進められ、多くの学校で研究発表会が開催された。 

  

 

国    語 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

１日目は、野比東小学校を会場に、「書くこと」

（３年）「読むこと」（２年・６年）の領域にお

いて、単元を貫く言語活動を位置付け、現教育課

程の趣旨に則った授業提案が行われた。 

２日目は、これまで提案されていない新教材で

ある「『随筆』を書くこと」と、「『伝統的な言

語文化』を題材とした読むこと」（いずれも６年）

の提案であった。書くことにおける指導過程を丁

寧に行うことや、読むことにおける古典教材を扱

う意義について協議され、いずれも提案性があっ

た。 

〔中学校〕 

１日目は、鴨居中学校を会場に、短歌・俳句な

どを「読むこと」の領域に位置付け、各学年から

単元を通して生徒に課題意識をもたせる授業展開

を提案した。 

２日目は、国語研究会「話すこと・聞くこと」

部会から、「聞くこと」に焦点を当てた提案がな

された。また、ワークショップ提案では、「聞く

ことにおける思考の働かせ方」を体験しながら授

業づくりについて考える機会とした。 

◎夏季研修講座 

８月７日に、千葉大学教授寺井正憲氏に、「今、

求められる力を育成する国語科の授業とは」を講

演テーマに、国語科で育てる能力について多くの

示唆をいただいた。 

 

◎小学校国語研究会 

研究テーマは次のとおりである。 

「国語を適切に表現する力・正確に理解する力

の育成～単元を貫く言語活動を通して～」 

本年度は、組織を「研究部」「研修部」と改編

した。２領域が中心となった授業研究とともに、

夏のワークショップ、書写の実技研修などを行っ

た。また、課業時間外に自主的学習の場「国語塾」

を運営し、教員のニーズに答えた実践的な学習会

を行った。 

◎中学校国語研究会 

研究テーマは次のとおりである。 

「『生きて働く言葉の力』を育む国語科教育の創造」 

このテーマに基づき、授業研究部各領域部会（「話

すこと・聞くこと」・「書くこと」・「読むこと」）、

伝統的な言語文化研究部の組織的な活動の中で研

究授業や提案発表に取り組んだ。 

また、本年度も小中学校の研究会合同で、年度

末研究発表会をもち、現在求められる力・実践研

究について学習会をもち、元岐阜大学教授・安居

總子氏の講演会を開いた。 

社    会 

〔小学校〕 

平成 25 年度研究テーマは、前年度に引き続き、

「社会との関わりを実感し、自分自身を考えてい

く社会科学習」である。社会的事象と自分の生活

との関わりに気付き、社会的な見方・考え方を広

げ、将来にわたって自分と人、さらに社会とのよ

りよい関わりについて考えられるようにすること

を大切にした研究を行った。 
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教育課程研究会の１日目は、田戸小学校の山岸

祐教諭の公開授業、６年「武士の世の中」をもと

にした研究協議会が行われた。 

教育課程研究会の２日目は、第１部として、明

浜小学校の清水康弘教諭から、３年「まちたんけ

ん 地図指導」の実践提案が行われ、第２部とし

て、鴨居小学校の須賀崇夫教諭による「みんなを

守る鴨居のまちの消防団」の提案を基にグループ

協議を行った。 

夏季研修は、８月６日に横浜国立大学の重松克

也先生に「楽しい社会科の授業づくり」というテ

ーマで実践的な社会科の授業づくりについて講演

していただいた。 

〔中学校〕 

平成 25 年度研究テーマは、『思考力・判断力・

表現力を育てる授業の研究～表現方法の工夫から

思考力・判断力を育てる』である。生徒の思考を

促し、着実な知識・理解に結びつけるために、様

々な表現方法を工夫し、適切に指導計画に盛り込

む研究を行った。 

教育課程研究会の１日目は、長沢中学校の菊池

徹教諭による１年の地理的分野「アフリカ州の学

習」授業の提案をもとに研究協議会が行われた。 

教育課程研究会の２日目は、大津中学校の水谷

日香梨教諭による「中世の日本」の文書提案を基

に、単元計画や評価計画についてワークショップ

型のグループ協議を行った。また、協議結果を具

現化するために、秋には研究会主催で研究授業も

行うなど、その後の市内の授業研究にも大いに役

立った。 

算数・数学 

◎研究テーマ 

〔小学校〕 

「学ぶ楽しさと充実感のある授業づくりをめざして」 

・基礎・基本の確かな定着を図る。 

・算数的活動を通して、自らが課題をもち、見方  

考え方を育てる。 

・目標の明確化とそれに応じた指導と評価をする。  

・効果的な少人数指導の実践と検証をする。 

・確かな学力の定着の検証をする。 

＜25 年度重点目標＞ 

 「算数的表現を用いて、自分の考えを整理し、 

互いに学び合う力を育成する」 

〔中学校〕 

「学び合いを通して、数学的な見方や考え方の育成」 

 ～学び合う喜びを感じとれる授業の創造～ 

 ＜育てたい姿＞ 

・数学を学ぶ楽しさを実感し、自分の学習して

きたことを振り返ろうとする態度を育成する。 

・自ら課題を見つけ、その課題を解決しようと

粘り強く取り組む態度を育成する。 

・学び合いの中で、育まれた数学的な見方や考

え方を深めようとする態度を育成する。 

・数学的な見方や考え方を活用して問題解決し

ていこうとする態度を育成する。 

・数学的な方法によって、伝えようとする態度 

を育成する。 

◎教育課程研究会 

 小学校は田戸小学校より「中学校へのかけ橋を使

った実践を通して｣、浦賀小学校より「友達の考え

のよさに共感できる子を目指して」、中学校は、

不入斗中学校より「学び合いを通して、数学的な

見方や考え方の育成」、研究部（「数と式・統計」

領域）より｢文字の有効性を感じることのできる授

業の創造｣の文書提案を基に研究協議を行った。 

◎夏季研修講座 

 山梨大学教授 中村享史先生の講演会を実施し

た。 

理  科 

◎教育課程研究会 

〔小学校〕 

 「主体的な問題解決の活動を通して、科学的な

見方や考え方を育成する学習指導の工夫・改善」

をテーマに、１日目は野比小学校の牧園教諭によ

る授業研究、２日目は津久井小学校の橘教諭と明

浜小学校の堀井教諭による文書提案が行われた。 

１日目は、児童が問題を見出し、その問題を解

決する理科授業を提案した。並列つなぎの学習で

問題意識をもたせる指導について、授業をもとに

した協議がなされた。 

２日目は、Ｂ区分における問題意識の在り方と

問題解決の活動の過程において、ICT を効果的に

取り入れる授業づくりの提案が行われた。また、
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実感を伴った理解を図ることについて参考になる

提案がなされた。 

〔中学校〕 

「響き合い深め合う 学びを拓く授業の創造」

を研究テーマに、１日目は大矢部中学校の熊谷教

諭による授業研究、２日目は衣笠中学校の小西教

諭と公郷中学校の中山教諭による文書提案が行わ

れた。 

１日目は、目的意識をもち主体的に学習に取り

組ませるために、単元内で体験した有機物の不完

全燃焼を教材化した。また、事象を具体物や図を

使いモデル化する活動について協議が行われた。 

２日目は、目的意識をもち観察・実験を行うこ

と、結果を分析して解釈する学習についての文書

提案が行われた。教材の扱いや再実験の有効性に

ついての協議が行われた。 

◎小学校理科研究会 

中・高学年ブロック別に、複数回の研究授業が

実施された。教員向けの研修会や広報の発行、「よ

こすか子ども科学賞」の入賞者の発表会と表彰式

など、科学への興味関心を高める活動が行われた。 

◎中学校理科研究会 

研究会主催の授業研究会や研修会を実施し、授

業力向上を図る取組が行われた。来年の「神中理

横須賀大会」に向けて、実践をもとにした研究内

容の精査と検討、及び教材研究などが行われた。 

生 活 科 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「気付く・楽しむ・はたらきかける 

子どもを育てる生活科」 

～思考力・判断力・表現力の育成をめざして～ 

〔１日目〕 

鷹取小学校第１学年による単元名「がっこう 

だいすき ともだち だいすき」の授業公開が行

われた。 

この単元は、内容（１）を中心として構成し、

学校探検をしながら、学校にはみんなの安全につ

いて見守ってくれる人がいることや、安全に関す

るものがたくさんあることに気付くとともに、自

分たちも学校の中の安全について考え、安全に生

活していこうとする態度を育てることを目指し

た。 

 今回、サブテーマを「思考力・判断力・表現力

の育成をめざして」と設定したことから、子ども

の思いや考えを、子どもの行動や発言・表情から

考えることができるよう、参観者一人に付き 1 名

の児童を観察するようにし、その児童の様子から

思考力・判断力・表現力の育ちについてグループ

協議を行った。 

 グループ協議では、「安全」という言葉が１年

生にとって抽象的でわかりにくいと考えられる

が、指導者が「安全」の視点を与えることにより、

子どもたちの感覚で「安全」であるものを考える

ことができた。「安全」というテーマの投げかけ

は有効であった。 

また、ペア同士で繰り返し話をさせることが有

効だったが、子どもの様子から子どもの考えを見

取ることが難しかったという意見があった。どの

ようにして見取っていくのかを考えていく必要が

ある。 

さらに今回学校探検を行うたびに「みつけカー

ド」を書かせることによって子どもが何を獲得し

てきたのかを把握し、話し合いを広げて深めるた

めには有効であった。また、気付きの質を高める

ために、「本当にそう思うの？」など切り返しの

言葉を遣う等の工夫も重要であった。  

〔２日目〕 

 ２本の提案がなされた。 

 一つ目の提案は、大塚台小学校第 1 学年の「幼

児教育から小学校への円滑な接続を図るスタート

カリキュラム 1 年 がっこうだいすき」である。 

幼児教育においては、学習が分化されておらず、

総合的に様々な体験をしている。しかし、小学校

入学を機に、教科学習が始まるので、そのギャッ

プを小さくするために「スタートカリキュラム」

への取組を行った。 

 スタートカリキュラムの具体的な手立てとし

て、次の二つを設定した。 

（１）生活科を中心とし各教科の内容を合科的に

扱う大単元「がっこうたんけん」の実施。 

（２）朝の時間や決まった時間に学年全体で歌や

読み聞かせなど児童が楽しめる活動の実施。 
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協議では、「スタートカリキュラム」は重要な

取組であるが、１年の担任に任せるのではなく学

校体制で取り組む必要があることが挙げられた。 

 二つ目の提案は、明浜小学校第２学年の「進ん

で交流する子どもを育てる伝え合い活動の充実 

生きものとなかよし ～１年生に伝えよう～」で

ある。 

 うさぎの世話や飼育したことを１年生に伝え合

う活動を行い、身近な人と関わることの楽しさを

通して、進んで交流することができるようにする

ことをねらっている。 

 うさぎの飼育を２年生が行い、２年生から１年

生にうさぎ当番を引き継ぐ時、２年生が世話の仕

方を伝えなければならない。このような「伝える」

必然性を持たせ、進んで伝え合う活動をさせた。 

また、ポスターセッションの形式にすることで、

同じ発表を繰り返し行い、その中で工夫が生まれ

ると共に、伝え合うことの楽しさを感じとらせる

ことを目指した。 

結論及び今後の課題としては、うさぎの世話の

仕方を伝える必然性があることで、子どもたちの

伝える内容の質が向上したことが挙げられた。動

物の飼育や役割の伝承を学校全体で仕組みを作

り、単元を構成していることの素晴らしさがある。 

しかし、伝えることが目的となり、交流の良さを

感じるところまでは目指せなかったことが課題であ

った。 

音  楽 

◎教科テーマ 

〔小学校〕 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子」 

―音楽を形づくっている要素を感受し、 

音楽の世界を広げる― 

〔中学校〕 

「幅広い音楽活動を通して、 

生涯にわたって音楽を愛好する心情を育てる」 

―３年間を見通した指導と評価の工夫・改善― 

◎教育課程研究会 

〔１日目〕 

〔小学校〕 

 ６年「物語の音楽を楽しもう」（津久井小学校） 

  高学年における音楽づくりの授業実践提案で

あった。 

どの児童も主体的に活動するための手立てと

して、次の工夫が示された。①楽器を使って拍

を刻み、指揮者のような役割の担当をおく。②

共通の１枚の海の写真からイメージした音楽づ

くりを出発点とし、海の様子に変化をつけて海

のイメージの続きをもう１枚つくる。③一人ひ

とつの旋律をつくって演奏する。④旋律楽器を

用いて創作する。⑤黒鍵のみを使って、音楽づ

くりをする。 

子どもの発言に対し、音楽を構成する要素や

音のしくみ等と結びつけて返し、共通事項をし

っかり支えにして、音楽づくりができてきた。 

〔中学校〕 

「日本の伝統音楽に親しもう」（武山中学校） 

長唄の発声や特徴を理解して、それらを生かし

て歌唱表現することで、歌舞伎に親しみ、日本の

伝統音楽の良さを感じ取るという授業実践提案で

あった。 

歌舞伎は、我が国の代表的な伝統芸能のひとつ 

である。唄うことを通して、間や抑揚、発声など

の特徴を理解し、長唄にふさわしい発声や唄い方

などに親しみをもたせることをねらった。そして、

長唄の特徴を感じ取り、歌唱表現させることによ

り、さらに鑑賞の学習を深めていくことも考えた。 

〔２日目〕 

〔小学校〕 

「音楽のよさを感じ、ともに創り楽しむ子の育成

をめざして～音遊びから音楽づくりにつなげて

いくための準備・授業実践～」（明浜小学校） 

音楽づくりの活動は、子ども自らが工夫して

音に関わり、働きかけ、音はどのようにして音

楽になるのか、という音楽の根源に迫ることが

できる。低学年で声や身の回りの音の面白さに

気付いて音遊びをすることは、中学年、高学年

の音楽づくりにつながっていくと考えた提案で

あった。 

〔中学校〕 

「曲種に応じた発声や表現を工夫し、思いや意図

をもって歌唱表現する生徒の育成」 

    （武山中学校・神明中学校・田浦中学校） 
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「歌舞伎を題材にした実践例」  

  長唄「勧進帳」の鑑賞から唄の特徴を聴きと

り、その気付きを参考にしながら実際に長唄を

唄い、またその後に鑑賞を行うという指導計画

により主体的に長唄や歌舞伎に親しむ活動へと

つなげた提案。 

「能を題材にした実践例」 

能「船弁慶」を題材にし、能の発声に興味を

持ち、その特徴を生かして歌唱表現をすること

を目標とした学習活動で、息づかいやツヨ吟ヨ

ワ吟の特徴をつかむこと、七線譜を利用しての

グループ活動を中心とした学習展開を行うこと

で、謡の役割を理解するという提案。 

「詩吟を題材にした実践例」 

  地域で詩吟の活動があり庶民に近い芸能であ

ることから「発声」「ゆらし・こぶし」「のばし」

に焦点をしぼり、グループ活動から個人の表現へ

とつなげた授業を展開し、創意工夫して唄うこと

をねらいとした学習の提案。 

◎小学校音楽教育研究会 

歌唱部会、器楽部会、音楽づくり部会、鑑賞部

会で、研修研究。また、本年度は、打楽器の奏法、

リコーダーの指導法、合唱指導法、音楽づくりに

ついての研修会も開催した。 

◎中学校音楽教育研究会 

器楽部会で授業研究会、合唱について研修会が

実施された。８月 18 日に「子どものための音楽

会」、８月 24 日に「中学校音楽研究会音楽会」、

10 月 13 日に「スクールバンドフェスティバル」

が行われた。県連合音楽会には、中・中学校が参

加した。 

図画工作・美術 
◎研究テーマ 

テーマ「豊かな心を育てる造形教育―子どもに

よりそい、おもいをかたちに―～であう・あじわ

う・つくりだす～」に基づき研究を進めた。 

◎教育課程研究会 

〔小学校図画工作〕 

第１日目は、川坂 俊一教諭・清水 康弘教諭（明

浜小学校）がそれぞれ「切り絵アート」・「おも

いを空に！～熱気球を飛ばそう」を題材として、

いずれも子どもたちの意欲を高め、おもいを育む

ための工夫のある授業提案を行った。２日目は、

本郷 真美教諭（長浦小学校）が、鑑賞の授業を「横

須賀美術館でアートカードゲームに挑戦」として

横須賀美術館所蔵作品のアートカードを用いた児

童同士の交流を通した鑑賞活動の実践報告を文書

提案にて行った。 

〔中学校美術〕 

１日目は、野呂 昌史総括教諭（鷹取中学校）が

「影の自画像」を題材とし、自分の影のかたちの

みを用いた表現という、限られた条件の中から自

分らしさを追究する実践を行った。２日目は莇 由

布子教諭（常葉中学校）が「手で触れて感じる水

のイメージ」を題材に、イメージをもとに構想を

練り、表現する実践報告を文書提案にて行った。 

いずれも、学びの過程を意識した指導の在り方

や〔共通事項〕の視点、表現の活動を通して思考

力・判断力・表現力を育むことを重視した指導に

ついて扱ったものだった。 

◎夏季研修講座 

帝京科学大学の上野 行一先生をお招きし、「対

話による美術鑑賞のあり方」というテーマでご講

演をいただいた。アメリカの美術館における教育

普及活動の実践例の話や、対話による鑑賞の進め

方の具体例など、すぐに実践に活かせる御講演を

いただいた。 

体育・保健体育 
 新学習指導要領の改訂の趣旨を理解しながら運

動領域、体育分野の要点であるア指導内容の体系

化、イ指導内容の明確化、ウ体つくり運動の充実、

エ運動の取り上げ方の弾力化、オ知識に関する領

域の改善、保健領域、保健分野の改訂の要点を踏

まえ、指導計画・指導方法・評価の工夫・改善に

ついての研究・実践を行った。 

◎市教育課程研究会小学校は、授業提案が５年生

「体つくり運動」（体ほぐしの運動、高坂小学校）

における指導と評価の一体化を図った学習の工夫

について、文書提案は４年生「走・跳の運動」（幅

跳び、粟田小学校）における指導内容を明確にし

た学習の工夫について提案され、協議を深めた。 

中学校は、授業提案が１年生「体つくり運動」（体
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ほぐしの運動、武山中学校）における指導と評価

の一体化を考えた学習指導の工夫について、文書

提案は１年生「球技」ベースボール型（ソフトボ

ール 馬堀中学校）では、基本技術練習と教材教

具の工夫について提案され、協議を深めた。 

◎小学校体育研究会は、年間３回の授業研究会の

開催をはじめ、各部が実践研究を行った。また、

県児童体力つくり研究発表大会では、濱川一史教

諭（粟田小学校）が提案を行った。 

◎中学校保健体育研究会は、各研究部が２年継続

２年目の実践研究発表会を行った。関東ブロック

神奈川大会（川崎市）には中体連と共に組織的に

参加した。 

◎市体力つくり実践研究発表会は、２年継続研究

の１年目の明浜小学校「自己を見つめる能力を育

てる～新体力テストの活用実践～」、久里浜中学

校「中学生における運動体力と健康体力の研究～

生活習慣と体力テストから～」の実践報告を行っ

た。また、横須賀市児童生徒健康・体力向上推進

委員会担当部会から、横須賀市の体力の現状につ

いて、各校で活用できる資料について説明した。 

家庭、技術・家庭 

〔小学校家庭科〕 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「心豊かな生活を進んで創り出す子どもを 

めざして～なりたい自分・できる自分・生かす

自分」  

〔１日目〕 

 公郷小学校において５年生の「できる仕事から

始めよう～ゆでる調理をしよう」の授業を行った。 

 「ゆでる」調理の基礎的・基本的な知識や技能

を定着させるために、実践を通して気付いたこと

や改善したいことなどを主体的に考えさせ、２回

の実習に取り組むことについて授業提案を行っ

た。 

 協議においては、グループでの話し合い活動を

取り入れ、自分の気付きを伝えたり、友達の考え

を聞いたりすることで、生活に生かそうとする意

欲を持って学習に取り組むことができるとの意見

が出された。また知識を身に付けさせるための手

立ての大切さについて話し合われた。 

〔２日目〕 

「工夫しよう さわやかな生活～めざそう！さわ

やか夏スタイル」 

子どもたちに工夫次第で快適な生活を送ること

ができることに気付かせ、日常の着方や住まい方

への関心を高め、基礎的・基本的な知識を身に付

け、快適な生活の仕方を考え工夫する能力を育て

るべく取り組まれた馬堀小学校 6 年の実践が提案

された。衣生活・住生活の実験を通して、快適な

住まい方や着方について生活を見直したり、実感

を伴って考えることができた。また問題解決的な

学習については鎌倉の校外学習との関連を図って

いることもよかったという意見が出された。「言

語活動の充実」を図るために子ども同士が付箋で

アドバイスをし合ったり、経験を通して言葉でま

とめることで、自分の中で生きた言葉として身に

付けることができていた。家族の一員として生活

をよりよくしていこうとする実践的な態度を育て

るためには、家庭における実践が大切であること

が分かる提案であった。 

〔中学校技術・家庭科〕 

◎教育課程研究会 

研究テーマ 

「生活に活きる実践力をはぐくむ技術・家庭科教育」 

〔１日目〕 

馬堀中学校より、技術・家庭分野の提案がされ

た。技術分野は２年の『情報に関する技術』で「コ

ンピュータの基本操作と情報活用」、家庭分野は

２年の『衣生活と自立』で「学校生活で着用する

衣服から学ぶ」の提案がされた。 

技術分野では著作権や発信した情報に対する責

任を知り、情報モラルについて考えさせる授業が

提案された。 

家庭分野では学校生活で着用する「制服」等を

取り上げ、衣服と社会生活のかかわりを理解し、

目的に応じた着用や個性を工夫できるようにする

授業が提案された。 

技術・家庭両分野とも小中の学びのつながりを

考えて授業を計画・展開することが大切であり、

特に衣生活の内容で「制服」を取り上げることは、

生徒の興味・関心を高める上でもよいという意見
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があった。 

〔２日目〕 

 技術分野・家庭分野共に追浜中学校と衣笠中学

校から文書提案がされた。 

技術分野は『情報に関する技術』の「表計算ソ

フトを利用した資料の整理・活用について」と『生

物育成に関する技術』の「プチトマトの栽培の取

組過程や評価等について」の実践が提案された。 

家庭分野は『身近な消費生活と環境』の「消費

者の立場について考えよう」と『衣生活と自立』

の「衣服の選択と手入れ」について提案された。

協議では製作や実習をすることが目的ではなく、

それらを通して何を身に付けさせたいのか、学ん

だことが生活の中で実践することに結び付く内容

かを、常に意識をして授業を作ることが大切であ

るなどの意見が出された。 

外 国 語 

◎教育課程研究会 

 「コミュニケーション能力の基礎を育成する学

習指導と評価の工夫・改善」を研究テーマに掲げ、

１日目は授業提案、２日目は文書提案が行われた。 

 両日とも、英語科における「思考力・判断力・

表現力の育成のあり方」について、提案および協

議を通して、認識を深めることができた。 

〔１日目 提案者〕 

 

野比中学校 

古荘 名菜  

井上 麻子 ノーマ・クーパ

竹之下 友一  

〔１日目 提案テーマ〕 
◆異校種との接続を考えた「話すこと」「書く

こと」の指導の工夫 

◆知識・技能を活用しながら言語材料の定着を

図る工夫 

◆相手意識をもたせ、言語を使用する必然性を

生み出す工夫 
 
〔２日目 提案者〕 

浦賀中学校 萩原 幸太  

大津中学校 吉村 和也  

久里浜中学校 鈴木 愛  

岩戸中学校 ジョエル ノーザン  

〔２日目 提案テーマ〕 
◆教育課程諸課題に関わるアンケート分析及び今

後の取組について 
◆「思考力・判断力・表現力」の育成の図る指導

の工夫 

◆自主的にシチュエーションを想像・創造させる

ためのインプット・アウトプットの工夫 

◎中学校英語研究会 

 本年度より研究会組織が改定され、事務局を中

心とした活動がスタートした。 

 各研究部がそれぞれの研究内容の趣旨を踏まえ

た研究や活動を行った。 

授業研究部は「スキルアップセミナー（研修）」

を開催し、基調提案および協議を通して、指導技

術の向上を図った。また、公郷中学校における「外

国人英語教員活用研究発表」と併せて、研究会主

催の授業提案および協議を行った。 

 教育課程研究部は、教育課程研究会２日目にお

いて、各学校からのアンケート結果をもとに基調

報告を行った。 

◎外国人英語教員活用研究 

本年度は、常葉中学校（１年目）、公郷中学校

（１年目）、大津中学校（２年目）、神明中学校

（１年目）、岩戸中学校（１年目）の５校に外国

人英語教員（FLT）が配置され、ネイティヴスピー

カーの効果的な活用に係る研究を行った。 

また、各学校による活用研究に係る公開授業が

行われ、研究協議を通して、ネイティヴスピーカ

ーの効果的な活用について理解を深めることがで

きた。 

＜公開授業提案者＞ 

常葉中学校 チン キン ミン 安田 志保 

公郷中学校 ケネス ギベンズ 清野 奈津子 

大津中学校 クリスチャン ロスコ 吉村 和也 

神明中学校 フローリメル ワタナベ 長沢 美保子 

岩戸中学校 ジョエル ノーザン 笠原 愛子 
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幼稚園教育課程 

 平成 25 年８月 21 日（水）に、幼稚園教育課程

研究会を実施した。研究会は、文書による提案と、

提案に基づいての協議、指導助言としての講演の

構成で行った。 

〔文書提案〕 

テーマを「幼児のからだづくりについて」とし、

学校法人嶂谷学園 ぎんなん幼稚園 綴喜 誠淳

園長によって行われた。 

最近、幼児の運動能力の低下が著しいことから、

幼稚園において幼児の運動能力の向上を目指すた

め、足の形に着目をした。 

専門機関に、園児の足裏や足指、足首の検査を

依頼し、一人一人の足の形を診断した。診断を基

にして、「体育ローテーション」として、犬歩き

やハイハイ、片足けんけん、ジャンプ、平均台上

の歩行等を含めた運動を毎朝行うことにした。ま

た、雑巾がけなど、日常の中で取り入れられる運

動も積極的に取り入れた。 

 その結果、土踏まずの形成状態がよくなる等、

実践の効果が診られた。今後も、適切な運動と環

境を与え、健康なからだづくりを目指したい。 

〔研究協議〕 

運動に対する保護者の理解や協力、自然な運動

の取り入れ方が話題となった。 

〔講演〕 

「幼児期における運動の意義」と題し、日本女

子大学の岩崎洋子名誉教授による講演を行った。

この中で、基本的な運動技能は、２～６歳ですべ

て出そろい、この時期に獲得した運動技能は、生

涯毎日の生活で使用することから、生活の中で身

体を十分に使う経験をし、多様な動きを経験する

ことが大切であるという助言をいただいた。 

 

 

 

 

 

高等学校教育課程 

高等学校においては、昨年度から理数教科で先

行実施されていた新しい学習指導要領が、本年度

から全教科で年次進行により実施される。そこで、

本年度は全体主題を義務教育と合わせた上で、全

日制部会・定時制部会それぞれの部会で研究テー

マを設定して次のように研究を行った。 

〔全日制〕 

「基礎・基本の習得と思考力・判断力・表現力

の向上を目指して」をテーマとして公開授業を行

った。但木美穂教諭による「国語（国語総合）」

の授業では、多読により古文独特のリズムや世界

観を味わい、その発表を通して思考力・想像力・

表現力の向上を目指した。山藤りか教諭による「家

庭（発達と保育）」の授業では、お手玉を作る学

習の中で、五感を使って素材の質感を感じさせて

学習意欲を高めるとともに、生徒同士が助け合い

学び合える雰囲気と環境づくりを目指した。 

〔定時制〕 

 「個に応じた指導方法や指導体制の工夫～思考

力・判断力・表現力を育む授業づくり」をテーマ

として、蒲谷芳香総括教諭による「保健体育（体

育）」の授業を公開した。協議の中では、種目や

生徒の実態に合った指導計画の作成や、生徒が主

体的に考えたり活動する場面をいかに工夫する

かなど、テーマに沿った協議を行った。 

また、全体会では、スーパーバイザーとして来

校された教育実践「響の会」会長の角田明先生に

よる講演会が行われ、思考力・判断力・表現力を

高める授業づくりや、生徒の考えと教師の考えの

ギャップをしっかりと意識することの大切さ、校

内研修の持ち方の工夫など多岐にわたって有意義

なお話をただいた。 
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 教 科 外  

   教育の大きな変革期に対応し、さまざまな教育課題を解決するため、各研究 

  会は、研究内容の充実と組織の活性化を図りながら精力的に活動を行ってきて 

  いる。こうして得られた各研究会の研究成果は、学校教育にとって大変重要な 

  ものとなっている。 

  

小学校道徳 

 本年度も「豊かな心で未来を拓く児童を育てる

道徳教育」を主題とし、前年度の課題から道徳の

授業の指導の工夫・改善の視点から、定例会の充

実を図るため、教師が持っている困り感を入門編

・初級編・実技編に分け研修を進めて取り組んだ。 

 入門編では紹介したい資料を持ち寄り、その資

料のよさについて、初級編では資料のよさを授業

の中にどう生かしていくのかについて話し合った。

次年度も継続していく予定である。 

 教育課程研究会１日目は岩戸小学校で授業公開

研究協議、２日目は浦賀小学校と馬堀小学校が文

書提案を、道徳教育連携推進講座では富士見小学

校が授業公開を行った。授業公開後「子どもたち

が目を輝かせて学び合う道徳の授業をつくる要

点」を新宮弘識先生に講演していただいた。 

中学校道徳 

 研究テーマを「心に響く授業づくり－読み物資

料の効果的な活用と工夫－」（３年計画の２年

目）とし、市の重点２を意識して研究に取り組ん

だ。研究推進校による授業公開（久里浜中学校・

不入斗中学校）と文書提案（追浜中学校・田浦中

学校・武山中学校）が行われ、道徳的価値をいか

に生徒に自覚させるかを視点に指導方法の工夫

等を中心に発表がなされた。各校道徳教育推進教

師を中心に、全校体制で事前の準備（プレ授業・

指導案検討等）が行われた。昨今、道徳の教科化

が叫ばれる中、道徳教育の果たす役割が大きいこ

とを再認識し、活動の充実を図りたい。そんな中

研究会として、「道徳授業づくりの学習会」を開

催することができ、経験の浅い先生方から、積極

的な意見がだされたことは大きな収穫であった。 

 

小学校特別活動 

子どもたちによりよい人間関係の在り方を学ば

せ、自治的な活動を通して自主的・実践的な態度

を育てる特別活動は、「生きる力」を育成する上

で大変有効な領域である。特別活動の目標の中に

「人間関係」という文言が加わった事を重視して、

本年度は研究テーマを「豊かな人間関係をはぐく

む特別活動～望ましい集団活動を通して～」とし、

研究を進めてきた。教育課程では、１日目に１年

生と５年生の異年齢集団のふれあい活動に関する

学級会の提案、２日目には４年生係活動の活性化

の取組と卒業という学校行事に主体的に参加させ

るための学年会議の提案があった。発達段階に応

じた指導の在り方や思考力・判断力が育成される

場づくり等教師の指導性を発揮しながら子どもた

ちの人間関係力をいかに育むかの協議がされた。 

中学校特別活動 

本研究会は「生徒が互いに認め合い高め合う関

係を築く特別活動をめざして」を研究テーマとし

て、学活研・生指研・進路研の各研究部会が、そ

れぞれの課題に沿って研究を進めている。教育課

程研究会では、１日目に坂本中（進路研）が授業

公開を、２日目は神明中（学活研）と長沢中（生

指研）が文書提案を行った。また県特別活動研究

会横浜大会の生徒会分科会では長沢中が地域との

関係を深める生徒会活動の実践を発表し、高い評

価を得た。本年度は「生徒の活動を通してよりよ

い人間関係をどう形成させるか」「日常の生活や

行事等をどのようにして進路に結びつけるか」等

の研鑽に努めた。今後も、各研究部会との連携を

密にし、全ての生徒に「認め合い高め合う関係を

築く力」を培う教育活動を展開していきたい。 

小学校総合的な学習の時間 

 本年度も、研究テーマを「生きる力を育てる

総合的な学習～自ら学ぶ喜びを実感する学習活

動を目指して～」とし、重点課題を『探究的な学

習につながるカリキュラムづくり』と位置付け、

授業実践を通して研究を進め、深めてきた。 

 横須賀地区教育課程研究会においては、提案と

運営にかかわっての協力、７月には「障がい者ス

ポーツと STT 体験」～「福祉」の視点から～の開



 

- 42 - 

催、12 月には久里浜小学校（原亮介教諭）での

授業研究会を行うなど、研究テーマに向かい、よ

り質の高い授業づくりをめざし、研究・研修に取

り組むことができた。 

 また、各校で参考となる実践事例集「総合的な

学習実践ガイド 2014 年度板」を作成し、次年度

の教科外総会で担当者に配付する予定である。 

中学校総合的な学習の時間 

研究会では、総合的な学習の時間の趣旨を実現

するために、問題解決的な活動が発展的に繰り返

される探究的な活動と他者と協同して課題を解決

していく協同的な学習が実践されることを目標に

研究を進めた。特に探究的な学習に焦点をあて、

①課題の設定 ②情報の収集 ③整理分析 ④まと

め・表現 という探究的活動の基本を各学校で組み

立てられるよう、夏季に研究会主催の教員向け研

修会を市教育研究所で実施した。この研修会が教

員の指導力向上に繋げられたことは大きな成果と

いえる。次年度は、本年度の各校実践状況を調査

し、成果と課題点を学校ごとに明確にし、市教育

委員会と研究会が具体的な指導・助言を行い、市

立中学校総合的な学習の時間のさらなる向上を図

っていきたい。 

児童生徒指導研究会 

本研究会では「発達障害に対する学習・生活面

における支援のあり方～小中のつなぎを生かす

～」を研究テーマに、不登校等の問題行動に関わ

る児童・生徒数の減少を目指し、小・中・高の連

携を図りながら、支援のあり方を追求している。 

本年度も、ユニバーサル授業の実践報告や研修

・講演会を行った。通年行っている総合高校での

定例研修会では、中学校からの事例研究発表を行

い、横須賀共済病院・臨床心理士の馬渕先生に適

切なアドバイスをいただいた。また８月の夏季講

座では、教育委員会とも連携し、明治大学・諸富

祥彦教授を講師に「教師元気アップ講座－いじめ

をどうとらえるか－」を開催した。 

ここ数年は、ユニバーサル授業をテーマとした

研修を行っており、参加された先生方が各校で実

践し、広げてもらえるような活動を継続したい。 

 

 

特別支援教育 

 本研究会は長きに渡り障がい種別の研究部で

組織してきたが、これからの支援教育の基本的な

考え方に沿った研究会組織を作るねらいから、本

年度大きな組織改編を行った。組織図から一切の

障がい名を排除し、小学校部、中学校部、特別支

援学校部を新たに位置づけ、それぞれの学校部に

は特別支援学級ブロックと支援教育コーディネー

ターブロックを置くことにした。 

「社会的自立を目指す指導」を共通テーマにし、

各部が定例研究会・授業研究会・施設見学会・専

門研修会を行った。授業研究会と研修会において

は、案内を各部に送り相互交流を図った。また、

同じ部会内の小学校部と中学校部教師が合同で研

修会を持ったことや小・中学校の特別支援学級の

児童生徒が合同で交流授業を行ったことは評価で

きる取り組みであった。 

情報教育 

本年度は昨年同様、「情報の主体的活用をめざ

した学習活動」をテーマに、視聴覚教育・新聞教

育・統計教育の各研究部がそれぞれ中心になって

活動を行っている。また、３つの部会で共通した

活動も実施している。情報機器の学習会をはじめ、

学校・学級新聞展、研究会会報の発行、統計グラ

フ指導者講習会、コンクール入賞作品集作成など

各部の活動も充実し意欲的に行った。 

共通した活動では、12 月に教育研究所に協力し

ていただき、ジャストスマイルのソフトを使った

ワークショップを行った。パソコンが苦手でも簡

単に動画をつくることができ、授業でも活用した

いと言う感想があり、大変好評な研修会だった。

２月の授業研究では、武山小学校で６年生が総合

的な学習の時間で授業公開を実施する予定だ。情

報教育研究会の詳しい活動内容については、紀要

「私たちの情報教育」をご覧ください。 

学校図書館 

 『豊かな心をはぐくむ主体的・意欲的な読書活

動の充実』を研究テーマに、本年度も様々な活動

（研究活動・事業活動）に取り組んだ。特に県夏

期研究大会では、今井司（鴨居中）、川端眞弓（北

下浦小）両総括教諭が提案発表を行い、横須賀市

独自の学校図書館コーディネーターと司書教諭

との連携の在り方を示し、それぞれ好評を博し

た。例年通り、感想文・画の審査も行い、市読書
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感想文集や市読書感想画展へと結実した。特に感

想画展の市内学校や一般の方々への浸透効果は

大きく、その後行われた県審査会では例年以上に

多くの入賞を得ることができた。夏のフィールド

ワークでは、荒川区の尾久第六小学校図書館を見

学し、先進的な取り組みを学んだ。区で共通の設

備や人的配置をする行政施策の意義とその大き

な成果を目の当たりにした。 

学校保健 

 学校保健研究会は、健康安全部会と養護教諭部

会がともに「生きる力」を育む研究活動に取り組

んだ。健康安全部会は「組織的・計画的な学校保

健・安全教育の進め方」のテーマのもと、各部会

ともに防災安全計画や対策が実効あるものとする

ための安全教育・防災教育について取り組み、４

部会及び８部会が研究発表を行い、熱心な協議が

行われた。授業研究会では｢病気の予防｣について、

武山小学校の奈良稔教諭と山口眞由美栄養教諭の

TT による授業公開を行い、授業後の協議も熱心に

行われた。 

 また、養護教諭部会では、「児童生徒の心身の

育成を目指して」のテーマのもと、部会研究をす

すめ、研究協議会において有意義な討議や情報交

換が行われた。新たに立ち上げた情報研究委員会

では研究会 HP のアップに取り組んだ。今後も児童

生徒の実態に即した研究を深めていきたい。 

国際教育・小学校外国語活動 

本研究会は、「国際性豊かな児童・生徒の育成

―ちがいを知り認め学び合う子ども・英語を通じ

て積極的にコミュニケーションを図ろうとする子

ども」をテーマに研究を進めた。６月の教育課程

研究会では、北下浦小学校の楢崎めぐみ教諭、島

雅之教諭、平井絢教諭とALT による公開授業から

「学び合いを通して育てるコミュニケーション能

力」について、８月は、追浜小学校の松本修教諭

の提案による「グループ活動を通した学び合いの

場の設定」、鴨居小学校の熊谷絵里名奈教諭、法

師人誠教諭による「思考力･判断力･表現力を育む

ための学級担任の工夫」の二つの実践報告に基づ

いて協議を深めた。 

 また、授業研究部の活動として、11 月には国際

教育の視点で、大塚台小学校の駒形史子教諭によ

る国際理解教育の授業、１月には、外国語活動の

視点で、衣笠小学校の本間俊介教諭とALTによる公

開授業および研究協議の場を設定した。その他、

調査研修部は、11月に神奈川県立国際言語文化ア

カデミアの梅田玲子氏を講師として招き、「フィ

リピンにつながる子どもたちの背景を知る」をテ

ーマに、支援教育の観点から、日本語や文化の理

解に励む外国籍児童生徒への支援の在り方を学ぶ

研修会を実施した。 

食教育 

食教育研究会の研究主題は「豊かで楽しい学校

給食をめざして」である。まず、各学校が食に関

する指導の全体計画を立て、学校における食育を

組織的・計画的に進めていくように呼びかけてい

る。本年度は、沢山小学校の４年の体育（保健領

域）「育ちゆく体とわたし」の授業をもとにして、

子どもの実態を把握するための「保健アンケート」

の重要さや、授業には栄養教諭・栄養士の協力が

不可欠であるということを改めて確認した。また、

汐入小学校の５年の社会「食料生産を支える人々」

の授業から、学習内容に食教育の視点が加わるこ

とでより豊かな学びが生まれたという実践報告が

あった。次年度は、各学校が食に関する指導の全

体計画をさらに見直し、無理なく食教育の視点を

加えた授業が行えるように進めていきたい。 

学校事務 

 事務研究会では、世代交代の中での学校事務の 

継承が大きな課題であるため、「継承と変革～明

日につなげる学校事務～」と昨年度よりテーマを 

設定した。各部会のサブテーマに沿って研究をす

すめ、２年目の本年度は研究冊子にまとめた。 

１部会  最新版新採用事務職員ハンドブック 

２部会  学校事務の現状と未来像 

３部会  学校で働く非正規職員の仲間たち 

～雇用の現実を職として学ぼう～ 

４部会  あなたの悩み解決します 

５部会  年度初めの仕事マニュアル 

 実務に生かせるマニュアルから、将来的な学校

事務観の展望など、次世代に伝えていける研究成

果が得られた。次年度以降は、「変革」に主軸を

移し、研究をすすめていきたい。 
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小学校校長会 

 本年度は「TEAM48：全ては子どもたちの笑顔の

ために」をスローガンに掲げ、研究の成果や提言

を積極的に市教委や教育関連機関などに発信し

てきた。 

 また、活動の重点として、部会校長会の充実、 

「学校のきまり横須賀スタンダード」の実践、通

信簿における評価規準の検討、県校長会・市教委

との積極的連携に取組み、それぞれの活動を通し

て学校の諸課題の解決に努め、新たな教育課題に

ついての情報を共有し論議を深めた。 

 校長会主体の外部講師を招いての研修会を２

回開催した。児童指導・保護者対応・メンタルヘ

ルスなど、それぞれの専門家からの貴重な話を伺

い、学校経営や組織マネジメントを学ぶよい機会

となった。 

 

中学校校長会 

本年度も「子どもとの触れ合い」を大切に教育

活動推進に努めてきた。各校とも子どもへの生活

調査や挨拶などの積極的声掛け、子どもと向き会

える機会を作る工夫の実践等が、心の教育やいじ

めのない学校づくりに繋げられたことは大きな

成果と捉えている。 

子どもの持つ限りない資質・能力を伸ばし、人

間性豊かで心温かい「人づくり」は、学校が担う

重要な役割である。いじめ、学力、防災、そして

体罰等、課題は山積しているが、子どものより良

い成長のため、教師力向上、人材育成を図りつつ、

「学力」に偏ることなく「心」と「体」のバラン

スある教育を推進したい。次年度、更に保護者、

地域、行政、そして学校間の連携を深め、横須賀

の教育が発展することを願っている。 

 

 

 

 

 

 

 

小学校教頭会 

本年度は、「豊かな人間性と創造性をはぐくむ

学校をめざして～教頭力の向上 H25～」という研

究テーマを設定し取組んだ。全ての教頭がそれぞ

れの学校において、実態に即した実践・研究を図

り、その問題点や成果を部会教頭会に持ち寄り、

それを市教頭会（各委員会）で集約・検討・共通

理解する形で目標達成を図った。11 月 7・8 日、

横浜市で、「関東甲信越地区公立学校教頭会研究

大会神奈川大会」が開催され、市教頭会より２つ

の分科会へ提案を行った。提言に基づき活発な意

見交流が繰り広げられ、有意義な話し合いがなさ

れた。今後も、７つの教頭力「マネジメント能力

・企画調整力・人材育成能力・施設管理能力・事

務処理能力・危機管理能力・教育力」を高めると

ともに、校長会や横管組・市教委をはじめ、関係

諸機関と連携を図りながら、ものを言える集団・

実行力のある組織を目指していきたい。 

 

中学校教頭会 

 役員会と５つの対策委員会が年間計画に基づ

き企画運営し、それぞれのテーマに沿って研修・

研究にあたった。その成果は定例の教頭会におい

て報告を中心にした勉強会などで周知、研修し、

教頭としての力量を高めることにつながるとと

もに、円滑な学校運営やその改善に寄与した。 

 県教頭会は、本年度、関東甲信越地区教頭大会

が横浜で開催され、その企画運営に多くの教頭が

関わり、大会づくりを通して研修を深めた。市教

育委員会の全面的なバックアップのもと物心両

面で安心して参加できたことが大きな成果に結

びついた。さらに小中連携をねらい小学校教頭会

との合同研修会や横浜国大の高木教授による三

市一町教頭会の国大研修会などバリエーション

に富んだ非常に充実した１年であった。 
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特 別 支 援 教 育  

 

１ 特別支援教育の動向 

（１） 市立ろう学校は、幼稚部２学級、小学部５学級、

中学部１学級、高等部３学級となり、合わせて１

１学級となった。 

市立養護学校は、小学部単一学級１学級・重複

学級９学級・訪問教育０学級、中学部単一学級２

学級・重複学級５学級・訪問教育０学級となり、

合わせて17学級となった。 

（２）小学校の状況 

知的障害特別支援学級     44校45学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 46校51学級 

   肢体不自由特別支援学級    ８校 ８学級 

   視覚障害特別支援学級     ２校 ２学級 

   病虚弱特別支援学級      １校 １学級 

（３）中学校の状況 

知的障害特別支援学級     23校23学級 

   自閉症・情緒障害特別支援学級 22校27学級 

   肢体不自由特別支援学級    ４校 ４学級 

   視覚障害特別支援学級     １校 １学級 

   病虚弱特別支援学級      １校 １学級 

（４）第２回児童生徒ふれあい作品展 

11月29日（金）～12月２日（月） 

横須賀市文化会館 

  来場者総数 ： 1,172 人 

（５）支援教育コーディネーター 

支援教育コーディネーターの研修と情報交換の

ために「支援教育コーディネーター連絡会」全

体会を５回、地域別グループ会を２回の合計７回

開催した。全体会の中では、幼稚園・保育園の発

達支援コーディネーターの参加する回も設定し、

機関連携や支援教育の体制整備と充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

２ 就学教育支援委員会の活動 

「就学教育相談会」および「通級相談会」を開催し、

園児・児童・生徒の学校での支援内容や進路について

の審議を行った。 

（１）就学教育相談会    13回 ：243人 

（２）通級相談会       4回 ： 50人 

 

３ 支援教育夏季研修 

（１）７月26日（金）   ヴェルクよこすか 

  「 発達障害の理解と対応 」 

 【講師】 

   国立特別支援教育研究所 

              笹森 洋樹  先生 

 

（２）８月５日（月）    ヴェルクよこすか 

  「 外国につながりのある子どもたちに対して、 

 授業の中でできる日本語指導」 

 【講師】 

   大阪大学大学院 

              近田 由紀子 先生 

（３）８月22日（木）    SEAホール 

  「 教師の元気アップ講座 

～いじめをどうとらえるか～」 

 【講師】 

   明治大学 教授 

              諸富 祥彦 先生 
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人  権  教  育  

 

 人権は、人が人であることに基づいて、生まれなが

らにして当然に有する権利である。 

 平成12年の「人権教育及び人権啓発の推進に関する

法律」に基づき、平成14年３月に「人権教育・啓発に

関する基本計画」が閣議決定され、さらに、平成 16

年６月には人権教育の指導方法等に関する調査研究会

議より「人権教育の指導方法等の在り方について」の

第一次とりまとめ、平成18年１月に第二次とりまとめ

が、そして平成20年３月に第三次とりまとめが出され、

今まで以上に人権尊重の精神を貫いた実効力のある教育

が求められている。 

 人権教育の目標は、人間は生まれながらにして自由

であり、平等であるという人類普遍の原理を実現する

ために、人間尊重の精神を養い人間の尊厳性について

の自覚を深め、人と人との間に存在する実践力を育成

するところにある。 

 人格の完成を目指す教育が、人権問題の解決に大き

な役割を果すものであることを深く認識し、人権教育

のさらなる推進に努めているところである。 

 今年度は、各学校の人権教育担当者を対象とした研

修講座３回と、２年を１つの期間とした人権教育指導

者養成講座を開催した。 

 

■ 人権教育担当者研修講座 

 １回目  ４月30日（火） 

 「人権感覚の育成と人権を尊重する指導のあり方」 

   教育指導課 人権教育担当指導主事 

 

 

 

２回目 ７月29日（月）～７月31日（水） 

 ※夏季研修講座「夏季大学」の中から 

  1講座を選択 

 

３回目 12月10日（火） 

「多様なセクシュアリティの子どもと教育現場」 

  早稲田大学公認学生団体 Re:Bit 

 

■ 人権教育指導者養成講座（８期２年目） 

＜講座受講者による授業実践＞ 

※６月24日から１月21日まで12回 

 

代表授業１回目 ９月20日（金） 

算数「円と球」（３年１組） 

   横須賀市立船越小学校 渡辺 真也 

 

代表授業２回目 １月21日（火） 

社会「産業革命と欧米諸国」（２年１組） 

横須賀市立田浦中学校 斉藤 平等 
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 移 管 事 業 の 推 移  

【学校図書館整備事業】   教育指導課 

１ 学校図書館活性化担当の活動 

 本年度は、４名の非常勤職員は小学校６校、中学

校２校に１年間週に1.5日ずつ勤務した。臨時職員

４名は、学校からの要請に応じて17校を計 102回訪

問し、学校図書館の支援を行った。 

（１） 非常勤職員派遣校の取組 

・授業に活用するための資料の収集、魅力的なコー 

ナーづくり 

・学校図書館を活用した授業の支援 

・書棚や閲覧机の配置替えなどの環境整備 

・児童が図書を積極的に利用できるような配架や表 

示の工夫 

・図書館ボランティアと連携し、図書館活性化への

サポート 

 

（２）臨時職員の取組 

・分類表、表示板、案内図の作成 

・本の配架、配置についての支援 

・魅力的な本のコーナーづくり 

・本のラベル貼りや修理 

・新着図書や廃棄など、効果的な本の整理方法 

 

２ 司書教諭研修講座 

本年度発令された司書教諭を中心に、司書教諭以

外の希望も募って実施した。 

回 内容 講師 日時 

1 

 

学校図書館から 

教育を変える 

～学校図書館の 

力を活かす～ 

大和教育委員会 

教育部指導室 

学校図書館 

スーパーバイザー

藤田 利江 

7月25日

（木）

 

 

３ 読書活動の推進  

４月23日｢子ども読書の日｣に関する取組として、

「本を楽しもう展」を開催した。この催しは、読書

活動の推進のために、前年度の読書感想画コンクー 

ルへの応募作品を、地域のコミュニティセンターに

展示するものである。北下浦コミュニティセンター、

西コミュニティセンター、南図書館の３会場に、会 

 

場近隣の児童生徒の読書感想画を展示した。 

また、学校図書館研究会と協力して「読書感想文 

コンクール」「読書感想画コンクール」を開催した。 

読書感想文コンクールの入賞作品を掲載した読書感

想文集56号を発行した。 

 

４ 学校図書館ボランティア養成講座 

生涯学習課主催、市のPTA協議会、図書館が連携

し「学校図書館ボランティア養成講座」を４回開講

した。ボランティアとしての心構えや、簡単な本の

修理について実技を交えて行った。 

 

【外国語活動】       教育指導課 

◎外国語活動研修講座の開催 

外国語活動の指導に必要な知識・技能を身に付け

る選択研修として、平成22年度から開講している。

『ハッピータイム』に関わるワークショップや授業

づくりに関わる研修講座を全４回開催した。 

◎外国語活動推進研修講座の開催 

 外国語活動の推進がより一層図れるよう本年度

必修研修として新たに設定した。各学校の外国語活

動担当者が参加し、外国語活動における指導者の役

割や指導案作成の方法等に関わる研修講座を全３

回開催した。 

◎横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』の

編集・提示 

 各学校の児童や状況に合わせて、アレンジできる

よう横須賀市標準カリキュラム『ハッピータイム』

を編集し、イントラネットを通じて、各学校に提示

した。外国語教材である『Hi, friends!』の内容を

踏まえるとともに、横須賀市独自の活動内容も充実

させた。 

◎外国語活動アドバイザーの派遣 

 各学校のそれぞれの状況や課題に応じた研修の

推進が図れるよう外国語活動アドバイザーの派遣

を行った。模擬授業の実施や授業内容に関わるワー

クショップなどを通じて、外国語活動の指導に必要

な知識や技能等の向上を図った。 
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【学校支援員派遣事業】    支援教育課 

本事業は、教育研究所『指導力向上・学級改善支援

員派遣事業』を引き継いだ、平成23年度からの実施

事業である。学校支援員４名で、市立全学校・幼稚園

を担当する。 

＜目的＞ 

 各学校・幼稚園の状況把握及び教員の指導力向上

を支援することにより、学校・園の円滑な運営を図

る。 

＜業務内容＞ 

○定期的に担当校を訪問し、授業参観及び相談業務

を通して、各学校の状況把握に努める。 

○学校からの要請に基づいて、支援が必要な学級の

正常化を図るための活動を行う。 

○必要に応じて、巡回相談に関わる。 

＜支援の状況＞ 

（1）学校訪問回数（平成26年２月14日現在） 

  ①幼稚園 ····················· 8 回 

  ②小学校 ··················· 698 回 

  ③中学校 ··················· 409 回 

  ④高等学校 ··················· １回 

  ⑤特別支援学校 ·············· 15 回 

（2）支援内容（平成25年 1月 31日現在） 

  ①授  業 ·················· 870 件 

  ②学級経営 ··················· 8 件 

  ③教職員対応 ················ 97 件 

  ④児童生徒指導 ·············· 31 件 

  ⑤保護者対応 ················ 28 件 

  ⑥その他 ···················· 56 件 

＜事業実績＞ 

○希望調査票をもとに、学校・幼稚園の状況把握が

的確に行われた。その情報をもとに、支援教育課

を中心とした早期支援を行うことができた。 

○学校長からの要請に基づいて、学年・学級に短期

集中的に関わることで、学年・学級が落ち着きを

取り戻すことができた。 

○研修機会が限られている臨時的任用職員・非常勤

講師への相談・指導が効果的に行われ、授業力の

向上や円滑な学級経営をもたらした。 

 

【研究員会】     総務課教育政策担当 

｢研究員会｣の目的は、横須賀市の教育の現状を把

握し、現在の教育課題の解決と学校教育の一層の充

実に貢献すること、調査研究の成果を学校に還元す

ることを重視し、横須賀市の学校教育の改善や発展

に役立てることである。 

 本年度は、前年度から継続の研究員会〔(1)小中の

学びをつなぐ研究員会①～⑬、(2)授業研究研究員

会〕において、研究員84名と担当指導主事14名が、

各研究員会における研究テーマを掲げ、調査研究に

取り組んだ。 

 

(1)小中の学びをつなぐ研究員会 

（義務教育９年間を一体として捉え、具体的 

な実践を通して、学びの系統性・連続性を重 

視した教育の充実について研究する。また、 

幼小の学びや育ちの連続性については、生活科

を中心として研究する。） 

〔①国語 ②社会/(生活) ③算数/数学  

④理科/(生活) ⑤音楽 ⑥図工/美術 

⑦体育/保健体育 ⑧家庭/技術･家庭  

⑨小学校外国語活動/外国語 

⑩幼稚園/生活 ⑪道徳 

⑫総合的な学習の時間 ⑬特別活動〕 

 

(2)授業研究研究員会 

（授業改善のための授業研究の在り方につい 

て校種を交えて研究する。） 

 

研究成果の還元については、担当者会での発表や研修

会での紹介等、有効な還元方法を工夫する一方で、教育

情報センターイントラネット上に研究員会のページを

立ち上げ情報発信に努めた。 

｢(1)小中の学びをつなぐ研究員会①～⑬｣において

は、研究成果をまとめ、『小中の学びをつなぐ指導資料』

として冊子を作成した。平成 26 年度４月に市立の小学

校・中学校・幼稚園に配付する予定である。 
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◇授業研究研究員会 

よりよい授業づくりや授業力向上のための望まし

い授業研究の在り方について研究する。 

研究１年目は、研究員それぞれの学校の校内研究

体制についての分析を行った。課題を洗い出し、今

後の授業研究の改善のアイデアを検討した。 

また、各研究員が授業実践を行い、映像や授業記

録をもとに研究協議を重ねた。そこで、授業を構成

するために有用な観点シートなどを作成し、改善の

ポイントを明確にしていった。 

研究２年目は、授業記録を実践事例集としてまと

め、さらに、授業改善プラン資料集を作成すること

ができた。 

 これらは今後、初任者研修等授業づくりに関する研修

の際に活用を目指していきたい。 

 

■研究員 

＜小中の学びをつなぐ研究員会＞ 

【国語】：宮崎沙也香（根岸小）北村幸子（小原台

小）髙坂祐樹（明浜小）三宅豊（田浦中）西ヶ谷純

子（常葉中）阿部智子（鷹取中） 

【社会/(生活)】：加藤拓也（逸見小）藤崎陽介（望洋小）

髙橋啓一郎（望洋小）髙野哲（池上中）石橋由紀子

（馬堀中）水島和正（武山中） 

【算数/数学】：大橋幸史朗（豊島小）府中高助（明浜

小）小和田直樹（田戸小）太田政典（浦賀中）小日

向真（神明中）北井友理（武山中） 

【理科/(生活)】：松本修（追浜小）市下啓嗣（望洋小）

瀧本和樹（野比小）佐藤扶美子（追浜中）熊谷卓行

（大矢部中）金澤和彦（鴨居中） 

【音楽】：小泉姿子（船越小）齋藤史成（北下浦小） 

関口和子（荻野小）岡部厚子（田浦中）古矢智子（久

里浜中）三橋玲子（野比中） 

【図工/美術】：迫田麻衣（根岸小）川坂俊一（明浜小）

黒澤正道（北下浦小）伴野孝輔（野比中）清水清美

（神明中）古内久（長沢中） 

【体育/保健体育】：吉岡幸徳（田戸小）坂元美香（明

浜小）坪井清弘（森崎小）岸洋平（不入斗中）加藤

万里絵（北下浦中）吉田友美（大楠中） 

【家庭/技術･家庭】：小関さおり（大塚台小）富山なほ

み（粟田小）長塚正子（津久井小）淺見浩（公郷小）

瀧裕一（富士見小）増田功（長沢中）石井伸一（長

井中）平山玲子（久里浜中）新谷美紀（野比中） 

【小学校外国語活動/外国語】：町田健（田浦小）笠倉

優美（望洋小）武石太一郎（神明小）若林完樹（田

浦中）嘉山透（不入斗中）楯木佑子（大楠中） 

【幼稚園/生活】：梶山千弘（諏訪幼）原田真紀（大楠

幼）目時幸子（公郷小）林田夏恵（大塚台小）佐藤

あやか（大楠小） 

【道徳】：水野哲弥（望洋小）森本美穂（大塚台小） 

根本哲弥（神明小）水出眞由美（不入斗中）香西由

美子（衣笠中）永易美和子（大矢部中） 

【総合的な学習の時間】：渡辺真也（船越小）池田和晃

（津久井小）小松岳彦（大楠小）北野渚（田浦中）

神村勇輔（神明中）小林美菜（坂本中） 

【特別活動】：天野隆（汐入小）熊澤佐祐里（浦郷小） 

星野文音（野比東小）平野智幸（馬堀中）家村亮（久

里浜中）名和田周介（大楠中） 

＜授業研究研究員会＞ 

本間俊介（衣笠小）津﨑永幸（明浜小）吉村修一（長

沢中）松井直樹（武山中） 

 

【学校教育賞】        教育研究所 

□学校教育賞の目的 

本市の学校教育賞の制度は、昭和 24 年度から実

施されている。学校教育の発展振興を図るために設

けられたもので、本年度で64回目を迎えた。 

より広く学校教育に関する研究成果を発信する

ために、研究論文を条件とする研究部門と実践報告

的研究または企画提案を条件とする実践・企画部門

を設定した。 

なお、本業務は本年度、総務課教育政策担当から

教育研究所に移管した事業である。 

□本年度の応募状況 

実践・企画部門に２点の作品応募があった。 
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□審査 

校長会代表及び指導主事で構成する審査準備委

員会（第一次審査会）を開き、審査を行い、原案を

作成した。 

また、教育長が審査委員長を務める審査委員会

(第二次審査会)でさらに審査をし、次の賞が決定し

た。 

 

（実践・企画部門） 

◆奨励賞 

○横須賀市立汐入小学校 校長 本間健一 

「周年行事を活用した学校づくりの実践」 

《審査員評》 

 この実践報告は、周年行事を学校づくりにどのよ

うに位置づけ、活用するかを考え、小規模校の特徴

を生かして取り組んだこと、また、その取組につい

て広く開示し、市内に広く一般化を図ろうとしてい

る意欲が高く評価された。 

○横須賀市立汐入小学校 総括教諭 新倉利幸 

「中一ギャップを起こさないための、小規模小学校

高学年における具体的な取り組み」 

《審査員評》 

 この実践報告は、9年間という長い期間にわたり、

担任として子どもたちの成長を切に願い、熱意を持

って取り組んだこと、またその取組は汎用性があ

り、多くの学校で活用できる内容であることが高く

評価された。 

□学校教育賞授与式 

平成 26年２月21日(金)に横須賀市役所において

授与式を行った。 

受賞した横須賀市立汐入小学校 本間校長・新倉

総括教諭に、教育長より賞状が手渡された。 
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 平成25年度/｢学校教育だより」 

平成23年度から教育委員会の組織を見直し、学校教育に重点を置いた学校教育部を設置した。そこで、教職員向け広報紙も、これまでの｢学校

教育課だより（学校教育課発行） 」と「月報（教育研究所発行）」を統合して、新たに「学校教育だより」として発行している。本年度は昨年 

度の取り組みを継続しながら、年間４回の特集号を組み、テーマに沿った紙面を作成した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎主な頁のテーマと執筆者名（敬称略） 

４月 
 

(25号)  

特集号 『本年度のスタートにあたって』 

・「どう生きるか」考える（教育指導課：渡辺課長）  ・学級びらきに係るＱ＆Ａ（教育政策担当） 

・平成25年度指導の重点について（教育指導課）  ・平成25年度支援教育課の学校サポート（支援教育課） 

５月 
 

(26号)  

・カーナビの教え（支援教育課:三浦課長）  ・学校事故防止のための安全管理（学校保健課） 

・組織的な取組で ”情報セキュリティ“への知識・意識の向上を（教育研究所）   

・学校全体／チームで支えましょう アセスメント／深い子ども理解で組み立てましょう （支援教育課） 

・すべての子どもたちにとって安全で安心できる学びの場に（学校保健課）  ・安全に関する留意事項（スポーツ課） 

６月 
 

(27号)  

・安全な学校・職場づくり（教職員課：栗原課長）  ・総合的な学習の時間Ｑ＆Ａ（教育政策担当）  

・教育課程研究会（１日目）～思考力・判断力・表現力の育成をめざして～（教育指導課） 

・人として魅力的な教師をめざして 初任者研修講座 開講式（教育研究所） 

・教職員の服務について（再度、厳しい認識を）（教職員課） 

７月 
 

(28号)  

特集号 『校内研修・ＯＪＴを進めるために』 

・コーチングで人を育てる（教育研究所：増田主査指導主事）  ・人材育成名言集（教育研究所）   

・人は学校の「財」（教育研究所）   

・今日からできる３つの取組～授業のユニバーサルデザイン（ＵＤ）化を目指して～（支援教育課） 

８月 
 

(29号)  

・はきものをそろえる（教育指導課：岩田主査指導主事）  ・学級経営で大切にしていること（市内教員） 

・『学習状況調査』を活用した指導の工夫・改善（教育指導課）  

・「確かな学力」につながる思考力・判断力・表現力を育成するために（教育指導課） 

・子どもを理解するために～情報収集について～（支援教育課） 

９月 
 

(30号)  

・子どもの成長と教師の理解（スポーツ課：前島主査指導主事）  ・特別活動Ｑ＆Ａ（教育政策担当）  

・教育課程研究会２日目（教育指導課）  

・学びと向上の汗を流す～夏季研修受講者、延べ3000人を超える～（教育研究所） 

10月 
 

(31号)  

特集号 『体力つくり・健康教育』 

・保健教育の充実を！（学校保健課：山崎指導主事）  ・保健教育の構成（学校保健課） 

・横須賀市児童生徒新体力テストの結果（スポーツ課） 

・平成24年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査報告書から（スポーツ課）   

・教育活動全体を通した組織的・継続的な食育を！（学校保健課） 

11月 
 

(32号)  

・好かれる教師より慕われる教師に（教育研究所：武田主査指導主事）・学校行事を通して育てたい力（市内教員）  

・子どもとともに創る喜びを～フロンティア研究発表～（教育指導課）   

・学校図書館を活用して、子どもを学びの主人公に（教育指導課） 

・保護者対応の基本（支援教育課） 

12月 
 

(33号)  

・かまきりの卵（教育指導課：太田指導主事）  ・授業づくりで大切にしていること（市内教員）  

・「横須賀の子どもたちの学力向上を目指して」～学校・家庭・地域の取組～（教育指導課） 

・横須賀市の「いじめ防止対策」について確認です！（支援教育課）  ・ICTを活用した授業づくり（教育研究所） 

１月 
 

(34号) 

・感覚と根拠を大切にした児童理解（支援教育課：品田指導主事）  ・学校評価について，教育委員会の点検・評価について（教育政策担当） 

・フロンティア研究からみえてきた学校研究の意義（教育指導課） 

・平成25年度「指導の重点」～「学力向上」と「よりよい関係づくり」を振り返る～（教育指導課）   

・体験の充実を図り、学びをつくりだす喜びを（教育研究所） ・教科指導における ICT 活用 ～英語指導への適用～（教育研究所） 

号外 
・想いは・・・「子どもたちのため」そして「この国の未来のために」 

               ～ともに育んできた学校現場の皆様へ～（永妻和子 教育長） 

２月 
 

(35号) 

特集号『幼小中の連携～子どもの学びを豊かにする～』 

・未来を担う子どもたちのために（青木克明 教育長）  ・「小中の学びをつなぐ指導資料」を活用していますか？（教育指導課） 

・平成 25年度小中一貫教育シンポジウム（教育政策担当） 

・情報共有・情報交換～小学校と幼稚園・保育園との連携～（支援教育課） ・つなぐということ（教育政策担当） 

・平成 25年度小中一貫教育研究委託校の取組（教育政策担当） 

３月 
 

(36号) 

・巻頭言（教育研究所：市川所長）  ・平成25年度横須賀市学校教育賞 結果報告（教育研究所） 

・本年度のまとめ（教育指導課）  ・本年度のまとめ（支援教育課） 

・本年度のまとめ（教育研究所） 

・授業実践から学ぶ ～平成25年度優秀授業実践教員表彰～（教職員課） 

 

【発行の趣旨】 学校教育に関する情報を教職員に発信し、意識の向上を図り、もって学校教育の教育力向上を目指す。 

【様   式】 カラー用紙A3二つ折 4面構成とする。 

【対象・公開】  対象は、市立学校（幼・小・中・高・特）教職員とし、教育研究所イントラネット及びインターネットの教育委員会ホーム

ページに掲載する。 

【編集発行責任者】 教育総務部総務課教育政策担当 
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指 定 研 究 概 要  

本市教育委員会の指定研究は、本市における教育課題に対し、子どもたちの学

力保障とともに具体的・実践的に課題解決を図る委託研究である。本年度の指定研究

は、フロンティア研究委託（Ａ-小学校６校、中学校５校、特別支援学校１校、

高校１校、幼稚園１園／Ｂ-小学校３校、中学校５校）、チャレンジ研究委託（Ａ

-小学校 23 校、中学校７校、幼稚園１園／Ｂ-小学校 14 校、中学校６校、特別

支援学校１校）である。その他、体力つくり２校、運動部活動モデル校１校、

外国人英語教員活用研究拠点校５校、小中一貫教育、４中学校区ブロック（小

学校６校、中学校４校）、県委託の人権教育１校である。 

 

＜フロンティア研究委託Ａ＞ 

支援教育               

                   ろう学校 

本校には、０歳から18歳までの幅広い年齢層の

子どもたちが在籍しており、聴力も聞こえ方も、

コミュニケーション手段も一人一人異なる。人間

性豊かな子どもの育ちを目指すためには、適切な

個々の実態把握と聴覚障害教育の専門性を生かし

た授業が不可欠であると考え、３年計画で「子ど

もの実態に配慮した授業の工夫」をテーマに、研

究に取り組んできた。本年度は、これまでの研究

と実践をまとめ、12月６日に市内と関東地区の聴

覚特別支援学校に向けて発表した。乳幼児相談室

から高等部、重複学級全ての学年で公開授業を行

い、「ろう教育の専門性を高めるための取組」に

ついて基調報告を行った。参加者や助言者からの

優れた実践やご指導、本研究の成果と課題を踏ま

え、今後も「確かな学力」の定着と「自立の力」

の育成を目指し、研究に取り組んでいきたい。 

支援教育              

                  大矢部中学校 

本年度から、ユニバーサルデザインの視点を持

った学習環境の整備と授業づくりを研究主題とし

て取り組みを行った。具体的には、教室前面の整

理や連絡用ホワイトボードの活用、チョークの色

使いを全教科で統一することなど、生徒にとって

理解しやすい仕組みづくりを行った。一方で各教

科の授業力向上も目標に掲げ、本校の生徒の実態

に則した視覚的効果が高いホワイトボードの活用

を進めた。これにより生徒の考えが見えやすくな

り、言語活動が活発に行えるようになった。 

  

 今後は、生徒の視点に立った授業のユニバーサ

ルデザイン化を目指し、生徒の分析、学習環境や

教材、教具の工夫、指示の明確化などの研究を進

め、生徒が主体的に活動を行えるような場面を増

やしていくことに繋げていきたい。 

学力向上           

津久井小学校 

平成 23 年度から３年間にわたり、「自ら考え、

行動する子の育成をめざして」を研究テーマと

し、学力向上を図るための「授業のあり方」「学

力を支える要素」「指導力向上」等に取り組み、

目の前の子どもたちと真摯に向き合い、実践を通

して学んだ。子どもが自分の力で学ぶためには、

思考し判断しながら行動していくことこそ重要

であると考え、常に子どもを軸にして研究を進め

た。 

特に国語科の授業では、「つけたい力」を明確

にし、子どもが目的と見通しをもって学習できる

ことを重視し、『単元を貫く言語活動』を指導計

画に位置付けて取り組んだ。 

また学力を支えるための学習集団づくりの一

つとして、子ども同士の「聴き合う関係」を大切

にした。さらに生活習慣等の改善、啓発に努めた。 

学力向上           

               北下浦中学校 

総合的な学習の時間での「探求活動」が、各

教科での生徒の学びに大きな影響を与えると仮

説を立て、４年間の研究の１年目として進めてき

た。 

「総合的な学習の時間」は指導の方法によっ

て生徒の身につく力が大きく変化する。この力は
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教科学習の礎として大きく発揮される。本研究を

おこなうにあたりまず、全職員が生徒の変容を見

取る態勢を整えることに重点を置いた。講師を招

いての学習や、研究推進校への視察、校内研究授

業を行い、「探求的な活動」と「協同的な学び」

とは何かを職員同士で共通理解をはかる活動をし

てきた。 

これを基に次年度の方向性を決め、25 年度か

ら具体的な活動に入る。職員同士でも「協同的

な学び」をしながら、地域の特色をいかした取

り組みを進めていきたい。 

学力向上           

             横須賀総合高等学校 

 本校では、生徒全員の学力向上の取組として、

次の①～⑫を行ってきた。①スタディーサポート

導入、②家庭学習の取組アドバイス、③試験範囲

の発表時期と方法の変更、④図書館利用日・時間

の増加延長、⑤研究授業・公開授業の充実、⑦校

内研修会の充実による授業力向上、⑧補習・補講

の計画的実施、⑨学習計画表作成、などを行い資

料・データを整備してきた。 

 また、進学希望者（特に４年制大学一般受験希

望者等）には、⑩生徒及び保護者対象進学講演会

の実施、⑪サテライト授業実施、⑫「櫻倶楽部」

（４年制大学一般受験希望者対象）の活動（学習

会、勉強合宿、講演会等）をスタートさせた。 

 課題として、複数の分掌に跨る業務の負担配分 

の検討と、総体として俯瞰する立場の学力向上プ 

ロジェクトチームの組織的な改善と再編が必要

となっている。 

教科等（小学校社会科）            

                 高坂小学校 

 研究１年目ということで、前年度まで積み重ね

たものを生かしつつ、本校としての新たな研究の

在り方を模索してきた。 

 研究の具体的な進め方も、「始めに社会科あり

き」ではなく、本校の研究主題である「自ら学び、

考え、行動する子」～深めよう『なぜ』、広げよ

う『なるほど』～を最重視し、社会科以外の教科

との関連も踏まえてきた。10 月 28 日に６年社会

・12 月５日に１年国語・１月 21 日に３年理科と

３回の公開授業研究会を開催すると共に、8 月末

には郷土史家の山本詔一氏を講師に、浦賀湊フィ

ールドワーク、12 月には筑波大附属小の二瓶弘

行氏を招いて、社会科に於ける基礎言語事項の研

修を行った。また、本校独自のワークショップ型

研究協議にも磨きをかけている。 

教科等（小学校理科）            

               野比小学校 

本年度より３年間のフロンティア A 研究委託を

受けて、研究テーマを『豊かな学びを創り出すの

びっ子の育ち～子どものおもいに寄り添った主体

的な問題解決の授業づくり』と設定し、校内研究

が始まった。スーパーバイザーに矢野英明先生を

お招きし、問題解決の授業づくりを柱にして、年

間 6 本の授業研究に取り組んだ。また、研究協議

会では、ファシリテーターを中心に、本時の視点

に沿って子どもの見せた姿を基にした話し合いを

重ねてきた。教員一人一人に授業を見る目が養わ

れてきていると実感している。さらに、授業づく

りには、学級経営が基本であるという視点から、

ユニバーサルデザインを意識した研修も２回行

い、効果が出てきた。 

教科等（幼稚園）            

                 諏訪幼稚園 

 本園は、本年度よりフロンティア研究委託を受

け、「人とのかかわりを大切にした保育の充実」

を研究主題に、特に小学校教育との充実した連携

の在り方を中心に研究を進めている。これまでも

恵まれた立地条件を生かして、人とのかかわりを

大切にした交流を行い、高齢者をはじめとする地

域の人々・親子のふれあい・併設の小学校児童や

隣接の中学校生徒など、多くの人々と関わってき

た。その中で、いろいろな人に親しみを持ち、互

いの良さを認めることで、なめらかな接続や学び

の連続性を図る研究を進めてきた。 

本年度は３年計画の１年目として、幼児教育の

大きな変革期に臨んで、インクルーシブ教育推進

における公立幼稚園の使命や学校教育としての質

の高い保育について研修・研究を深めている。 
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学校図書館              

                長浦小学校 

 昨年までの研究に一区切りをつけ、本年度より

新たにフロンティアＡの『学校図書館』研究をス

タートした。広い意味で、学校図書館はどのよう

に活用しうるか、また学力向上に向けてもどのよ

うな寄与が可能か等の研究を目指す。研究当初

は、当然戸惑いも多かったが、本校の教育目標、

児童の実態等をよく見据えた上で、＜育てたい児

童像＞を探りつつ、研究テーマを『本のよさを知

り、活用する子どもの育成』とした。学校図書館

に関わる研究の有り様をまずは知ろうというこ

とから、夏から秋にかけて、各地で行われた研修

会や研究発表会に積極的に分担し合って参加し、

先進的な研究の吸収に努めた。また、現段階で可

能な実践報告を、先ほどの研修会参加報告と合わ

せ行い、それぞれの研修成果の共有化に努めた。 

 

関わり合い 

武山小学校 

本年度は、いろいろな立場の方に子どもの視点

に立った講演をお願いし教師としての研修を深

めた。日頃気づかない点や、子どもたちと関わる

際、従来の捉え方だけではなく、より子どもの立

場に立った関わり方を指摘していただき、すぐに

実践してみたくなる内容であった。そして研究を

進める中で子ども同士の関わりが課題となった。 

 そこで、よりよい人間関係を築くと言うこと

は、心が育ってこそ成り立つものである。そのた

めには子どもたちの心を耕し、心を育てるために

道徳の時間を要としていくことが大切であると

考えた。 

次年度は淑徳大学名誉教授 新宮弘識名誉教

授をスーパーバイザーにお招きし、ご指導いただ

きながら重点２についての研究をさらに進めた

いと考えている。 

 

関わり合い 

公郷中学校 

平成 21・22 年度、平成 23・24 年度の「授業の

ユニバーサルデザイン化」の研究を土台にし、本

年度より４年間本市指導の重点２「認め合い高め

合う関係を築く力を育てる」を研究基盤に置き、

関わり合いに焦点をあて、上記研究テーマの学校

教育デザインのユニバーサル化に取組んだ。   

 具体的には、授業（教科・教科外）、学校教育

全般の諸活動（小中連携活動含む）に効果的なグ

ループワークの実践や集団作り・人間関係作りを

円滑に図れる力を養うための教育実践として研

究を推進した。研究１年目としては、年間８回の

研修会の中で、特総研総括研究員の笹森洋樹先生

・横浜国大教授犬塚文雄先生方より教師のカウン

セリング技術の向上やワークショップ型授業研

究を学び実践・推進を図った。今後はさらに授業

・道徳・学活・総合・地域連携防災等の各場面で

の取組みに視点を置いて横断的かつ効果的な実

践研究を重ねていく。 

 

言語活動の充実 

大塚台小学校 

本校では、研究主題を「学び合う楽しさを味わ

う子どもを目指して～言語活動を通して、お互い

が高め合う授業～」とし、「算数科」を通して主

題の追究を目指すこととした。 

 本年度は、これまでの研究の成果も踏まえて研

究主題、副主題を設定し直し、研究課題として残

された点を検討して、目指す子ども像を設定した。

そして、研究仮説及び言語活動を通した手立てを、

研究全体会などでじっくりと検討し設定した。 

 本年度は様々な校内研修も行った。有識者によ

る講演会、本校の主題に沿った出前授業、また、

教師同士が楽しく学び合う研修活動など、充実し

た研修を行うことができた。 

 次年度は、授業研究を中心とした研究活動を実

践していきたい。 
 

言語活動の充実 

馬堀中学校 

 馬堀中学校では、本年度より「言語活動の充実」

をテーマとして研究活動を開始した。研究のねら

いは、言語活動を積極的に取り入れた授業を通し

て子どもたちの学力の向上を図ることである。 



 

- 55 - 

そこでテーマを「理解する力・考える力・伝え

る力を高めるための授業の工夫」と定めた。各教

科において教え込まなければいけない知識・理解

の量が多い中学校の授業の中で、いかにして生徒

が主体的に考え、まとめ、意見を発表しあうか、

いわゆる活用型の授業をどう展開するかがポイ

ントである。  

 また、全国学力状況調査、横須賀市学習状況調

査などの経年変化を分析、活用することにより、

生徒の学力向上を客観的に目に見える形で、その

成果を表すことができればと考えている。 

 

防災教育 

武山中学校 

 研究委託 3 年計画の 1 年目として、まず学校と

して防災教育へのイメージをつくるためにスー

パーバイザーの玉川大学教育学部長であられる

寺本潔教授に講演をお願いした。 

 講演を基に、今まで行ってきた取り組みと、各

教科内での取り組み、これから取り組んでいける

ことを検討し、研究を進めていくことにした。 

 今まで 7 月に行ってきた学校が主催する「地域

連携防災デー」での地域への避難に加えて、本年

度は、行政と連合町内会にお願いして 10 月に行

われる地域の「避難所運営訓練」に全校生徒も参

加させていただき、家庭から地域へ学校へという

訓練を追加した。地域の防災に中学生も関わるこ

とに地域からも好評を得た。次年度は更に授業や

教育課程全体を見直す中で研究を推進していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜フロンティア研究委託Ｂ＞ 

自分の考えをもち、表現できる児童の育成 

                豊島小学校 

豊島小校内研究の特徴は、市の教育方針及び学

校教育目標の達成と、学校評価結果の課題解決を

校内研究の深化によって図りながら、その中に学

力向上と指導力向上も位置付けていることであ

る。（教育課程・総則部会で提案） 

 生活科・理科の全員授業、理科室等の環境整備、

複数の講師を招聘した研修会、KJ 法による研究協

議の充実等を行い、的確な課題把握と検証並びに

指導観と評価観の共有を図ってきた。また、豊島

小オリジナル教具の開発を行うことで児童の興味

・関心の喚起も図った。これらにより、児童が主

体的に関わり自分の考えを自信をもって発言でき

るようになるとともに、思考力、判断力、表現力

の向上が図られた。今後も校内研究の PDCA を図り

一層の深化を図りたい。 

 

学ぶ楽しさを感じさせ、確かな学力の育成を目

指す ～伝え合う言葉の力を育てる～ 

野比東小学校 

国語科を中心に授業改善に取り組んできた本校

の研究も２年目を迎え、サブテーマを「伝え合う

言葉の力を育てる」とし、子どもたちの主体的な

学びの姿勢や人と関わりながらの学びの構築に努

めてきた。 

２年間、横浜国立大学デザインセンターの三浦

修一先生指導のもと、単元で付けたい力を明確に

した単元指導計画型の指導案、研究を“自分ごと

”として捉えられる研究協議会、年間指導計画の

検討、聞き方・話し方スキルの全校での取り組み

などの手立てを講じ、子どもたちの「聞く力」「認

め合い関係を築く力」「自信をもって考えを表現

する力」を伸ばすことができた。次年度は児童の

学び方を系統立てて育てるため共通理解のもと授

業規律や児童指導のあり方を検討していきたい。 
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「学び合いを通して豊かな心を育てる」 

富士見小学校 

 本年度は、道徳における「豊かな心」を育むに

は「学び合い」が必要であると考え、授業実践し

た。まず「豊かな心」「学び合い」とは、何かと

いう分析をさらに深めた。そして、教師が次のよ

うに共通認識をもったことが成果につながったと

考えている。「豊かな心」とは「心に余裕があり、

自分のことだけを考えて生活をするのではなく、

他者や集団や社会、自然や崇高なものにも強い関

心をもって関係を深め、人間のよさに向かって自

分を高めていく心。」である。「学び合い」とは

「資料を読み、一人一人が学んだ人間のよさを、

“我以外皆師”と考え、子ども同士、教師、親、

自然などから学び合うこと。」である。 

 今では子どもたちが「道徳は、人間関係などを

学ぶことだから好き。」「いろんな考えを出し合

うことが楽しいから好き。」など、テーマにせま

る嬉しい声があがっている。また教師も「人生は

道徳である。」として、学び合うことができた。   

今後は研究成果をもとにして、他教科等に生か

していくことができるよう精進していきたい。 

 

学力向上 ～見て・聞いて・考えて 

・説明できる子どもの育成～ 

常葉中学校 

平成 24 年度から 2 年間、横須賀市フロンティ

ア研究委託校として、「学力向上～見て・聞いて

・考えて・説明できる子どもの育成～」というテ

ーマを設定し、基礎的基本的な知識技能の習得と

それらを活用する思考力・判断力・表現力の育成、

またコミュニケーション能力の育成を目指し、多

くの実践を積んできた。 

研究をすすめるにあたり、学習指導要領の改訂

の趣旨について理解の徹底をはかるために多く

の講師からのご指導ご助言をいただき、全職員共

通理解のもと、目標と指導と評価の一体化をすす

め、授業力向上をはかってきたのである。さらに、

学習規律・学習環境や家庭学習のあり方、思考力

・判断力・表現力を高める授業の工夫について協

議を深め、生徒の学力向上を目指したのである。 

また、支援の必要な生徒を視点とした支援教育

の充実も授業に集中する環境作りに役だつので

ある。「支援の必要な生徒にわかりやすくする」

ことが、「一般の生徒にもわかりやすい」ことに

繋がり、落ち着いた雰囲気の中で、学習している

現状が継続し、そのことが、学習意欲に繋がって

いるのである。 

さらに「学力向上」に係わる基礎基本の充実は、

小中一貫教育にもある。小学校で学んだことが生

かされ中学校教育が充実するのである。小中お互

いに授業を見合うことから始め、教科ごとに連携

を図るなど、学びの繋ぎを強く意識した授業展開

を探ることが大切なのである。 

このような取り組みにより、教師の授業に対す

る意識の向上や授業改善が図られ、教師の資質・

力量の向上、さらには組織力の向上にも繋がった

のである。そして、この成果は落ち着いた学校生

活をもたらし、生徒の学力向上に寄与していると

感じているのである。このことは、全国学力・学

習状況調査や市学習状況調査の結果にも少しず

つ表れ始めてきているのだ。 

今後も常に生徒の健やかな成長に足場を置き、

研究のための研究にならないよう、研究を続けて

いく所存である。 

 

「個を理解し、個にせまり、個を生かす」 

～どの生徒も意欲的に参加できる授業～ 

池上中学校 

本校では、長年の研究テーマ『個を理解し、個

にせまり、個を生かす』をより深めていくために

本年度より教科のねらいを明確にした指導法の研

究を推進している。 

本年度は、年度始めに、各教科毎に教科テーマ

を設定し、身に付けさせたい力を明確にする授業

研究を進めた。また、授業研究では、新たな取り

組みとして、指導主事を招いての事前検討会や教

科グループでの研究討議のために時間割の中に教

科会を取り入れた。 

次年度は、本年度の成果と課題を踏まえ、【発

問の工夫、課題提示の仕方、教材の工夫】などよ

り教科に特化した研究を進めていく予定である。 

 



 

- 57 - 

支援教育を基盤にした、わかる授業の展開 

～授業のユニバーサルデザイン化をめざして～ 

衣笠中学校 

 生徒の学びにくさを解消し、生徒の視点から「わ

かる授業」の構築をめざし、ユニバーサルデザイ

ンの考え方を取り入れた研究も２年目を迎え、生

徒のつまずきを解消するために授業の中に視覚・

聴覚・運動覚的な支援等を組み入れました。基本

的な考え方として「支援を要する生徒」にとって

「わかりやすい授業」は「すべての生徒」にとっ

ても「わかりやすい授業」となり、生徒の学びに

くさを解消することは、学校全体として落ちつい

た学習環境を創りだすことを実感した２年間であ

った。今後の課題は、この研究成果を活かし「教

師の授業力の向上」を図り生徒に視点をあてた授

業の実践（授業の質の向上）・生徒自身が「わか

った」という充実感がもてる授業「生徒が考え・

創る」授業の構築を推進していくことである。 

 

「わかった」「できた」「学んだ」実感のある

楽しい授業づくり ～聴き合うことを通じて～  

野比中学校 

研究の４年目となる本年度は、次のような取り

組みを行った。 

①年間７回に渡る全員研究授業（３年目） 

②前時までの見取りに基づく座席表指導案 

③研究授業後の研究協議会の充実 

④スーパーバイザーによる研究の方向付け 

⑤個人テーマの設定、実践、振り返り 

⑥生徒アンケートの実施、共有、振り返り 

授業が学校づくりの基盤であるという共通認識

のもと、「聴き合うこと」を手がかりとして、取

り組んで 4 年目。「その子」の学びの姿の見取り

や少人数での研究協議の進め方に一定の成果を上

げた。次年度も世代や教科の枠を超えて、学校全

体として、研究を継続していき、日々の授業に活

かしていきたい。 

 

 

生徒一人ひとりの学びを保障する授業の工夫 

 （生徒の学びを大切にする） 

大楠中学校 

本校では「学びの共同体」の理論を基に４人の

学習グループを取り入れたことで、生徒があきら

めずに学べる環境が生まれ、互いを認め合う関係

を築くことができた。また、全教員が年間４回の

研究授業（学年２回、教科２回）を行い、授業中

の生徒の様子を互いに見合うことで、教科や学年

を越えて学校全体で生徒の学びを考えることがで

きた。平成 23 年と 25 年度の学校評価アンケート

を比較すると「授業が分かりやすい」と答えた生

徒が 47%から 55%に、「授業で自分の考えをまとめ

たり、発表する場面がある」が 49%から 66%に増加

した。今後さらに学習課題の質を高め、グループ

学習中の教師の効果的なかかわり方を研究し、

「授業・人・礼儀」を大切にする生徒を育ててい

きたい。 
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＜学校指定研究＞ 

体力つくり            

                明浜小学校 

 研究主題を「自己をみつめる能力を育てる」～

新体力テストの活用実践～と設定し委託研究を

スタートさせた。本校では児童 792 名に「新体力

テスト」を実施している。その際、３年生以上に

アンケートを実施した。「運動不足だと思います

か」という質問に、約 20％の児童が運動不足と

答え、40～50％の児童が思わないと答えた。また、

「平日の運動」についても毎日するが 20％とな

った。つまり、運動をしていないのに運動不足と

思っていないということ、即ち自覚していないの

ではないかと捉えた。そこで研究１年目は「自分

の今の状況を知る」ことに視点を当てることと

し、神奈川県立保健福祉大学の鈴木志保子教授の

ご指導のもと、身体組成（体脂肪率・腹囲・骨密

度・筋厚及び皮下脂肪厚）と身体活動量を測定し

た。また、身体測定や新体力テスト、元気タイム、

スキスキタイムを見直し、子どもの意識が高まる

工夫をした。 

 次年度に向け、児童が自分の変化を知る中で自

己の体力をバランスアップできるような活動の

工夫に取り組んでいきたい。 

体力つくり            

               久里浜中学校 

 市からの「体力つくり研究」委託を受け、１年

目となる本年度がスタートした。神奈川県立保健

福祉大学の鈴木志保子教授にご協力いただき研

究を行った。新体力テストと全校生徒を対象にし

た生活習慣アンケートを実施し、抽出生徒には１

週間、身体活動計を装着し、１日の活動レベルを

調査した。それらの結果をもとに、久里浜中学校

の実態と課題を徹底的に分析した。その結果、新

体力テストでは、ほとんどの項目で全国平均を下

回り、特に反復横とび(敏捷性等)が大きく下回っ

ていた。また、生活習慣アンケート結果からは、

休日の生活リズムが乱れている生徒が多いこと

が明らかになった。さらに、身体活動計を使用し

た調査結果を男女で比較したところ、女子の活動

量が男子に比べて大幅に少ないことがデータか

ら読みとれた。この結果を踏まえて、男女それぞ

れに合わせた授業を展開していくことや、全校一

体となって生活習慣対策を行っていくことによ

り、生徒たちの体力の底上げを図っていきたい。 

運動部活動モデル校        

                大楠中学校 

 年間の研究委託を受け、職員アンケートを実施

し、運動部活動指導に対してどのような課題を持

っているのかを調査した。その結果をもとに、本

校の取組について計画を作成した。アンケートの

結果から、メンタルトレーニングと、良い動きが

できるような体をつくるための方法を研修するこ

とに焦点を当てて、活動していくことになった。 

 メンタルトレーニングは、生徒の活動がより自

主的になるきっかけとなった。また、部活動だけ

でなく、日常の生活までポジティブシンキングが

大切であるという意識が広がり、生徒だけでなく、

我々職員も明るく前向きに活動していくことの大

切さを再認識できた。動きの研修では、体幹トレ

ーニングを中心として、体の正しい動かし方を意

識させる内容を研修した。即効性のある取組では

ないが、続けることで効果も出てくると考える。 

 この取組が、大楠中学校の教育全体に生かされ

るように次年度も工夫して取り組んでいきたい。 

外国人英語教員活用研究拠点校      

                常葉中学校 

 外国人英語教員の拠点校として FLT を迎え、１

年が過ぎようとしている。本年度は全クラス週１

回 FLT が T１となる TT の授業を展開した。 

 FLT 主体では言語活動を中心とした授業の実践

を行った。既習の文法を使ったゲーム形式の活動

通して、生徒の興味関心を引き出した。 

 また、FLT との対話テストを各学年実施し、英

語を自分の力で話そうとする姿勢を身につけさせ

ることができ、コミュニケーション能力向上の成

果につながった。 

 本校は国際教室を設けており、外国籍の生徒の

個別に学習支援したり、担任と生徒のやりとりを

補助したりすることで携わった。 
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 次年度は、より一層言語活動の充実を図るため、

FLT と JTE が連携し、見通しをもった授業計画を

立てるようにしたい。 

外国人英語教員活用研究拠点校 

               公郷中学校 

 外国人英語教員活用研究１年目となる本年度、

FLT と共に、授業をはじめ様々な教育活動を行う

ことができた。各学年週２時間を基本とする TT

授業を実施し、そのうちの１時間は FLT が主体と

なって授業を行った。視覚教材を用いた自然な導

入、４技能をバランスよく取り入れた授業の構成

など、FLT 自らが創意工夫を重ね、授業で生徒と

向きあう姿があった。本年度の FLT 活用研究目標

である「ユニバーサルデザインの視点に立ち、指

導と評価の工夫改善を図る」ことにおいても、FLT

と JTE が同じ姿勢で、目標や流れを常に明確にし、

生徒にとってわかりやすい授業展開を心がけた。 

 授業だけでなく、部活動指導や生徒指導等、教

科指導以外においても、生徒と様々な場面で関わ

りを持ち、コミュニケーションを図れた。 

外国人英語教員活用研究拠点校 

                 神明中学校 

 本年度から FLT が着任した本校は『自己表現を

高めるための指導の工夫～４技能をバランスよく

～』という活用研究テーマに取り組んできた。FLT

が T1 となる授業では、１コマの中で Reading、

Listening、Speaking、Writing をバランスよく入

れることによって生徒の英語力を総合的に高める

授業を目指してきた。T1 となる授業の立案や

Listening 問題の作成は FLTが主導で行っている。 

 FLT は気さくで親しみやすく、学校・学年行事、

委員会・部活動、支援級や相談学習室での活動を

通して生徒に積極的に関わっている。生徒たちは

英語でのコミュニケーションを楽しみ、英語の使

用場面が増えたと感じている。英語科の中で知恵

を出し合い次年度は更に充実した教育活動が行わ

れるよう努力していきたい。 

 

外国人英語教員活用研究拠点校 

         岩戸中学校 

本校は外国人英語教員の拠点校１年目として

FLT と共に授業や教育活動を行った。１年生は全

クラス週４時間を基本とし少人数授業を行い、２、

３年生は全クラス週１時間の TT 授業を行った。英

語ルームを作り、掲示物を工夫し、そこにいるだ

けで英語学習ができる環境作りもできた。また、

部活動指導、清掃指導、生徒指導など教科指導以

外においても生徒と様々な場面でコミュニケーシ

ョンをとることができた。教科書の本文にとらわ

れず、英語学習本来の理解の方法で映像や絵やジ

ェスチャーなどの視覚に訴える授業を展開でき

た。このことにより、４技能を総合的に育成する

ことに貢献できたと考える。本研究を生かし、生

徒がより興味関心を持てるような題材で英語活動

に取り組んでいきたい。 

 

外国人英語教員活用研究拠点校 

                 大津中学校 

 外国人英語教員の拠点校としてFLTを迎え、２年

が経った。生徒の学習意欲を高めることができた

のは、何よりも、本校のFLTが、「音楽を作ること」

を特技として持っていたことによる。言語材料に

合った音楽を作り、チャンツ教材として活用した。 

 このチャンツ教材の活用が、４技能の習得に効

果があることは言うまでもない。また、リスニン

グ教材を作ることも得意としており、ウォームア

ップとして活用した。 

 また、正しく自然な英語によるオールイングリ

ッシュの授業を１時間できるのもFLTならではで

ある。こういった時間を重ねるごとに、生徒は、

英語で反応するのがごく普通のことになってきて

いる。FLTは、生徒のコミュニケーション活動の基

礎を養うのに、大いにその役割を果たした。 

 

 

  



 

- 60 - 

小 中 一 貫 教 育 指 定 研 究 概 要 

          平成 23 年度から３年間、小中一貫教育の構築に向けた取組として、次の４中学 

        校ブロックの学校(６小学校、４中学校)を研究委託校として指定いたしました。 

         義務教育９年間を一体と捉え、発達の段階に応じて子どもの学びをつなぐ教育の 

        充実を目指して、様々な取組を進めており、成果等が見えてきました。 

常葉中学校ブロック 

（諏訪小学校、田戸小学校、常葉中学校） 

『 学びの系統性・連続性を意識して、 

豊かな学びを基礎とした確かな学力を 

身に付けるための授業改善と行事の工夫 』 

上記研究テーマのもと、３年間の研究を進めた。

その中で大きな成果をあげたのが、①授業交流、

②部活動体験、③常葉小による授業体験である。 

【授業交流】１年目は、互いの状況を把握するた

めの交流にとどまったが、２年目からは、小中の

学びの系統性・連続性を意識した授業を行った。

本年度においては、｢授業観察シート｣を活用し、

確かな学力を身に付けるための授業改善を意識し

た取組を行うことができた。 

【部活動体験】部活動交流については、小学生が

規律ある集団活動を体験することで、中学校の様

子を肌で感じ、小学生の中学校に対する不安を取

り除けたように感じる。また、中学生にとっても、

わかりやすく説明する努力をするなど、上級生と

しての自覚をもつよい機会となった。 

【常葉小による授業体験】中学校の卒業式の後、

諏訪小と田戸小の６年生が合同で仮のクラスを編

成し、中学校の校舎等を利用して HR や中学校の模

疑授業を体験する取組を行った。この取組は、小

小連携にもなり、他校の小学生と交流をしながら

中学校の授業のイメージをもつことができた。ま

た、教師側も子どもの様子を事前に知ることがで

きる利点もあり、今後も継続していきたい。 

本年度から、｢生活指導｣の検討部会を立ち上げ

た。今後、社会に出て通用する児童生徒を目指し、

受け持っている子どもの発達の段階に応じた指導

の方向性を打ち出す予定である。 

【最後に…】本研究を通して感じたことは、｢小中

一貫教育｣は、小中の連携だけでなく、小小の連携

もたいへん重要であるということであり、校種や

学年で分けることなく、目指す子どもの理想像を

明確にし、それぞれの発達の段階に応じた指導を

行うことだと考える。常葉中学校区の子どもたち

が健やかに成長していけるよう、３校が一体とな

って今後も研鑚を重ねていきたい。 

岩戸中学校ブロック 

（岩戸小学校、岩戸中学校） 

『 学びをつなぎ、確かな学力を培う授業 』   

１ 研究の概要 

 小中一貫教育研究委託を受けて３年間が経過し

た。本年度は、９年間を総合的にとらえ、小学校

の教員は義務教育９年間の出口の姿を意識し、中

学校の教員は小学校で学んできたことを意識した

指導を行ってきた。 

【学校の姿として】 

 小中一貫をふまえた授業研究への意識が高ま

り、指導主事を招いた研究スタイルも定着した。 

 合同研修会も回を重ね、小中の職員同士がコミ

ュニケーションを取りやすくなった。生活指導や

授業規律についても、９年間の見通しを意識した。 

【教師の姿として】 

小中合同研修会や小中の授業研究への参加によ

り、お互いの学習内容や授業の様子がわかり、９

年間の学びのつながりを意識しながら、授業を行

い学習指導するようになった。 

【子どもの姿として】 

 中学校の教師による出前授業、中学校での授業

や部活体験、授業見学、中学校の先生方との給食

交流など、様々な取組の中で、小学生にとっては

中学校への不安の軽減や中学校の先生への親近感

につながった。 

 中学校の生徒も部活体験等を通して、小学生に

対する丁寧な指導が見られ、親切さや思いやりが

感じられた。 

２ 今後の課題 

 生活面では、子どもたちの生活を把握しての対

応と、児童生徒指導で、指導方法の共通理解や指

導が難しい生徒の情報交換が必要である。 

 また、学習面では、合同での研修や授業研究を

継続して行う中で、各教科において９年間の系統

性を意識した指導が重要であり、今後も相互理解

を深めていく必要がある。 
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北下浦中学校ブロック 

（北下浦小学校、津久井小学校、北下浦中学校） 

『 確かな学力と豊かな心を育む 

小中一貫教育の在り方をさぐる 』 

上記をテーマとした研究は、３年目を迎えた。

前年度までの取組の成果で、教員同士の絆が深ま

り、小中一貫教育への意識が高まったことにより、

さらに充実した研究を行うことができた。 

 本年度は、前年度までの取組の反省を生かしな

がら、より｢継続的｣に行っていくために、内容を

精選して、３校それぞれで指導案検討・授業参観、

その後の研究協議を行った。小中それぞれの授業

をお互いに見合うことで、｢９年間の学びのつなが

り｣に気付くことができ、先生方の日頃の授業で

も、｢学びのつながり｣を意識して生徒に向き合う

ようになったことは、大きな成果である。 

 また、本年度は、新たに授業以外の面でも小中

一貫教育の視点を持ち、｢学力向上｣につなげてい

くための取組として｢学力向上グループ｣を設け

た。具体的には、｢①生活指導・きまり｣｢②総合・

生活科｣｢③読書活動｣｢④家庭学習｣｢⑤学習規律・

学習環境｣の５つのグループにそれぞれ分かれて、

お互いの現状や共有できる部分、発展させられる

部分などについて話し合いを進めた。この取組を

通して、お互い共通認識を持ち、次年度からの実

践に向けての方向性が具体的に定まった。また、

小中のつながりだけでなく、小小のつながりも意

識することができた。 

 また、子ども同士の取組として、中学校の生徒

会による小学校訪問や、小学生による部活動訪問

を行っているほかに、本年度は、新たに小中合同

での避難訓練を行った。これらの取組を通して、

小学生は中学校生活を意識することができ、中学

生は自覚をもって小学生と接することができた。

子どもたちにとっても、小中のつながりを感じ、

成長する機会となった。 

 本年度で、横須賀市の委託研究としての「小中

一貫教育の研究」は終了するが、今後は、これま

での取組を生かしながら、さらに他の課題も解決

していけるような取組を継続していきたいと計画

している。 

長井中学校ブロック 

（長井小学校、長井中学校） 

『 この町・長井で心豊かに育つ子どもたち 

   ～ ９年間の学びの系統性・連続性を 

             重視した教育活動の実践 ～ 』 

 上記研究テーマのもと、｢小中の学びをつなぐ

(授業研究)｣を軸として、研究を行ってきた。学校

指定研究３年目となった本年度は、全 11 回の小中

合同研修会のうち４回を授業研究会として行い、

小中それぞれの研究授業への取組を通して、｢小中

つながりのある授業の実践と改善｣を進めた。 

その中で以下の４点について、長井小中教職員

が共通の認識を持つことができ、今後も小中一貫

教育を継続していくことを確認した。 

① ｢授業力を向上させる(教材研究の深まり)｣こ

とができる。 

② ｢校種(小学校・中学校)を越えて、授業実践か

ら学ぶ｣ことができる。 

③ ｢研究授業を通して、児童生徒を見る目を養

う｣ことができる。 

④ 学校の中心である｢授業｣で児童生徒の力を高

めることは、より良い学校づくりの一つである。 

 この３年間の研究を通して、｢９年間で、長井の

子どもを育てる(長井小中は一つの学校)｣という

想いを教職員が共有できるようになった。次年度

以降も、保護者・地域とともに、この想いのさら

なる実現に向けて取り組んでいきたい。 

【平成 26 年度 長井小中一貫教育】 

〈共通研究テーマ〉 

『よく聴いて 考えて 表現する 長井っ子の育成』 

〈研究のねらい〉 

① 児童生徒が｢興味｣を示して｢話を聴く｣ための

授業づくりを研究する。 

② 児童生徒が｢考え｣を深め、自分の思いを｢表

現｣できる手立てを研究する。 

③ 生活指導と連携しながら｢授業｣を通して、児

童生徒のより良い人間関係づくりを研究する。 

〈長井小中のめざす子ども像〉 

「主体的に授業に参加することを楽しいと感じる

児童生徒」 
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教 育 行 事  

作詞作曲募集 

本年度の応募状況は次の通りであった。 

《作詞の部》小 173 点中 30 点教職員 2 点計 205 点 

《作曲の部》小 207 点中 62 点教職員 3 点計 289 点 

 作曲の第二次審査は、作曲家の大田桜子氏に依

頼した。小学校２点、中学校２点の入選作品と小

学校３点、中学校３点の準入選作品を選んでいた

だいた。入選作品・準入選作品は、入選集第 56

集として発行。 

なお、入選作品は、平成 26 年８月 17 日に開催

する「子どものための音楽会」で発表する。 

 

子どものための音楽会 

よこすか芸術劇場を会場に、８月 18 日（日）に

開催された。今年は中学校 17 校の吹奏楽部員によ

る合同バンドが４月から５ヶ月間の合同練習を経

て、「合唱と吹奏楽のための組曲“横須賀”」を

はじめ、「メモリアルマーチ『わが街は…』」「バ

ラの謝肉祭」など、すばらしい演奏を披露した。

合唱の部には 14 校 103 名の中学生の他、23 校 38

名の小学生も加わり、練習の成果を披露した。 

 

小学校芸術鑑賞会 

 〔オーケストラ鑑賞会〕５年生対象 
６月 17 日：１回公演 ６月 18 日：２回公演 

今回で第 18 回目の実施である。演奏は神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団、指揮は山形交響楽団音楽

監督、東京交響楽団正指揮者、いずみシンフォニ

エッタ大阪常任指揮者、ドイツ・ヴュルテンベル

ク・フィルハーモニー管弦楽団の首席客演指揮者

として活躍中の飯森範親氏であった。この会では、

鑑賞するだけでなく、「横須賀市歌」の全員合唱、

「さんぽ」の全員合奏という小学生が神奈川フィ

ルハーモニー管弦楽団と一緒に演奏するプログラ

ムもあり、心温まる演奏会となった。また、各楽

器の紹介のコーナーや飯森氏から子どもたちへメ

ッセージを伝える場面もあり、演奏はもとより様

々な面で子どもたちを魅了した。 

 〔劇団四季ミュージカル鑑賞会〕６年生対象 

 ７月９日：１回公演 ７月 10 日：２回公演 

劇団四季の「こころの劇場」を６年生対象に公演。

演目は、「桃次郎の冒険」。小学生も一緒に歌う

場面があり、ミュージカルの楽しさを十分味わっ

ていた。 

 

〔小学生美術館鑑賞会〕６年生対象 

図画・工作科指導における豊かな情操を養う

鑑賞教育充実のために横須賀美術館での美術作

品鑑賞会を５月～２月の間に実施。美術館のス

タッフにも協力いただき、本物の作品に出会い、

美術に親しむためのよいきっかけとなった。 

 
児童生徒書写作品展 

本年度も、文化会館展示室を会場として実施し、

小学校・中学校・ろう学校・横須賀総合高等学校

（全日・定時）の児童生徒の書写作品（高校は書

道作品）、960 点を展示した。会期は、１月 17 日

～21 日、3032 名の来場者があり、保護者・家族・

市民から高い関心が寄せられた。 

本作品展は、学習指導要領に示された国語科書写指

導の一環として実施している。展示作品を通して、児

童生徒の書写の能力を把握するとともに、教師の

指導を振返る機会とすることができた。また、小

学校から中学校への書写のつながりや、高等学校

の芸術科書道への発展に至る様子を見ることがで

きた。 

 

小・中学校 学校文集 
小学校・中学校・特別支援学校の、校種・発達

の段階に応じたテーマにより、国語研究会の協力

を得て、第 82 号を発行した。 

（小学校）「書くことを通して、国語を適切に

表現する力を育て、言語感覚を養う」というね

らいのもと、学年別にテーマを設定した。 

小学校では、特に、現行の学習指導要領で求め

られている「書くこと」の指導を通して生まれた

作品を掲載した。応募作品約 499 点の中から、各

学年２名の審査員を中心に、85 作品を入選作品と

し、発行した。 

（中学校）文章表現力を育てるための一つとして、

日常の国語科学習を通して生まれた作品を中心に

掲載した。創作俳句や短歌、随筆、小説、意見文、

批評文など文種は多岐にわたり、掲載作品 89 点

に、審査員による評を加えて発行した。 

 

読書感想文・画募集 

 読書感想文コンクールは、本年度で 59 回目を迎

え、例年通り各学校種に応じ、自由・課題の２つ

の部門で募集した。小学校 3993 点、中学校 1625

点の合計 5618 点の応募があり、審査会には学校代

表 357 点が出品された。 
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 横須賀地区第１次・第２次審査会で「優秀」「優

良」に選ばれた作品（小学校 34 点、中学校 12 点）

を掲載した「読書感想文集 57 号」を刊行し、市内

各学校に配布した。市内学校８名の教員が、書評

の執筆をし、編集に携わった。 

 読書感想画コンクールについては、小学校 48

校、中学校 9 校から応募があった。小学校では教

育課程の一部として取り組んでいる学校が多く、

中学校では部活動等、課外活動において取り組ん

でいる。 

今後も、各学校で読書活動の意義を再認識し、

様々な機会を通して読書指導の機会を増やし、児

童生徒の読書への関心を高めていきたい。 

横須賀地区審査会での入賞作品 652 点は、「第

24 回読書感想画展」に展示した。平成 26 年１月

７日から 14 日までの８日間、横須賀市文化会館市

民第１ギャラリーを会場に、指定図書やこれまで

の読書感想文集、昨年度の県のコンクール入賞作

品も合わせて展示し、読書への関心を高める工夫

を行った。 

期間中は、入選者の家族を始め、一般市民が多

数訪れ、3099 名が来場した。 

 
児童生徒造形作品展・造形教育研究発表会 

第 66 回展は、１月 11 日～１月 27 日、横須賀

美術館で開催した。「豊かな心を育てる造形教育

―子どもによりそい、おもいをかたちに―～であ

う・あじわう・つくりだす～」をテーマに、幼・

小・中・高・ろう・養護学校の子どもたちの作品

約 3,000 点を展示した。会期中の美術館の観覧者

数は市民、保護者と子ども合わせて約 14,000 人。 

会期中の 1 月 22 日には、研究発表会および講演

会を開催した。 

発表者及び発表内容は、北下浦小学校 黒澤正

道教諭「学校と美術館をつなぐアートカードの実

践～鑑賞の活動が表現の活動に活きる」、追浜中

学校 佐々木仁子教諭「堆朱キーホルダーをつく

ろう～伝統工芸品の制作を通し、日本の美に迫

る」であった。いずれも表現と鑑賞の相互の関連

を意識した実践の報告だった。 

講演会講師は文部科学省教科調査官の岡田京

子先生。演題は「子どもの作品から見る子どもの

学び」。子どもの作品から見えてくる指導の在り

方について、具体的な例を示していただきながら

ご講演をいただいた。 

 

中学校リーダースキャンプ 

平成 25 年度リーダースキャンプは８月 21 日～

23 日の期間、三浦ふれあいの村で実施され、横須

賀市の中学校生徒会事務局役員および各委員会の

リーダーたち、約 220 名が参加した。提案や意見

交換を通して、学校行事の企画、立案、運営や学

校生活にまつわる諸問題の解決や広報や合唱活動

など、自治的活動の在り方を主体的に学んだ。 

また、２日目の夜は体育館でキャンドルファイ

ヤーを盛大に行い、親睦を深めるとともに、創造

性ある活動の発表（各グループによるスタンツ）

を行った。３日目の閉会式では、各分散会より報

告をし、参加者全体で共有をした。三日間を通し

てリーダーとしての資質の育成、指導力向上に資

する活動となった。この成果を各学校の生徒会活

動に生かすことが大変重要である。 
 

中学生主張大会 

   隔年で研究会主催になる「中学生主張の会」が、

本年度は神奈川県教育委員会主催の「かながわ元

気な学校づくり地域生徒代表総会」も兼ねて、10

月５日（土）の午前に、横須賀市立総合高等学校

SEA ホールにて行われた。中学生代表２名だけで

なく高校生代表２名の主張と大人の方の主張にも

会場全体で意見交換を行った。一人一人が様々な

ことを考える機会となった。次年度は「中学生主

張大会」となる。 

 
中学校演劇発表会 

 第 30 回横須賀市中学校演劇発表会が市内７

校の参加で実施された。 

どの学校も練習の成果が十分に発揮された発表

で、精一杯演じる姿は、観客に感動を与えた。 

最優秀校には、浦賀中学校の「超 正義の人」

が選ばれた。正義とは何かを観客に問いかけるよ

うな内容であり、考えさせられる作品であった。

テンポの良い会話や場面転換の工夫は、見ごたえ

があり、浦賀中学校演劇部のチームワークの良さ

が存分に伝わる内容であった。観客を舞台に引き

込むような迫力ある演出からは、表現することの

素晴らしさを感じる発表であった。 

同校は、第 51 回神奈川県中学校演劇発表会に横

須賀地区の代表として出場し、神奈川県中学校文

化連盟演劇専門部長賞を受賞した。 
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＜体育的行事＞ 

第 62 回中学校総合体育大会 

４月 20 日（土）、24 校の代表生徒 2,467 人が

整然と参加し、「舞いあがれ 希望の翼 身につけ

て」のスローガンのもと、横須賀アリーナで総合

開会式を行った。模範演技は、横浜Ｆ・マリノス

コーチングスタッフを招き、華麗な技術を披露し

た。延べ 7,600 人が、その後 13 種目にわたり技能

を競い合い、交流を深めた。 

 

第 38 回小学校児童相撲大会 

 ５月 11 日（土）に市内小学校 41 校の５、６年

生 562 名（男子 308 名、女子 254 名）の参加のも

と、横須賀アリーナで室内土俵を使用し開催した。 

短パンの上に「簡易まわし」をつけ、多くの声

援に包まれながら、男女別団体戦と学年階級別個

人戦を実施した。 

 男子団体戦は衣笠小学校、女子団体戦は桜小学

校が優勝した。 

 

中学校スポーツ技術講習会 

市中体連との共催で、前期・後期の２回、前期

はバレーボールを横須賀アリーナで、後期は陸上

競技を横須賀総合高等学校で開催した。 

前期は６月 29 日（土）、順天堂大学からバレー

ボール部監督蔦宗浩二氏を講師としてお招きし、

市内中学校の指導者と各校の代表生徒 113 人が技

術指導と講習を受けた。 

後期は 11 月 30 日（土）、講師の北京オリンピ

ック走り幅跳び日本代表選手、走り幅跳び日本最

高記録保持者井村久美子氏から、市内中学校の指

導者と各校の代表生徒 182 人が技術指導を受け

た。 

２回共に、学ぶ姿勢や態度の大切さ、技術向上

に必要な基本動作や総合的に体力を高める練習法

など多くのことをご教授いただいた。 

 

第 31 回表現運動・ダンス発表会 

 小中連携により開催されている発表会は、11 月

16 日（土）、横須賀アリーナで、中学校３校、小

学校５校、合わせて８作品を延べ 472 人の参加の

もと開催した。児童生徒は日ごろの練習の成果を

全身で表現していた。また、講師の長津芳先生（元

国分寺市立第七小学校校長）から、指導・講評を

していただいた。 

  

第 45 回小学校児童陸上記録大会 

 市内全小学校計 46 校の５・６年生の代表選手

969 名の参加のもと、11 月２日（土）に公認 400m

トラックの不入斗公園陸上競技場で開催した。

（男女５種目 16 競技） 

 トラック全体を取り囲む多くの観衆の中、楽し

く競技をすると共に交流を深めた。 

 

市内中学校駅伝競走大会 

 第 64 回市中学校男子駅伝競走大会及び第 30 回

市中学校女子駅伝競走大会を 10 月 19 日（土）国

道 16 号馬堀海岸区間コース（馬堀海岸３丁目東～

大津漁港前）で開催した。沿道は、約 5,500 人を

超える観衆が集まり、熱い声援を受けながら一本

のタスキを繋いだ。全市立中学校 23 校に横須賀学

院中学校を加えた男女各 24 校から 407 名（男子

216 名、女子 191 名）の参加があった。 

男子は大津中学校が優勝を果たし、浦賀中学校

・久里浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

女子は池上中学校が優勝を果たし，大津中学校、

久里浜中学校がそれぞれ２位、３位に入賞した。 

 

第 47 回小学校児童ボール運動大会 

12 月４日（水）に市内小学校８部会各会場にお

いて、６年生全員、3,663 人がミニバスケットボ

ールとサッカーを行い、日頃の体育学習の成果を

確かめ合うとともに、交流を深めた。 
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国 県・市 教育研究所 

4.2   文科相、大学生の就職活動開始時期

を 3年生の 12月から 4年生の 4月に繰

り下げるよう経済界に要望する意向を

表明 

4.4   文科省の「道徳教育の充実に関する

懇談会」が初会合 

   政府の教育再生実行会議の提言を受

け、道徳の教科化などを検討へ 

4.8   自民党の教育再生実行本部、グロー

バル化人材育成のため英語能力試験

「TOEFL」などで一定の成績を収めるこ

とを大学受験資格や大学卒業要件にす

るなどの提言を首相に提出 

4.10   首相と文科相、衆院予算委員会で教

科書検定制度の抜本的改革に着手する

意向を表明 

  「近隣諸国条項」の見直しが課題に 

4.12   文科省の「スポーツ指導者の脂質能

力向上のための有識者会議」が初会合 

   体罰や暴力に頼らないスポーツ指導

の在り方を検討 

4.15   政府の教育再生実行会議、教育長を

教育行政の「責任者」と位置付けた上

で、首長に教育長の任命権を付与する

ことなどを求めた第 2次提言を首相に

提出教育行政の中立性を損なうとの批

判も 

4.17   最高裁第 2 小法廷、神奈川県教委が

入学式などの君が代斉唱で起立しなか

った教職員の氏名を集めたのは県個人

情報保護条例に反するとして、教職員

らが県に情報削除などを求めた訴訟で

原告側上告を退ける 

  不起立教員の情報収集の適法性が確定 

4.24   文科相、全国学力・学習状況調査（全

国学力テスト）を全国一斉に実施 

  4 年ぶりに公立小中学校全部を対象に

した悉皆方式に 

4.25   中央教育審議会、13 年度から 5 年間

の第 2期教育振興基本計画を文科相に

答申 

   教育への公的財政支出の割合につい

て「将来的に経済協力開発機構（OECD）

諸国並みを目指す」と明記 

4.26   文科省、体罰自殺事件などを受けた

実態調査（12 年 4 月から 13 年 1月）の

結果を発表 

  公立 752 校の計 840 件で教員が体罰を

行う 

 

5.14   12 年度に公立小中学校で通級指導を

受けている児童生徒は計7万 1519人で

初めて 7 万人を突破 

  文科省の実施状況調査で判明 

5.16   文科省、早期に警察に通報すべき犯

罪に当たるいじめの具体例を都道府県

教委などに通知 

  悪口などが犯罪になる可能性も 

5.23   東京都教委、昨年度に体罰があったと

認定した公立学校130校の学校名を公

表、悪質な43校については事例も公表 

  体罰調査で学校名を公表するのはきわ

めて異例 

5.27   文科省の有識者会議、大阪市立桜宮高

 4. 1 横須賀市教育委員会事務局人事異動 

 学校教育部長中山俊史 横須賀総合高等学校長へ 

後任に支援教育課長小田部英仁 学校教育部長へ就任

 支援教育課長に横須賀市立田浦中学校長より三浦昭夫就任

 教育政策担当課長平澤和宏 財政部資産税課長へ 

後任に財政部資産税課長菱沼孝 教育政策担当課長へ就任 

 教職員課長高橋淳一 横須賀市立久里浜小学校校長へ 

後任に横須賀市立北下浦中学校教頭栗原裕 教職員課長就任

 学校管理課長に学校管理課係長より菅野智就任 

 総務課主査指導主事佐藤昌俊 横須賀市立常葉中学校教頭へ 

 総務課指導主事に教育研究所指導主事より原口尚延就任

 教育指導課指導主事梅谷尚子 教育指導課主査指導主事へ

 横須賀市立坂本中学校教諭太田泰義 教育指導課指導主事へ

 支援教育課主査指導主事小谷亜弓 横須賀市立養護学校教頭へ

 支援教育課指導主事富澤真由美 支援教育課主査指導主事へ

 支援教育課指導主事井上達雄 支援教育課主査指導主事へ

 横須賀市立長浦小学校教諭佐埜幸子 支援教育課指導主事へ

 スポーツ課指導主事前島光 スポーツ課主査指導主事へ

 

 

 4. 1 辞令交付 

 4. 2 学級編制説明会 

 4. 4 学年始休業終了 

 4. 5 始業式 入学式(小・中・ろう・養) 

 4. 6  入園式（諏訪、大楠） 

    入学式（高）教科用図書事務担当者会① 

4. 9  学校保健事務説明会 

  学校体育指導員委嘱式 

       学校体育・保健体育科担当者会 

    ことばや聞こえ調査説明会 

 4.10 中学校体育連盟総会・専門部会 

  就学奨励事務担当者説明会 

 4.11 生徒指導担当者研修講座① 給食開始 

 4.12 教科総会 

 4.16 給食事務説明会 

 4.17 教科外総会 

 4.18 児童指導担当者研修講座① 

  横須賀市学習状況調査（18 日～26 日） 

  本を楽しもう展[北下浦コミュニティセンタ

ー](5 月 6 日迄) 

 4.20 第 62 回横須賀市中学校総合体育大会・総合開

会式 

 4.23 小学校修学旅行説明会 

  学校開放奨励事業説明会 

  教職員人事評価システム評価者研修会(新任

教頭①) 

       総括教諭等学校運営推進者連絡会① 

4.24 学校保健会理事会① 

支援教育 CD 連絡会① 

学校図書館 CD 派遣校連絡会① 

小・中学校教育課程研究会運営委員会①  

全国学力・学習状況調査 

4.25 本を楽しもう展[西コミュニティセンター]（5

月 6 日迄） 

   教職員人事評価システム評価者研修会(新任    

校長①) 

4.26 教職員人事評価システム評価者研修（新任教頭

②） 

学校予算事務説明会 

外国語活動推進研修講座 

 4. 1  横須賀市教育研究所人事異動 

    教育研究所長新倉邦子 横須賀市立野比小学校長へ 

      後任に横須賀市立池上小学校教頭より 市川敦義就任

    教育研究所主査指導主事高橋日出夫 横須賀市立公郷中学校教頭へ

      後任に横須賀市立長井中学校教頭より武田仁就任 

    教育研究所指導主事増田喜明 教育研究所主査指導主事へ

    教育研究所白井宏一指導主事 横須賀市立坂本中学校総括教諭へ

  後任に教育指導課指導主事宇佐美暁 教育研究所指導主事就任

   横須賀市立田戸小学校教諭松本美紀 教育研究所指導主事へ

   係長若山信之 政策推進部広報課係長へ 

  後任にこども育成部こども青少年給付課主査大津仁昭着任

   図書資料担当大久保静香退任  

      後任に小谷孝夫着任 

   理科教育担当伊藤満退任  

      後任に平野邦好着任 

 

 

 

 

 

4. 3 初任者研修拠点校指導教員研修講座① 

初任者研修校内指導教員研修講座① 

 4.17 初任者研修講座① 

養護教諭初任者研修講座① 

校務情報化研修講座①(新任教頭) 

 4.24 教職 10 年経験者研修講座 

養護教諭 10 年経験者研修講座①  

4.26 養護教諭 2・15・25 経験者研修① 

4.27 スキルアップ研修講座① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育年表 
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校の体罰自殺事件を受けて、学校の運動

部活動における指導と体罰などを区別

したガイドライン案を文科相に提出 

5.28   政府の教育再生実行会議、大学のグ

ローバル化などを求めた第3次提言「こ

れからの大学教育等の在り方につい

て」を首相に提出 

  小学校の英語活動の教科化も提言 

5.31   文科、国土交通、警察の 3 省庁、公

立小学校の通学路の安全対策緊急点検

の結果を発表 

  危険箇所7万4483カ所のうち3万1821

カ所（3月末現在）で対策がとられず 

6.12   厚生労働省、生活保護の受給者は 216

万 1053 人（3 月時点）で、11 ヶ月連続

で過去最多を更新 

6.21   与野党 6 党が共同提出した「いじめ

防止対策推進法」が参院本会議で自民、

公明、民主などの賛成多数により可決、

成立 

  いじめへの対応と防止が学校や行政の

法的責任に 

6.22   国連教育科学文化機関（ユネスコ）

の世界遺産委員会、富士山（山梨、静

岡両県）を世界文化遺産に登録するこ

とを正式決定 

6.25   経済協力開発機構（OECD）、「図表で

みる教育 2013」を公表 

   国内総生産（GDP）に占める教育機関

の日本の公的支出の割合は、比較可能

な 30 カ国中で最下位に 

  日本の最下位は 4 年連続 

6.27   東京都教育委員会、14年度から使用

の高校教科書の一部に国旗・国家につい

て都教委の考えと異なる内容があると

して、使用を不適切とする見解を議決 

  検定教科書の適否に教委が言及するの

は極めて異例 

7. 2   文科省の有識者会議、体罰や暴力的

指導などの問題を受け、スポーツコー

チ全員が原則として指導者資格を持つ

ことを求めた報告書をまとめる 

7.25   全国の児童相談所が12年度に対応し

た児童虐待の相談件数は6万 6807件で

過去最多を更新(厚生労働省まとめ) 

7.29   文科省の有識者会議、昨年 12 月に東

京都調布市で小 5 女児が給食後に死亡

した事故を受け、食物アレルギー対応

のマニュアル作成など再発防止に向け

た中間報告をまとめる 

7.31   第37回全国高校総合文化祭が長崎県

内で開幕（～8月 4 日） 

8.1   埼玉県警秩父署、免許の失効を隠し

て転々と勤務していた小学校臨時教員

（53）を教育職員免許法違反の疑いで

逮捕 

  無免許勤務による教員の逮捕は極めて

異例 

     ゲームやメールに没頭するネット依

存症の疑いのある中高生は全国で約 52

万人に、厚生労働省研究班が全国調査

から推計 

8.2   警察庁が2013年版「警察白書」を公表 

  12 年のいじめ、児童虐待による検挙者

はいずれも過去最多に 

8.5   小中学生の 87％が 3 年間でいじめの

全県指導主事会議 

4.30 人権教育担当者研修講座① 

 

5. 1 小学校音楽担当者会 

国際教室担当者会①  

防災教育担当者会 

5.7  総括教諭等学校運営推進者連絡会② 

5.8  外国人英語教員拠点校連絡協議会① 

5.9  生徒指導担当者研修講座② 

5.10 小学校国語担当者会 

5.11 中学校演劇発表会実技研修会① 

   第 38 回小学校児童相撲大会 

5.12 中学校演劇発表会実技研修会① 

5.15 中学校修学旅行（～6月 10 日） 

5.17 学校プール運営・管理説明会 

5.22 特別支援学級新担任者研修講座① 

5.23 学校保健会定期総会 

5.24 ALT 活用連絡会 

5.28 中学校保健体育科実技講習会 

5.29 外国語活動研修講座① 

5.31 支援教育 CD 連絡会② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 5 心肺蘇生法実技研修講座 

6. 6 生徒指導担当者研修講座③ 

6. 7 特別支援学級担当者会① 

   作詞審査会 

小学校体育実技講習会 

6.11 教科用図書事務担当者会② 

6.12 小（教科）・中（教科外）学校 

教育課程研究会一日目① 

6.17 小学校 5年生芸術鑑賞会 

6.18 小学校 5年生芸術鑑賞会 

   横須賀総合高校（定時制）修学旅行（～6月 21

日） 

6.19 学校安全研修講座 

6.21 小（教科外）中（教科）学校 

教育課程研究会一日目② 

6.25 本を楽しもう展〔南図書館〕（～7月 7 日） 

6.26 特別支援学級新担任者研修講座② 

6.28 支援教育研修講座① 

6.29 中学校スポーツ技術講習会 

   ハートフルフォーラム 

 

 

7. 3 学校図書館担当者会 

7. 4 よい歯の図画・ポスター・標語審査会 

7. 5 児童生徒体力つくり推進研修講座 

7. 9 小学校 6年生芸術鑑賞会 

7.10 小学校 6年生芸術鑑賞会 

   学校保健会理事会② 

7.11 生徒指導担当者研修講座④・児童指導担当者研

修講座② 

7.12 支援教育研修講座② 

7.17 就学時健康診断事務説明会 

7.19 給食終了 

7.21 夏季休業開始 

7.22 授業日数増加に関する試行期間（～7 月 24 日）

7.24 学校保健研修講座① 

 

 

 

5. 1 情報セキュリティ月間 

5. 7 初任者研修講座⑯－1 

5. 8 教職 5年経験者研修講座① 

養護教諭 5年経験者研修講座① 

教職 20 年経験者研修講座① 

校務情報化研修講座②－1（新教務担当者）

ICT 担当者連絡会① 

5. 9 関東教育研究所連盟総会・研究発表会（千

葉県総合教育センター） 

5.10 教職 1年経験者研修講座① 

養護教諭 1年経験者研修講座① 

理科基礎技術研修講座 

校務情報化研修講座②－2（新教務担当者）

5.14 初任者研修講座② 

教育研究所運営委員会① 

学校情報化推進部会①-1 

5.15 学校情報化推進部会①-2 

5.17 神奈川県教育研究所連盟総会（県総合教育

センター） 

 よこすか教師塾①（入塾式） 

5.18 スキルアップ研修講座② 

5.21 初任者研修講座⑯-2 

初任者研修拠点校指導教員研修講座② 

5.28 初任者研修講座⑯-3 

5.31 よこすか教師塾② 

 

 

6. 4 初任者研修講座③ 

6. 6 全国教育研究所連盟総会・研究発表会（広

島県立教育センター） 

6. 7 よこすか教師塾③ 

6. 8 スキルアップ研修講座③ 

6.11 初任者研修講座⑯－4 

6.14 教科用図書展示会（～6月 27 日） 

6.15 理科基礎技術研修講座② 

6.21 よこすか教師塾④ 

6.22 スキルアップ研修講座④ 

6.25 初任者研修講座⑯－5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7. 2 初任者研修講座④ 

7. 3 管理職研修講座①－1･2 

7. 5 よこすか教師塾⑤ 

7. 6 スキルアップ研修講座⑤⑥ 

7.10 県教育研究所連盟指導主事研修講座（県総

合教育センター） 

7.18 よこすか教師塾⑥ 

7.25 理科基礎技術研修講座③－1 ④－1 

   初任者研修拠点校指導教員研修③  

初任者研修校内指導教員研修講座② 

   教育課題研修講座① 

学校づくり研修講座①② 

7.26 理科基礎技術研修講座③－2 ④－2 

   コミュニケーション研修講座①② 
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被害と加害の両方を経験 

  被害者と加害者は簡単に入れ替わるこ

とが、国立教育政策研究所の追跡調査

で判明 

8.9   12 年度に全国の国公私立学校で体罰

をした教員は 6721 人、被害を受けた児

童生徒は 1万 4208 人に上る 

  文科省の「実態把握調査」で判明 

8.17   松江市教育委員会が、広島の原爆被

害を描いた漫画「はだしのゲン」の閲

覧制限を市立小中学校に要請していた

ことがマスコミの報道で明らかに 

8.20   神奈川県教委、来年度の県立高校教

科書の採択結果を公表 

  国旗・国家の記述を問題視し県教委が

選定見直しを求めた日本史実教出版の

教科書は、28 校全てが希望を取り下げ

る異例の事態に 

8.25   日教組、神奈川県横須賀市で定期大

会を開催（～27 日） 

  支持・協力政党を明記しないまま運動

方針を決定（採決は 27 日）運動方針に

支持政党をあげないのは極めて異例 

8.26   文科省、改正学校教育法施行令を告示 

  障害児の修学で特別な事情がある場合

のみ普通学校への就学を認めていた規

定を撤廃 

     神奈川県警相模原署、教員免許失効

を隠して勤務していた元臨時教員（44）

を教育職員免許法違反の疑いで逮捕 

8.27   文科省、今春の全国学力学習状況調

査（全国学力テスト）の結果を発表 

  小学校の平均正答率で都道府県間の格

差が縮小するなど全体的な「底上げ」

が進む 

8.28   松江市教委、市立小中学校における

漫画「はだしのゲン」の閲覧制限を撤

回することを通知 

8.30   大阪府教委、国旗・国家の記述が一

部で問題視されている実教出版の高校

教科書を補助教材などで補完すること

条件に採択を認めたと発表 

9. 1   高 1 の約 84％がスマートフォン（多

機能携帯電話）を所持 

  総務省「青少年インターネット利用調査」 

9. 5   11 年度の地方教育費は前年度比

2.4％減の 15兆 8682億円で 2年連続の

減少、文部科学省の「地方教育費調査」 

9. 7   国際オリンピック委員会（IOC）総会、

2020 年の夏季オリンピックの開催都市

を東京に決定（日本時間 8日） 

  東京開催は 56 年ぶり 2度目 

9. 9   静岡県知事、13 年度全国学力・学習

状況調査（全国学力テスト）で小学校

国語 Aの成績が全国最下位だったこと

を受け、成績下位 100 校程度の校長名

を公表する意向を表明 

9.10   文科相、全国学力テスト成績下位校

の校長名公表の静岡県知事の方針を

「好ましくない」と批判 

9.13   静岡県教委、全国学力テスト成績下

位校の校長名を公表するという知事の

方針を受け入れないことを決定 

9.17   静岡県知事と教育長、全国学力テスト

成績下位校の校長名公表をめぐり会談 

  知事は方針を撤回せず物別れに 

7.25 学校保健研修講座② 

      小学校体育科研修講座① 

      司書教諭研修講座（読書指導研修講座） 

      生活科研修講座 

7.26 学校保健研修講座③ 

      小学校体育科研修講座① 

      支援教育研修講座③ 

7.27 横須賀市中学校演劇発表会一日目 

7.28 横須賀市中学校演劇発表会二日目 

7.29 応急手当普及員研修講座①②  

学校水泳指導法研修講座① 

外国語科研修講座① 

7.30 応急手当普及員研修講座③④ 

学校水泳指導法研修講座②  

7.31 応急手当普及員研修講座⑤⑥ 

音楽科研修講座 

 

 

8. 1 中学校教育課程研究会二日目 

8. 2 中学校教育課程研究会二日目 

   中学校全国・関東大会出場選手激励会 

8. 5 支援教育研修講座④ 

   外国語活動研修講座② 

   外国語科研修講座② 

   家庭科研修講座 

防災教育研修講座 

8. 6 就学前教育と小学校教育の連携推進講座① 

   道徳研修講座 

8. 7 総合的な学習の時間研修講座 

   国語科研修講座 

   図画工作科／美術科研修講座 

8. 8 小学校就学旅行下見（～8.9） 

8. 9 技術科研修講座 

   就学前教育と小学校教育の連携推進講座②－1

8.17 第 10 回中学生創造アイディアロボットコンテ

スト 

8.18 第 26 回子どものための音楽会 

8.19 体育科／保健体育科研修講座 

8.20 支援教育研修講座⑤⑥ 

   就学前教育と小学校教育の推進連携②－2 

8.21 支援教育 CD 連絡会③ 

   児童指導担当者研修講座③ 

   English World 

   中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

   幼稚園教育課程研究会 

8.22 中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

   支援教育研修講座⑤⑥ 

   全県小学校教育課程研究会 

8.23 中学校連合生徒会役員宿泊研修会 

   全県中学校教育課程研究会 

8.26 授業日数増加に関する試行期間（～8 月 29 日）

8.29 夏季休業終了 

 

 

9. 2 給食開始 

9. 3 読書感想文募集締切 

9. 4 中学校美術科担当者会 

9. 5 生徒指導担当者研修講座⑤ 

   作曲募集締切 

9. 6 読書感想文 1 次審査会 

9.11 読書感想文 2 次審査会 

   小学校図画工作科担当者会 

9.13 外国語推進研修講座② 

9.19 小学校創意くふう展搬入 

9.21 小学校創意くふう展（～22） 

9.25 特別支援学級新担任者研修講座⑤ 

   ICT 活用実践研修講座① 

7.29 教職 10 年経験者研修講座② 

養護教諭 10 年経験者研修講座⑥⑦ 

理科基礎技術研修講座③－3 ④－3 

幼児教育研修講座 

夏季大学① 教育課題研修講座② 

7.30 初任者研修講座⑤⑥ 

ICT 活用実践研修講座②③ 

夏季大学② 

7.31 夏季大学③ 

学校づくり研修講座③④ 

   科学教養講座① 

 

 

 

 

 

 

8. 2 よこすか教師塾⑦ 

8. 5 小・中理科教材研究講座①－1･2 

   学校づくり研修講座⑤ 

   教育課題研修講座③ 

8. 6 理科基礎技術研修講座⑤ 

   コミュニケーション研修講座③ 

   スキルアップ研修講座⑦ 

8. 7 理科基礎技術研修講座⑥ 

   理科研修講座 

8. 8 小・中理科教材研究講座②－1･2 

   学校づくり研修講座⑥⑦ 

8. 9 小・中理科教材研究講座③④ 

   コミュニケーション研修講座④ 

   教育課題研修講座④ 

8.12 科学教養講座② 

   学校づくり研修講座⑧⑨ 

   教育課題研修講座⑤ 

8.19 教育課題研修講座⑥⑦ 

   ICT 活用実践研修講座④ 

   コミュニケ－ション研修講座⑤-1・2 

8.20 教職 1年経験者研修講座②③ 

   養護教諭 1 年経験者研修講座④⑤ 

   ICT 活用実践研修講座⑤⑥ 

8.21 初任者研修講座⑦⑧ 

8.22 初任者研修講座⑨⑩ 

8.23 教職 5年経験者研修講座②③ 

   養護教諭 5 年経験者研修講座④⑤ 

   教職 10 年経験者研修講座③④ 

   養護教諭 10 年経験者研修講座⑩ 

   教職 20 年経験者研修講座②③ 

8.30 養護教諭研修講座 

 

 

 

 

 

9. 3 学校情報化推進部会②－1 

9. 4 学校情報化推進部会②－2 

9. 6 よこすか教師未来塾⑧－1 

9.20 よこすか教師希望塾⑧－2 
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     文科省、12 年度の公立校の土曜授業

実施状況調査の結果を公表 

  実施率は小学校が 8.8％、中学校が

9.9％.高校が 3.8％ 

9.19   大阪府教委、卒業式などの君が代斉

唱で教職員が本当に歌ったかどうか、

管理職に目視での確認を通知（4 日付）

していたことが報道などで明らか 

9.20   静岡県知事、13 年度全国学力テスト

の小学国語Ａの成績が全国平均以上だ

った公立小学校の校長86人の氏名を五

十音順で公表、成績下位から一転して

成績上位の公表に変更 

10.2   英教育専門誌の世界大学ランキング

で、上位 200 校に日本は東大（23 位）

など 5校がランクイン 

10.4   学童保育の施設は 2 万 1482 カ所、登

録児童は 88 万 9205 人（5 月 1日現在）

で共に過去最多に、厚生労働省まとめ 

10.8   経済協力開発機構（OECD）、初の「国

際成人力調査」（PIAAC）の結果を公表 

  日本の大人は、読解力と数的思考力で

世界 1位に 

10.10  警察庁、インターネットによる子ど

もの犯罪被害防止のため「サイバー補

導」の実施を全国の警察に指示 

10.11  文科省、いじめ防止対策推進法の運

用の目安となる「いじめ防止基本方針」

を都道府県教委などに通知 

     中央教育審議会の教育制度分科会、

「今後の地方教育行政の在り方につい

て」（審議経過報告）をまとめる 

  教育委員会制度の改革は両論併記に 

10.13  小中高校生の運動能力は緩やかに回復 

  文科省の 12 年度「体力・運動能力調査」

（新体力テスト）で判明 

10.17  教員の残業時間は月平均約95時間半

で、10 年前より約 10 時間増 

  全日本教職員組合（全教）が勤務実態

調査 

10.18  文科相、採択地区協議会と異なる中

学公民教科書を採択している沖縄県竹

富町教委に対して、地方自治法に基づ

く是正要求を行うよう同県教委に指示 

  教育行政での是正要求は初めて 

10.31  政府の教育再生実行会議、大学入試

センター試験に代わる「達成度テスト」

の導入を柱にした第 4次提言を首相に

進言 

11.11  文部科学省の「道徳教育の充実に関

する懇談会」、小中学校の道徳を「特別

の教科」として検定教科書の使用を求

める報告書素案を示す 

11.13  長野県教委の有識者委員会、睡眠不

足で成長に弊害を招くとして中学校の

朝の部活動の原則中止を求める報告書

をまとめる 

  運動部の在り方に一石 

11.15  文科相、教科書の検定基準や採択制

度の見直し方針を示した「教科書改革

実行プラン」を発表 

  教科書検定への国の関与強化に批判の

声も 

11.27  改正高校無償化法が参院本会議で与

党などの賛成多数で可決・成立 

  14 年度高校入学者から年収 910 万円以

   作曲審査会 

小学校創意くふう展搬出 

 

9.27 外国人英語教員拠点校連絡協議会② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 1 小学校修学旅行（～10 月 15 日） 

10. 2 支援教育研修講座⑧ 

10. 5 主張の会 

10. 8 大楠中学校研究発表会 

10.11 前期終業式 給食終了 

10.12 県不登校児童生徒のための進路情報説明会・相

談会 

10.13 スクールバンドフェスティバル 

10.15～16 秋季休業 

   授業日数増加に関する試行期間 

10.17 後期始業式 給食開始 

   生徒指導担当者研修講座⑥ 

10.19 第 64 回横須賀市中学校男子駅伝競走大会 

   第 30 回横須賀市中学校女子駅伝競走大会 

10.20 駅伝競走大会予備日 

10.23 特別支援学級担当者会② 

   外国語活動研修講座③ 

   学校図書館 CD 派遣校連絡会② 

   修学前教育と小学校教育の連携推進講座③ 

10.24 全県指導主事会議 

10.25 学力向上シンポジウム 

10.26～27 日本 PTA 全国協議会関東ブロック大会 

10.30 児童指導担当者研修講座④ 

   特別支援学級新担任者研修講座⑥ 

10.31 公郷中学校研究発表会（中間発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 1 支援教育研修講座⑨ 

   常葉中学校研究発表会 

11. 2 第 45 回小学校児童陸上記録大会 

11. 3 小学校児童陸上記録大会予備日 

11. 6 小学校教育課程研究会総則部会第二日目 

11. 7 第 54 回関東甲信越地区公立学校教頭会研究大

会神奈川大会（～11.8） 

   池上中学校研究発表大会 

11. 8 衣笠中学校研究発表大会 

11.12 高等学校教育課程研究会 

11.13 中学校教育課程研究会総則部会二日目 

11.14 生徒指導担当者研修講座⑦ 

11.16 第 31 回表現運動・ダンス発表会 

11.18 読書感想画募集締切 

11.20 支援教育 CD 連絡会④ 

   ものづくりフェア全国・関東大会生徒激励会 

11.22 田浦中学校研究発表会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10. 1 情報セキュリティ月間 

10. 4 よこすか教師未来塾⑨－1 

10.18 よこすか教師希望塾⑨－2 

   県教育研究所連盟教育研究発表大会（横浜

市教育センター） 

10.22 初任者研修講座⑪－1 

10.24～25 全国教育研究所連盟全国研究集会（山

梨県総合教育センター） 

10.26 理科基礎技術研修講座⑦⑧ 

10.29 初任者研修講座⑪－2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11. 1 よこすか教師未来塾⑩－1 

11. 5 初任者研修講座⑪－3 

11. 8 理科基礎技術講座⑨ 

11.12 初任者研修講座⑫－1 

11.15 よこすか教師希望塾⑩－2 

11.19 初任者研修講座⑫－2 

11.26 初任者研修講座⑫－3 
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上の世帯は無償化の対象外に 

11.29  文科省、14年度の全国学力・学習状

況調査（全国学力テスト）の実施要領

を発表 

  市町村教委による学校別結果の公表を

条件付きで認める 

  教育関係者の間では賛否両論が 

     文科省、教委の判断で土曜授業を自

由に行えるよう学校教育法施行規則を

改正 

  土曜授業が事実上解禁に 

12.3   経済協力開発機構（OECD）、12 年実施

の第 5回「生徒の学習到達度調査」

（PISA）の結果を公表 

   日本は読解力と科学的応用力が4位、

数学的応用力が 7 位で、前回の 09 年調

査からいずれもアップ 

12.4   国連教育科学文化機関（ユネスコ）、「和

食」の無形文化遺産への登録を決定 

  日本からの登録は 22 件目 

12.7   参院本会議、特区での「公設民営学

校」設置などを可能にする国家戦略特

区法が賛成多数で可決・成立 

12.10  全国の小学校から高校などが12年度

に把握した「いじめ」の件数は 19 万

8108 件で、1985 年度の調査開始以降最

多に文科省の「問題行動調査」で判明 

12.13  中教審、「今後の地方教育行政の在り

方について」を文科相に答申 

   地方教育行政の責任者は、首長と教

委の両論併記で一本化できず 

     文科相が、「英語教育改革実施計画」

を発表 

  小学校の外国語活動の開始を現行 5 年

生から 3 年生に、5・6 年生では英語を

正式教科に 

  東京五輪開催の 20 年度実施を目指す 

12.16  公立小中高校で食物アレルギーのあ

る子どもは約 45 万 4000 人（4.5％）で、

9 年前より約 12 万 4000 人増 

  文科省の実態調査で判明 

12.17  12 年度に懲戒免職になった公立校教

員は 206 人で、1961 年度の調査開始以

来最多に 

  文科省の公立学校教職員人事行政状況

調査 

12.24  政府、14 年度予算案を閣議決定 

  文科省の一般会計当初予算案は、前年

度比 0.1％増の 5 兆 3627 億円 

   公立学校教員定数は初の「純減」に 

12.26  文科省の「道徳教育の充実に関する

懇談会」、道徳を「特別の教科」とし、

検定教科書の導入も求めた報告書を文

科相に提出 

1. 7  文科相、高校での日本史の必修と新教

科「公共」の創設について「前向きに

検討していく」と表明 

1. 8  全国の生活保護受給者は 216 万 4338

人（13 年 10 月現在）で過去最多を更新

厚労省まとめ 

1.16  浜松市の公立学校で学校給食による

ノロウイルスの大規模集団感染が発生

感染者は 1000 人以上に 

1.23  12 年度に公立小中学校の学校給食費

を滞納した児童生徒は全体の 0.9％、未

納額は約 22 億円に 

11.27 道徳教育連携・推進講座① 

   豊島小学校研究発表会 

三塚勉教育委員退任 

11.28 児童生徒ふれあい作品展搬入 

   野比中学校研究発表会 

   荒川由美子教育委員就任 

11.29 道徳教育連携・推進講座② 

   読書感想画審査会 

   児童生徒ふれあい作品展（～12 月 2日） 

   野比東小学校研究発表会 

   富士見小学校研究発表会 

 

12. 2 児童生徒ふれあい作品展搬出 

12. 4 第 47 回小学校児童ボール大会 

12. 6 ろう学校研究発表会 

12.10 人権教育担当者研修講座③ 

   桜小学校研究発表会 

12.11 支援教育研修講座⑩ 

   学校選択制による指定変更申立締切 

12.12 生徒指導担当者研修講座⑧ 

12.17 津久井小学校研究発表会 

12.20 給食終了 

12.25 冬季休業開始 

   授業日数増加に関する試行日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 6 読書感想画展搬入 

   運動部活動指導者研修講座 

1. 7 冬季休業終了 

   授業日数増加に関する試行日 

   読書感想画展（～14 日） 

1. 8 児童生徒造形作品展搬入 

1. 9 給食開始 

1.11 児童生徒造形作品展（～27 日） 

1.14 読書感想画展搬出 

1.15 小中一貫教育シンポジウム 

1.16 生徒指導担当者研修講座⑨ 

   児童生徒書写作品展搬入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12. 3 初任者研修講座⑬ 

12. 6 よこすか教師塾（小学校編）⑪－1 

12.13 よこすか教師塾（中学校編）⑪－2 

12.17 学校情報化部会③－1 

12.18 学校情報化部会③－2 

12.26 教職 10 年経験者研修講座⑥⑦ 

   養護教諭 10 年経験者研修講座⑬⑭ 

   教職 20 年経験者研修講座④ 

   理科基礎技術研修講座⑩ 

12.27 教職 1年経験者研修講座④ 

   養護教諭 1 年経験者研修講座⑧ 

   教職 5年経験者研修講座④ 

   養護教諭 5 年経験者研修講座⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.10 よこすか教師塾⑫ 

1.14 初任者研修講座⑭ 

1.16 県教育研究所連盟研究協議会 人材育成

部会（厚木市教育研究所） 

1.17 よこすか教師塾⑬ 

1.28 県教育研究所連盟研究協議会 教育課題

部会（平塚市教育研究所） 

1.29 教育研究所運営委員会② 
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  文科省の学校給食費徴収状況調査 

1.24  日教組、大津市で第 63 次教研集会を

開催 

  政府の教育再生に批判集まる（～26 日

まで） 

1.28  文科省、中学校と高校の学習指導要領

解説を正式に改訂 

  尖閣諸島と竹島を「我が国固有の領土」

と明記 

  学習指導要領の実施途中の解説の改訂

は異例 

  中韓両国の反発がさらに強まる 

1.30  理化学研究所発生・再生科学総合研究

センター（神戸市）の小保方晴子研究

ユニットリーダーらが新たな万能細胞

の開発に成功 

  女性中心のチームで「理系女子」に社

会的注目も 

2. 4   中高一貫教育校は全国で 450 校に、

文部科学省の高校改革推進状況調査 

2.12   中央教育審議会大学分科会、教授会

の権限縮小を柱とする「大学のガバナ

ンス改革の推進について」（審議のまと

め）を公表 

2.14   文科省、「心のノート」を全面改定し

た新たな道徳教材「私たちの道徳」を

公表 

  全国の小中学校に配布へ 

2.18   自民党の教育委員会制度改革小委、

教育長と教育委員長を統合して新ポス

トの設置などの改革案を決定 

  首長を教育行政の責任者とする文科省

案は修正へ 

2.25   文科省の有識者会議、児童生徒の全

ての自殺事案に対して学校に調査を義

務付ける指針案をまとめる 

2.26   文科省の「英語教育の在り方に関する

有識者会議」が発足 

  小学校の英語教科化などの具体化を検討 

2.27   警察が13年に把握した学校でのいじ

めを原因とする事件は 410 件で、28 年

ぶりに 400 件を突破 

  警察庁まとめ 

2.28   政府、教科書採択ルールを明確化す

る教科書無償措置法改正案、経営危機

の学校への国の立ち入り検査などを可

能にする私立学校法改正案を閣議決定 

3. 6   全国の警察が 2013 年中に虐待の疑い

で児童相談所に通告した児童（18 歳未

満）は 2 万 1603 人で過去最多を更新 

3. 7   日教組の組織率は 25.3％（13 年 10

月現在）で過去最低に 

  文科省調査 

3,12   与党の自民・公明両党、首長が主宰

する「教育統合会議」や新「教育長」

のポスト創設など教育委員会制度改革

で最終合意 

  教育委員会は執行機関のまま存続へ 

3.14   文科相、採択地区協議会と異なる中学

公民教科書を使用する沖縄県竹富町に、

地方自治法に基づき是正要求を発動 

  国が直接市町村に是正要求をするのは

初めて 

3.18   文科省の有識者会議、教員免許更新

制の改善で報告書をまとめる 

  免許トラブル防止でカード型「教員免

1.17 児童生徒書写作品展（～21 日） 

   第 33 回横須賀市体力つくり実践研究発表大会

1.21 児童生徒書写作品展搬出 

1.22 支援教育 CD 連絡会⑤ 

   造形教育研究発表会・講演会 

1.24 全県学力向上シンポジウム 

1.25 第 11 回大縄飛び大会 

   中学校演劇発表会実技研修会② 

1.28 児童生徒造形作品展搬出 

1.29 総括教諭等学校運営推進者連絡会④ 

1.31 外国語活動研修講座④ 

   永妻和子教育長退任 

 

 

 

 

 

 

2. 1 青木克明教育長就任 

2. 5 学校保健大会 

   スクールカウンセラー連絡協議会② 

   国際教室担当者会② 

   高校（全日制）修学旅行（～9日） 

2. 7 学校保健研究会健康安全部会研究発表会 

   小・中学校教育課程研究会運営委員会② 

2.12 食教育研究会研究発表会 

   児童指導担当者研修講座② 

2.13 生徒指導担当者研修講座⑩ 

2.15 市政記念日（107 周年） 

2.19 学校保健研究会養護教諭部会研究発表会 

   特別支援学級新担任者研修講座⑧ 

   総括教諭等学校運営推進者連絡会⑤ 

2.21 外国人英語教員拠点校連絡協議会③ 

2.28 外国語活動推進研修講座③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 1 高等学校卒業式 

3.13 生徒指導担当者研修講座⑪ 

3.14 諏訪幼稚園卒園式 

3.17 大楠幼稚園卒園式 

   給食終了 

3.18 小学校卒業式（1～4部会） 

3.19 小学校卒業式（5～8部会） 

3.25 終了式 

3.26 学年末休業開始 

3.31 退職辞令交付 

   学年末休業終了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 1 情報セキュリティ月間 

2. 4 県教育研究所連盟研究協議会 調査研究

部会（逗子市教育研究所） 

2. 5 ICT 担当者連絡会② 

   県教育研究所連盟研究協議会 教育相

談・支援教育部会（大磯町教育研究所）

2. 7 よこすか教師塾（小学校編）⑭ 

2.18 初任者研修講座⑮ 

   養護教諭初任者研修講座㉒ 

   校務情報化研修④－1（教務等） 

2.19 校務情報化研修④－2（教務等） 

2.21 校務情報化研修④－3（教務等） 

   よこすか教師塾（中学校編）⑭ 

2.24 校務情報化研修③－1（管理職） 

2.25 初任者研修拠点校指導教員研修講座⑤ 

   校務情報化研修③－2（管理職） 

   校務情報化研修④－4（教務等） 

2.26 校務情報化研修③－3（管理職） 

   校務情報化研修④－5（教務等） 

2.27 校務情報化研修③－4（管理職） 

2.28 校務情報化研修③－5（管理職） 

   校務情報化研修④－6）（教務等） 

 

 

 

 

 

 

3. 4 校務情報化研修④－7（教務等） 

3. 5 校務情報化研修④－8（教務等） 

3.11 学校情報化推進部会④－1 

3.12 学校情報化推進部会④－2 

3.14 よこすか教師塾⑮ 

   長期研修員研究発表会 
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許証」（仮称）の導入も 

3.22   教育は「良い方向」に向かっている

が 10.9％から 17.2％に増加 

  内閣府の「社会意識に関する世論調査」 

3,24   竹富町教委、文科省の是正要求に応

じない方針を定例会で確認 

3,25   中教審の高大接続特別部会、大学入

試センター試験に代わる「達成度テス

ト・発展レベル」（仮称）の内容を示し

た「審議経過報告」をまとめる 

3.26   文科省、学校給食での食物アレルギ

ー事故防止のためアレルギーのある子

どもの保護者に医師の診断書提出など

を義務付けるよう通知 

3.28   文科省、職員 2 人を 4月から横浜市

と京都市の校長、教頭として派遣する

と発表 
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